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序  

当研究所は、1920（大正9）年9月に内務省所管の栄養研究所（初代所長 佐伯矩）として創設され、2010(平

成22)年には90周年を迎えました。1938（昭和13年）には厚生省所管の研究所となり、1948年（昭和23年）に

「国立栄養研究所」として、現在の新宿区戸山に移設されています。1989年（平成元）年には、身体活動・運動

に関する研究部門を加え、「国立健康・栄養研究所」となり、2001（平成13）年には独立行政法人化されていま

す。 

 

この2010(平成22)年度に第2期中期計画が終了いたしましたが、『生活習慣病予防のための運動と食事の併用

効果に関する研究』、『日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄養疫学的研究』､『｢健康食品｣を対象と

した食品成分の有効性評価及び健康影響評価に関する調査研究』を3重点調査項目として位置づけ、外部評価委

員会をはじめ、厚生労働省省内仕分け、厚生労働省独立行政法人評価委員会、総務省政策評価・独立行政法人評

価委員会などの評価や助言を受けつつ、調査・研究業務を遂行してまいりました。  

 

当研究所では、一貫して食生活と栄養、食品、身体活動・運動をキーワードとして、国民の健康づくり、生活

習慣病の予防、食の安全・安心、QOL の向上に関する調査・研究を実施しています。研究者のアクティビティは

高く、一人当たりの競争的研究資金獲得額および論文引用回数は、国立研究機関中で上位にあります。WHO-CCは、

正式申請中ですが、2011(平成23)年1月より、当研究所は、Global Environmental Monitoring System（GEMS）

のFood Institutionに認定されています。 

 

また、当研究所は、厚生労働省をはじめ、内閣府、消費者庁など、国の公共施策をサポートする業務を実施し

ています。毎年、厚生労働省とともに国民健康・栄養調査を行い、食事・栄養摂取状況、身体活動・運動状況、

生活習慣（喫煙・飲酒などを含む）状況を調べ、その動向と推移を報告しています。日本人の食事摂取基準およ

び運動基準の策定に活かされ、学校、病院、各種施設の給食・調理の基準となり、食品添加物や農薬などの摂取

量・曝露量の把握といった食品の安全性評価に活用され、「健康日本 21」、「特定健康診査・特定保健指導」の根

拠となり、国民の健康状態を計るものさしにもなっています。また、健康食品の許可試験・収去試験を行い、国

民および専門職に対して、食の有効性と安全性に関する情報を発信しております。  

 

ここにその活動内容を独立行政法人国立健康・栄養研究所研究報告書第59号（平成22年度）にまとめました。

ご高覧のうえ、ご意見、ご助言等をいただければ幸いです。 

 

皆様には、今後とも一層のご支援とご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

                平成23年3月31日 

独立行政法人  国立健康・栄養研究所 

理事長  徳 留 信 寛 
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Ⅰ 研 究 所 概 要 

 

1.平成 22 年度研究・業務の概況 
 当研究所は、平成 13(2001)年度より独立行政法人

となり、平成 22 年度は第 2 期中期計画(～平成 22 年

度)の最終年度に当たる。人々の栄養･食生活、運動と

健康との関わりについて、基礎から応用に至るまでの

調査及び研究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試

験研究機関として、「特にヒトを対象とした研究に関

して、わが国の大学・研究機関の中心的存在として、

総合的・統合的な研究を推進するとともに、研究者を

育成する役割を果たす。厚生労働行政上の重要な健

康･栄養施策を推進する上で不可欠な科学的根拠を質

の高い研究によって示し、それらを専門的立場から要

約して発信するとともに、健康科学･栄養学領域にお

いて、アジア地域への貢献を含め、国際的なリーダー

シップを担う」(中期目標)ことが、当研究所に求めら

れる役割である。 
 こうした目標を達成するために、三つの重点調査研

究業務を行っている。 
①生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究 
②日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄

養疫学的研究 
③「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及

び健康影響評価に関する調査研究 
その他にも、外部の競争的研究資金を獲得して、関

連領域の基礎から応用、開発型の研究を行っている。

また、今後の新たな研究展開につながるような萌芽的

研究を若手研究者を中心に活発に行っている。(下表)

（表）外部研究費の獲得状況      （単位：千円） 
  

 
競争的研究費 受託研究費 

計 
補助金 助成金 受託契約 共同契約 寄付金

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数) 
金額 

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数)
金額

公的機関  
主任 (28) 

194,221 
(6) 

11,461 
(-) 
- 

(-)
-

(34)
205,682

分担 (16) 
18,780 

  (16)
18,780

民間企業等 
主任  (4)

4,825
(5) 

6,253 
(8) 

24,930 
(-)
-

(17)
36,008

分担    

計 
(44) 

213,001 
(4)

4,825
(11) 

17,714 
(8) 

24,930 
(-)
-

(67)
260,470

 
 個々の研究内容及び研究成果の発表については、各

プログラム/センターからの報告及び、研究成果の発

表を参照されたい。研究成果の公表実績の一部を下表

にまとめた。 
 （表）研究成果の公表実績 

原著論文 学会発表(招待講演) 学会発表(一般演題)

英文 和文 国際学会 国内学会 国際学会 国内学会

76 19 7 14 25 112 
 
 また、研究の成果を社会に還元し、国民の健康づく

りに役立てていただけるよう、情報センター(情報部

門)及び国際産学連携センター(対外部門)、並びに事

務部業務課が中心となって、ホームページ等を介した

情報提供、NR 事業、セミナー(一般及び専門家向け)、

研究所の公開（オープンハウス）等を行った。NR 事

業としては、平成 22 年 6 月には第 7 回 NR 認定試験を

行い、累計で 4,574 名の NR を世に送り出すとともに、

今年度から受験資格を附与した 6 年制薬学部在学生の

薬学共用試験合格の資格で受験した者（大学卒業の届

出により資格を附与する者）として別に、114 名が合

格している。 
有資格者へのフォローアップ研修を行った。専門家

を対象としたセミナーとしては、都道府県等の健康・

栄養調査手法の標準化を目指すセミナーを主催した。

なお、平成 22 年に厚生労働省が行った省内事業仕分

けの結果を踏まえ、第三者機関に事業の移管をするた

めの検討を開始した。 
 若手研究者の育成という観点からは、お茶の水女子

大学、東京農業大学、女子栄養大学、早稲田大学、名

古屋市立大学及び福岡女子大学との連携大学院や、全

国の管理栄養士を養成する大学・大学院での特別講義

等を通じて、ネットワーク型の人材育成を着実に進め

てきた。また、国際協力についてもアジア諸国との間

で栄養調査、栄養改善及び健康づくり等に関する共同

研究の中心的な役割を果たすよう取り組んでいる。ま

ず、平成 22 年 4 月に WHO 研究協力センターの正式

申請を行うとともに、平成 23 年 1 月には WHO の

GEMS/Food プログラム協力機関の正式認定を受け、

食品安全分野の国際貢献として食品摂取量に関するデ

ータを提出した。また、「IUNS（国際栄養科学連合）

栄養学リーダーシップ育成国際ワークショップ」を日

本学術会議 IUNS 分科会および日本栄養改善学会、日

本栄養・食料学会と共同で開催し（平成 22 年 9 月 7
日～9 日）、さらに当ワークショップと連携して、第 4
回アジア栄養ネットワークシンポジウム「アジアにお

ける栄養教育：学校給食制度の取り組みについて」を

開催した。 
 
 

2.評価委員会 
(1)外部評価委員会 

 下記の 9 名の委員で構成される国立健康･栄養研究

所外部評価委員会については、平成 23 年 3 月 28 日

(月)に平成 22 年度業務実績事後評価及び第 3 期中期

計画事前評価を行った。 
【委 員】 

五十嵐脩 (神奈川工科大学教授)(委員長) 

伊藤 裕 (慶應義塾大学医学部教授) 

逢坂哲彌 (早稲田大学理工学術院教授) 

加藤則子 (国立保健医療科学院生涯保健部長) 

川島由起子 (聖マリアンナ医科大学病院栄養部長) 
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下光輝一  (東京医科大学主任教授) 

林  清 ((独)農業･食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所長) 

豊田正武 (実践女子大学教授) 

三保谷智子 (女子栄養大学出版部書籍編集長) 

(2)内部評価委員会 

 下記により構成される国立健康･栄養研究所内部研

究業務評価委員会については、平成 22 年 11 月 11 日

(木)にプログラム／センター中間報告会を、平成 23
年 3 月 28 日(月)には平成 22 年度事後評価を行った。 
【委 員】 
芝池伸彰 (理事) 

長谷川敏彦 (監事) 

阿部重一 (研究企画評価主幹) 

森田明美 (栄養疫学プログラムリーダー) 

田畑 泉 (健康増進プログラムリーダー) 

門脇 孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 

江崎 治 (基礎栄養プログラムリーダー) 

饗場直美 (栄養教育プログラムリーダー) 

石見佳子 (食品保健機能プログラムリーダー) 

梅垣敬三    (情報センター長) 

西 信雄    (国際産学センター長) 

 

 

3.研究所主催･共催セミナー 
(1)当研究所主催第 12 回一般公開セミナー 
主 題:生活習慣病を予防する食生活・身体活動－見

つけよう、あなたに合った健康づくり－ 
日 時: 平成 23 年 2 月 26 日(土) 

場 所: よみうりホール(東京都千代田区) 

主 催: 独立行政法人国立健康･栄養研究所 

後 援: 厚生労働省、文部科学省、消費者庁、東京都、

千代田区、国立保健医療科学院、独立行政法

人国立国際医療研究センター、独立行政法人

国民生活センター、社団法人日本医師会、社

団法人日本フィットネス協会、社団法人日本

栄養士会、財団法人健康･体力づくり事業財

団、特定非営利法人日本健康運動指導士会 
賛助企業: アサヒ飲料株式会社、大塚製薬株式会社、オ

ムロンヘルスケア株式会社、花王株式会社、

キッコーマン株式会社、協和発酵バイオ株式

会社、キリンホールディングス株式会社、第

一出版株式会社、株式会社ニチレイフーズ、

日清オイリオグループ株式会社、日本サプリ

メント株式会社、日本製粉株式会社、ネスレ

日本株式会社、富士産業株式会社、不二製油

株式会社、フジッコ株式会社、株式会社ヤク

ルト本社、株式会社山田養蜂場、株式会社リ

コム、株式会社ルネサンス 
プログラム: 
○研究所の活動報告(阿部重一) 
(基調講演)高血圧予防は減塩、節酒、肥満予防から 

（国立大学法人滋賀医科大学生活習慣病予防センター 

特任教授 上島弘嗣） 

(講演 1)国民健康・栄養調査の最近の結果から 

（西 信雄） 

(講演 2)健康づくりの基礎となる栄養-食事摂取基準-

（森田明美） 

(講演 3)身体活動と栄養をエネルギーから考える 

（髙田和子） 

コーディネーター：宮地元彦 

 

(2)当研究所主催専門家向けセミナー 

ア 調査実務編 
日時・場所：平成 22 年 9 月 22 日（水）（東京都） 

平成 22 年 10 月 18 日（月）（大阪府） 
プログラム： 
（講義 1）「身体状況調査等における標準化と精度管

理」 
（講義 2）「栄養摂取状況調査における標準化と精度管

理」 
（講義 3）「適切な食品番号の選択、調理による変化や

栄養素が強化されている食品の考え方につ

いて」 
（演習 1）模擬調査票を使った食事調査聞き取りのポ

イント 
（情報提供・演習 2）名簿や調査票記入及び確認のポ 

イント 
（質疑応答・意見交換） 
 
イ 「食事しらべ」編 
日時・場所：平成 22 年 10 月 5 日（火）午前・午後の

2 回開催（東京都） 
  平成 22 年 10 月 19 日（火）午前・午後

の 2 回開催（大阪府） 
プログラム： 
（講  義）「食事しらべ 2010」の使用方法に関する講義、演習  

 
 

4.意見交換会 

【関係団体】 

（1）独立行政法人国立がん研究センター 

  日時：平成 22 年 9 月 14 日（火） 

  議題：食事摂取基準の概要とその活用 

生活習慣病予防のための運動・身体活動 

健康食品の安全性・有効性情報 

（2）独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構食 

品総合研究所 

日時：平成 22 年 12 月 16 日（木） 

議題：平成２２年度国立健康・栄養研究所の動向に
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ついて 

平成２２年度食品総合研究所の動向について 

（3）独立行政法人国民生活センター 

日時：平成 23 年 2 月 1 日（火） 

議題：国立健康・栄養研究所における健康食品関連

の対応状況等について 

国民生活センターにおける健康食品関連の対 

応状況等について 

（4）社団法人日本栄養士会 

日時：平成 23 年 2 月 11 日（金） 

議題：平成２３年度以降の事業協力、連携に関して 

データベース運営の連携に関して 

国際的活動の連携に関して 

食事摂取基準データベースの活用と、今後の

研修のあり方 

（5）国立保健医療科学院 

日時：平成 23 年 2 月 21 日（月） 

議題：１年間の動向について 

国際協力の状況について 

（6）財団法人健康・体力づくり事業財団 

日時：平成 23 年 2 月 23 日（水） 

議題：財団法人健康・体力づくり事業財団の最近の

動向について 

独立行政法人国立健康・栄養研究所の最近の

動向について 

【行政機関】 

（1）消費者庁食品表示課 

日時：平成 23 年 1 月 19 日（水） 

議題：業務協力の内容について 

特別用途食品について 

収去試験の分析業務の取扱い及び許可試験の 

検査料の改定について 

栄養表示基準における栄養成分の分析方法の 

改訂について 

（2）厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室 

日時：平成 23 年 3 月 8 日（火） 

議題：次期中期目標、中期計画について 

健康づくりのための運動基準について 

日本人の食事摂取基準について 

国民健康・栄養調査について 

（3）厚生労働省医薬食品局食品安全部新開発食品保健

対策室 

日時：平成 23 年 3 月 8 日（火） 

議題：次期中期目標・中期計画について 

食品に関する研究業務及び情報収集の公開状

況について 

WHO GEMS/Food プログラムについて 

 

 

5.研究倫理審査委員会 
 研究倫理審査委員会の各部会において、以下の課題

について、研究計画の倫理的妥当性等を審査した。 
(1)ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会 

・申請なし 
(2)実験動物研究部会 

・機能性食品成分の併用摂取による有効性および健康

影響に及ぼす評価研究 
・視床下部腹内側核破壊動物の肥満病態に関する研究 
・熱産生における脳および消化管ペプチドの役割 
・睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構の研究 
・男性骨粗鬆症に対する大豆イソフラボン代謝産物の

作用とその作用機序の解明 
・アスリート女性の骨粗鬆症予防のための栄養生理学

的研究 
・筋萎縮発症機序の解明 
・運動による生活習慣病予防機序の解明 
・肝臓における脂質代謝・合成の制御による生活習慣

病予防法の開発 
・特定栄養素欠乏による脳血管障害への影響およびそ

のメカニズムの解明 
・健康食品素材に関する有効性と安全性の検討 
・血糖値を調節する新規転写因子の機能解析 
・肝臓、視床下部とマクロファージにおけるインスリ

ン受容体基質（Irs）の役割について 
・血管内皮細胞と膵β細胞における IRS-2 の役割につ

いて 
(3)疫学研究部会 

・学校における食育の取り組みと家庭への波及効果に

ついての研究 
・ヒューマンカロリメーターを用いた食事誘発性体熱

産生の評価  
・肥満を伴う糖尿病患者に於ける低炭水化物、又は低

脂肪食後のエネルギー基質選択性に関する研究 
・新型テレビゲームの健康増進効果に関する介入研究 

・大学生アスリートへの栄養・食教育のための食行動、

セルフエフィカシーの評価指標の検討 
・医療現場における医療従事者の健康食品に対する意

識調査 
・パプアニューギニアの都市と農村における母子の体

格と食事摂取状況の関連 
・要支援サービス利用者の２年間の家事動作遂行能力

の追跡調査 
・船内供食における栄養管理に関する研究（２） 
・在宅高齢者の食機能に合わせた食サービス提供のた

めの食機能実態調査 
・３次元加速度計による自転車活動の評価法の開発 
・高齢者施設での摂食・嚥下障害の判断とミールラウ
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ンズでの評価に関する研究 
・生体インピーダンス法（BIA）を用いた皮下脂肪厚

測定に関する精度評価試験 
・成人期の健康状態に及ぼす出生時体重と体力の影響 
 
【ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会委員名簿】 

芝池伸彰 (理事：委員長) 

稲葉 裕 (実践女子大学教授) 

後藤田貴也 (東京大学医学部附属病院助教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

阿部重一  (研究企画評価主幹) 

森田明美 (栄養疫学プログラムリーダー) 

門脇 孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 

江崎 治 (基礎栄養プログラムリーダー) 

【実験動物研究部会委員名簿】 
 江崎 治  (基礎栄養プログラムリーダー：委員長) 

大坂寿雅  (健康増進プログラム上級研究員) 

 窪田哲也  (臨床栄養プログラム栄養療法プロジ

ェクトリーダー) 

  永田純一  (食品保健機能プログラム食品分析プ

ロジェクトリーダー) 

【疫学研究部会委員名簿】 
 森田明美  (栄養疫学プログラムリーダー：委員長) 

 稲葉 裕  (実践女子大学教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

大前和幸  (慶應義塾大学教授) 

田中茂穂  (健康増進プログラムエネルギー代謝

プロジェクトリーダー) 

石見佳子  (食品保健機能プログラムリーダー) 

窪田哲也  (臨床栄養プログラム栄養療法プロジ

ェクトリーダー) 

饗場直美  (栄養教育プログラムリーダー) 

 

 

6.栄養情報担当者(ＮＲ)の養成 
(1)第７回栄養情報担当者認定試験 

 日 時: 平成 22 年 6 月 13 日(日) 

 場 所: 日本大学(東京都千代田区) 
     関西大学(大阪府大阪市北区) 

 受験者数: 1, 164 名 
  合格者数:   595 名 
(2)第８回栄養情報担当者認定試験受験資格確認試験 

 日 時: 平成 22 年 11 月 14 日(日) 

 場 所: 慶應義塾大学芝校舎(東京都港区) 
 関西大学(大阪府吹田市) 

 受験者数:215 名 
 合格者数:108 名 
(3)栄養情報担当者(ＮＲ)研修会の開催 

 大 坂 会 場: 平成 22 年 10 月  3 日(日) 

 東 京 会 場: 平成 22 年 1 0 月 2 3 日 (土 ) 

 福 岡 会 場: 平成 22 年 1 0 月 3 0 日 (土 ) 

 名 古 屋 会 場: 平成 22 年 11 月 20 日(土) 
 仙 台 会 場: 平成 22 年 11 月 27 日(土) 

 岡 山 会 場: 平成 22 年 12 月  4 日(土) 

 

7.連携大学院 
(1)国立大学法人お茶の水女子大学 
(2)東京農業大学大学院 
(3)女子栄養大学大学院 
(4)早稲田大学スポーツ科学学術院 
(5)名古屋市立大学大学院 
(6)福岡女子大学 
(7)東京農工大学 
 
 

8.他の研究機関等との連携 
(1)国民生活センター 
(2)宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 
(3)国立医薬品食品衛生研究所 
(4)国立極地研究所 
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Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 

栄養疫学プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

栄養疫学に関する基礎ならびに応用研究を行い、日本

人の食生活の多様化と健康への影響を明らかにするとと

もに、わが国の公衆栄養行政に不可欠な科学的根拠を提

供する。具体的には、国民健康･栄養調査の集計業務を

担当するとともに、結果の質の向上をめざした環境整備

や基礎研究を行う。また、食事摂取基準の改定において

必要とされる学術的資料を作成するとともに、そのため

の基礎研究を行う。 

 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

・当研究所の法定業務である国民健康・栄養調査の集計

業務を担当する。 
・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供

等の支援業務を行う。 
 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

・５年ごとに改定されている「日本人の食事摂取基準」

の策定に必要な栄養学的知見を系統的、かつ、網羅的

に収集、蓄積、解読し、策定の効率化と質の向上の一

助とする。 

・日本人の食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得る

ための、ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

・栄養素摂取量並びにその生体指標の収集を中心とした

疫学研究及び脂溶性ビタミン類とその代謝に関与する

栄養素に着目し、その必要量に関する基礎的研究を行

ない、日本人の食事摂取基準のための基礎的資料を作

成する。 

・新たな生体指標の確立を目指す。 

 

（３）構成メンバー 

 プログラムリーダー： 

森田明美 

 プロジェクトリーダー： 

西 信雄 （国民健康･栄養調査プロジェクト 

／併任） 

森田明美 （食事摂取基準プロジェクト／併任 

・～１月） 

     （生体指標プロジェクト／併任) 

笠岡（坪山）宜代 （食事摂取基準／併任・２ 

月～） 

 上級研究員： 

山内 淳 

 研究員： 

野末みほ 

猿倉薫子 

中出麻紀子 

坪田 恵 

 特別研究員： 

河嶋伸久 

東泉裕子 （～4月） 

 客員研究員： 

佐々木敏 （東京大学） 

山本祐司 （東京農業大学） 

由田克士 （大坂市立大学） 

 協力研究員： 

荒井裕介 （千葉県立保健医療大学） 

後藤麻貴 （国立国際医療研究センター） 
後藤 温 （国立国際医療研究センター） 

鈴木 望 （慶應義塾大学） 

 技術補助員： 

大野尚子、福羅由美、鈴木洋子、峯 恵美、 

近藤明子、後藤千春、紙 貴子（～12 月）、 

無川美波（7月～）、工藤廣枝（7月～）、 

関口真理子（～2月）  

 研修生： 

黒谷佳代（九州大学）（12 月） 

白鳥明日香（東京農業大学） 

小林さより（東京大学）（9月～） 

福元梓（東京大学）（3月～） 

    
２．年度計画 
ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

・国民健康･栄養調査の集計業務を担当する。 
・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供

等の支援業務を行う。 

 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

・昨年度に引き続き厚生労働省が実施する日本人の食事

摂取基準（2010 年版）策定後の情報提供・普及啓発に

協力する。 

・2005 年版策定時からの関係基礎資料をすべて収集・

分類整理し、データベースを構築する。今後の策定や

普及啓発事業においてもデータベースが十分活用され
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るよう、エビデンステーブルの作成、内容の検討を行

う。 

・食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得るためのヒ

トを対象とした栄養疫学研究を実施する。 

・地域在住高齢者および介護施設入所者の栄養摂取状況

とビタミン・ミネラル栄養状態を調査する。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

・栄養素摂取量ならびにその生体指標の収集を目的とし

た疫学研究を行なう。特に閉経後女性を対象に、ビタ

ミン K2 の骨代謝マーカー及びその他の生体指標に及

ぼす影響について試験を実施する。 

・新たな生体指標の確立を目指す。特にインスリン抵抗

性を早期に検出できるレチノール結合タンパク質

(RBP4)の生体指標としての可能性を探り、研究結果を

公表する。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．国民健康・栄養調査プロジェクト 

●平成 21 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 21 年国民健康・栄養調査について、基本集計表

一式を平成 22 年 7月 29 日に厚生労働省健康局総務課

生活習慣病対策室へ提出した。また、平成 21 年国民

健康・栄養調査の概要（速報値）は平成 22 年 12 月 7

日に厚生労働省より公表された。 

 なお、平成 21 年の調査概要については、過去の国

民健康・栄養調査（国民栄養調査）における成績を加

味した縦断的な評価が行われており、表面上には示さ

れていないが、客観的な評価ができるように、統計学

的な解析が施されている。 

●平成 22 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 22 年国民健康・栄養調査については、各自治体

からの調査票の提出を確認後､順次集計作業を開始・

継続している。 

●健康・栄養調査業務支援ソフトウエア「食事しらべ

（2009 年版）（確定版）」の改訂と普及 

・栄養摂取状況調査ならびに身体状況調査に対応したソ

フトウエア(「食事しらべ（2009 年版）」（確定版）)を

改訂し、食事しらべ（2010 年版）として普及を行った。

利用を希望する自治体に対して無償で配布した。 

●健康・栄養調査技術研修セミナーの開催 

・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を対象とした「健康・栄養調査技術研修セミナ

ー（調査実務編）」を当研究所(9 月 22 日)と大阪府豊

中市（10 月 18 日）において開催した。また、「健康・

栄養調査技術研修セミナー（食事しらべ編）」を東京

都千代田区（10 月 5 日）で 2 回、大阪市（10 月 19

日）、で 2 回開催した。以上 6 回のセミナーにおいて、

のべ 244 名の参加があった。 

●平成 22 年国民健康・栄養調査及び各自治体等が実施

する健康・栄養調査に関する情報提供 

・当研究所のホームページ上で平成 22 年国民健康・栄

養調査の適正な実施に資する情報（28 コンテンツ）を

提供した。今年度についても、過去に実施された国民

健康・栄養調査の際に問い合わせが多かった事項や誤

りが多かった点について、Q&A 方式の対応事例を追加

した。また、実際の調査主体となる保健所における調

査員の研修に用いる教材や具体的な練習問題について

も内容を追加・改訂し充実させた。 

・国民健康・栄養調査及び各自治体等が独自に実施する

健康・栄養調査等に関して、質問や依頼があった場合

は、個別に技術支援を行った。 

・栄養摂取状況調査の精度向上と標準化を主たる目的と

した「標準的図版ツール（2009 版）（確定版）」及び

「重量目安表（2009 年版）」を改訂し、利用希望のあ

った保健所担当者へ無償配布した。 

●厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室との連携 

・平成 22 年国民健康・栄養調査の企画、各種調査票の

設計、食品番号表・調査必携の作成並びに厚生労働省

が開催している担当者会議の内容等に関して、必要に

応じ生活習慣病対策室と連携し、適切な調査が実施さ

れるよう最大限の対応を行った。 

●その他関連する請負業務等 

・厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課からの受

託業務として、食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務を実施した。 

 

ｂ．食事摂取基準プロジェクト 

●日本人の食事摂取基準(2010 年版)策定・普及・啓発 

・「日本人の食事摂取基準」（2010 年版）策定後も引き続

き、厚生労働省、各機関への情報提供を行った。具体

的には、プロジェクト内に、日本人の食事摂取基準事

務局を設置し、所内外からの今後の策定のための新た

な資料の収集・提供に応じるとともに、各 WG メンバ

ーから今回の策定で使用した文献を収集した。 

・「日本人の食事摂取基準」（2010 年版）が、2010 年 4

月より施行されたことに合わせ、各自治体や栄養士会

等が開催した講習会等に計 27 回講師を派遣した。ま

た、当研究所主催により、「日本人の食事摂取基準の

活用と今後の展望」をテーマにした講演会を開催し、

約 400 名の参加があった。これらの普及啓発活動に必

要な資料等を作成し、ホームページに掲載した。 

・次期食事摂取基準策定に向けて、これまでに参考にさ

れた文献のデータベースの構築を継続中である。 

栄養素摂取状況と健康状態に関する栄養疫学研究 

・高齢者の栄養摂取状況および栄養摂取量が血中の微量

栄養素や身体状況に及ぼす影響を明らかにすることを

目的として、高齢者施設の入居者や在宅サービス利用

者を対象にした調査を継続中である。これまでに、提

供食の食品分析を行い、提供食に含まれるエネルギー

及び各栄養素量を明らかにした。 

・佐久総合病院人間ドックを中心とした介入研究および

コホート研究を実施した。肥満者の栄養教育・運動指

導による介入研究である「佐久肥満克服プログラム

（SCOP）」は、3 年間の介入プログラムを完了し、介入

後の追跡では体重の増加は見られたが、依然として介

入開始前よりも低い体重であり、介入効果の維持を確

認した。また、一般健診受診者を対象としたコホート

を構築中であり、3000 人の参加者を得て、メタボリッ

クシンドロームや糖尿病に関するリスクを検討中であ

る（健康増進および栄養教育プログラムとの共同研

究）。 
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・地域在宅高齢者を対象とした検討からは、食事摂取量

が少ない「小食群」において、食事摂取基準の推定平

均必要量を満たさないもののリスクが上がることを明

らかにした。 

 

ｃ．生体指標プロジェクト 

●ビタミン K の栄養生理学的意義に関する研究 

・閉経後女性を対象としたビタミン K2 の骨代謝マーカ

ー及びその他の生体指標に及ぼす影響についての試験

を継続して実施した（食品保健機能プログラムとの共

同研究）。 

●生体指標の定量システム確立に関する研究 

・RIA 法による血中 25(OH)D の定量システムを用い、ヒ

トを対象とした栄養素及び食品成分の栄養生理学的意

義に関する研究で活用した。 

・β-カロテン開裂酵素である BCMO1 遺伝子発現制御に

関する研究を行い、BCMO1 遺伝子発現が積極的に抑制

される現象を見出した。 

●新規生体指標の開発に関する研究 

・インスリン抵抗性の表現型を有する脂肪細胞において、

RBP4 遺伝子発現を促進する転写因子としてプロテアソ

ーム構成因子 PSMB1 を同定した。インスリン抵抗性に

なると PSMB1 の細胞質から核への移行が盛んに行なわ

れるようになることが判明し、これが RBP4 遺伝子の

転写活性化の要因であることを明らかにした。またこ

の成果を論文、学会発表および総説として公表した。 
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健康増進プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

健康増進プログラムは、（独）国立健康・栄養研究所

中期計画に示された生活習慣病予防のための運動と食事

の併用効果に関する研究を行う。 

厚生労働省が 5 年ごとに行っている「健康づくりのた

めの運動基準」と「健康づくりのための運動指針(エク

ササイズガイド)」及び「日本人の食事摂取基準」の改

定作業に積極的に関与すると同時に、それらの改定のた

めの科学的根拠の提示を行う。 

また、エクササイズガイド達成のための積極的な休養

法についての研究を行う。 

さらに、身体活動・運動量の増加によるメタボリック

シンドローム、生活習慣病の予防等に関する科学的根拠

を明らかにするための研究を行う。 

 

（２）プロジェクトの概要 

ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

厚生労働省の「健康づくりのための運動基準」や「健

康づくりのための運動指針（エクササイズガイド）」策

定及びその普及・啓発に資する研究・調査並びに、それ

らを活用した生活習慣病予防の方策に関する以下の研

究・調査を実施する。 

・「健康づくりのための運動基準 2006」に示された生活

習慣病予防のために必要な身体活動量・運動量・体力

の基準の妥当性を検討するための大規模無作為割付介

入研究を行う。 

・安全で効果的な生活習慣病予防と介護予防のための筋

力トレーニング法に関する研究を行う 

・健康づくりのための運動基準ならびに運動指針作成の

ための文献収集並びに検討を行う。 

 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」における推定

エネルギー必要量、および「健康づくりのための運動基

準」と「健康づくりのための運動指針(エクササイズガイ

ド)」における身体活動量･運動量の把握に資する研究と

して、以下の調査･研究を行う。 
・エネルギー消費量の推定法、および身体活動・運動の

定量化の方法を開発する。 
・身体活動レベルに寄与する活動強度や活動内容を対象

特性別に明らかにする。 
・身体活動がエネルギー代謝や基質代謝に及ぼす影響を

明らかにする。 
 

ｃ．休養プロジェクト 

「健康づくりのための運動指針 2006(エクササイズガイ

ド 2006)」で示された身体活動量及び運動量の達成を可

能とするために、適切な休養の取り方に関する以下の研

究を行う。 

・休養の必要性また回復をみる目的で、身体疲労と精神

疲労の定量化に関する研究を行う。 

・休養に重要である睡眠に関する研究を行う。 

 

（３）構成メンバー 

 プログラムリーダー： 

   田畑 泉 
 プロジェクトリーダー： 

宮地元彦 （運動ガイドラインプロジェクト） 

田中茂穂 （エネルギー代謝プロジェクト） 
田畑 泉 （休養プロジェクト／併任） 

 上級研究員： 

髙田和子 
   熊江 隆 

大坂寿雅 
特別研究員： 

   村上晴香 （運動ガイドラインプロジェクト） 
朴 鍾薫 （エネルギー代謝プロジェクト） 

 流動研究員： 

田中憲子 （日本学術振興会特別研究員） 
大河原一憲（日本学術振興会特別研究員） 

客員研究員： 

   木村靖夫 （佐賀大学） 
   川中健太郎（新潟医療福祉大学） 
   寺田 新 （早稲田大学） 

真田樹義 （立命館大学） 
   山元健太 （北テキサス大学） 
   家光素行 （環太平洋大学） 
   福 典之 （東京都老人医療センター） 
   谷本道哉 （順天堂大学） 

二見 順 （東日本国際大学） 
田中千晶 （桜美林大学） 
引原有輝 （千葉工業大学） 
緑川泰史 （桜美林大学） 
大島秀武 （オムロンヘルスケア株式会社） 

 協力研究員： 

   曹 振波 （早稲田大学）（平成 21 年 10 月 1 日

より） 

安田 剛 （株式会社ティップネス） 
河野 寛 （早稲田大学） 

   片山利恵 （NPO 法人健康早稲田の杜） 
   高山光尚 （日本事務機）    
   島田美恵子（千葉県立保健医療大学） 

別所京子 （聖徳大学） 
鈴木洋子 （株式会社ウェル・ビーイング） 

上野（目加田）優子（東京栄養食糧専門学校） 
技術補助員： 

佐々木梓、吉池秀之、塙 智史、田中憲子、丸藤

祐子、川上諒子、広佐古愛湖、林美由紀、小暮寛

子、三宅理江子、安藤貴史、仲立貴、小林澄誉子、

坂田晶子、東 保子（平静 23 年 1 月まで）、山本

久子、吉田美代子、鈴木明子、魚住佳代、吉田明

日美 

 研修生： 
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古泉佳代（横浜国立大学） 
川上恵（昭和女子大学） 
梅田由希（横浜国立大学） 
田中祥子 
 

２．年度計画 
ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

・生活習慣病発症に関する大規模前向き研究に関してコ

ホートを構築し，ベースラインデータの分析を行うと

ともに、介入を開始し、その効果を検討する。 

・介護予防と動脈硬化予防を両立させる筋力トレーニン

グして効果的実施方法を検討する。 

・運動指導者がエビデンスに基づいた身体活動･運動指

導を行うためならびにエクササイズガイドの改定を目

指して、研究論文データベースに新しい論文を追加し、

一層の充実を図る。 

・特定健診・保健指導における、肥満・メタボリックシ

ンドローム改善のための身体活動･運動保健指導効果

を検証する。 

ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

・成人および子どもにおいて、身体活動レベルや総エネ

ルギー消費量の変動要因（行動の種類や活動強度の分

布など）を特定する。それに基づき、質問紙や歩数を

用いた、1 日当たりの身体活動レベルおよび総エネル

ギー消費量の推定法を確立する。また、様々な対象特

性をもつ集団（職業、運動習慣、生活地域、年齢な

ど）において、既存の方法および新たに開発した推定

法の妥当性を検討する。 

・子ども（特に、幼児および小学生）において、代表的

な活動の強度（メッツ値）の標準値を再検討するとと

もに、加速度計を用いて客観的に評価する方法を確立

する。 
・二重標識水法の結果に基づいた身体活動レベルと肥満

との関係について検討する。 
 
ｃ．休養プロジェクト 

・長距離選手等の運動選手を被験者とし、合宿等におけ

る継続的な肉体的負荷による身体疲労の変動を血清生

化学検査及び非特異的免疫能で明らかとする。 

・生理周期による睡眠への影響を心拍スペクトル解析に

よる睡眠時心臓自律神経バランスの変動により客観的

に評価し、休養の指標として検討する。 

・独自に開発した血清及び唾液の総抗酸化能の測定法を

用い、身体疲労の発生が充分に疑われる状況にある競

技選手等を被験者とし、休養の新しい客観的指標とし

ての総抗酸化能の有用性を検討する。 

・実験動物を用い、エネルギー代謝調節および肥満制御

の脳機構を明らかにする。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．運動ガイドラインプロジェクト 

・運動基準 2006 で示された身体活動量、運動量、体力

の基準値の妥当性について検討するための大規模無作

為割付け介入研究について、本年度は、12 月末日現在

までで 915 名を活動群、身体活動介入群、非活動対照

群の 3 群に割り付け、身体活動介入群に対し三次元加

速度計を用いた身体活動改善指導を実施した。 

ベースライン測定結果を横断的に分析すると、中強

度以上の身体活動量や体力の一要素である全身持久力

（最大酸素摂取量）が運動基準 2006 で示された基準値

よりも低い者は高い者と比較して、動脈スティフネス、

血圧、体重、腹囲、血糖値、左心室壁厚などほぼ全て

の生活習慣病危険因子が高いことが示された。また、

3 メッツ未満の低強度活動が高齢者の動脈スティフネ

スや糖代謝に関連すること、全身持久力の高い高齢者

は粥状動脈硬化の代替指標である頸動脈内膜中膜複合

体厚が薄いことを明らかにした。また、遺伝子多型の

解析により、体力と MTHFR や PPARγ２の遺伝子多型と

が生活習慣病リスクに及ぼす相互作用を明らかにした。 

１年間の介入期間が終了した 614 名の分析結果では、

身体活動介入群の歩数ならびに 3 メッツ以上の強度の

身体活動の量の増加が、非介入群よりも有意に大きく、

その平均値は運動基準で定められた 23 メッツ・時を

超えた。現状では、生活習慣病リスクファクターの変

化に有意差は認められなかった。 

・高齢者の介護や虚弱予防のための運動方法を検討する

ために、システマティックレビューを実施した。高齢

者に対する虚弱改善や介護予防において最も重要と考

えたアウトカムである ADL、IADL を、運動介入によっ

て改善させるか否かという視点では、効果を肯定的に

示した文献数が少なく、一定の知見を得ることは困難

と考えられた。しかし、代理アウトカムでは、複合的

な運動トレーニングにより転倒を減少させ得ること、

十分な強度の筋力トレーニングであれば骨格筋量を増

加さ得ること、特定の種目でなくとも十分な強度・頻

度の運動介入により高齢者の膝痛の軽減が期待できる

こと、が示唆された。 

・健康･体力づくり事業財団と協力して作成した健康運

動指導士がエビデンスに基づいた身体活動･運動指導

を行うための研究論文データベースに、50 本の論文を

新規追加した。 

エクササイズガイドの改訂に資するために、環境と身

体活動の関係に関する研究のシステマティックレビュ

ーを実施し、地理的、インフラ的、社会的といった３

つの環境要因が身体活動の多寡に関連することが明ら

かとなった。 

・肥満克服プログラムにおける無作為割付交差比較研究

の身体活動量評価ならびに身体活動･運動介入を受け

た 235 名の参加者の約 12％が、1 年間の介入期間中に、

運動中止には至らない程度であるが、脚や腰の痛みを

訴えた。 

コンピュータゲーム制作会社との共同研究として、身

体活動・運動を伴うコンピュータゲームによる減量効

果を無作為割付介入研究で検証したところ、1 ヶ月の

活動的なテレビゲームの実施により、体重 1.7kg 腹囲

2.0cm の有意な減量効果が明らかとなった。 

肥満や糖尿病リスク因子抽出のための人間ドックにお

ける大規模コホート研究において、平成 22 年 12 月の

時点で約 2000 名の活動量計を用いた身体活動量の測

定を終了した。 
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ｂ．エネルギー代謝プロジェクト 

・身体活動量の低い対象のデータの収集のために、運動

習慣のない事務職に従事する男性 22 名（都心部 11 名、

地方 11 名）について、基礎代謝量の実測とあわせて、

二重標識水（DLW）法により総エネルギー消費量を測

定した。これまで収集した他職種のデータと合わせ、

職業及び運動習慣と身体活動レベルの関係を検討した。

また、2 つの中学校において、中学生を対象とした測

定も実施した。 
・成人において、質問紙法（JALSPAQ）や活動記録法か

ら総エネルギー消費量や身体活動レベルを推定すると、

総エネルギー消費量の実測値とは比較的強い相関がみ

られたが、身体活動レベルの推定には限界があった。

いずれの方法でも、中強度程度の活動時間が身体活動

レベルと関連を示した。 
・自立した健常高齢者 76 名、歩行可能な要支援・要介

護高齢者 41 名を対象に、基礎代謝量とインピーダン

スによる体脂肪率を測定した。体重 1kg あたりの基礎

代謝量は男性の自立者では 19.2±2.7kcal/kg/day、男

性の要支援・介護者では 18.6±3.3kcal/kg/day、女性

の自立者では 19.2±3.0kcal/kg/day、要支援・介護者

では 18.4±3.1kcal/kg/day であり、要支援、要介護

高齢者でやや低い傾向にあった。 
・健常高齢者と歩行可能な要支援・要介護高齢者を対象

に、加速度計による 3 段階の速度での歩行時のエネル

ギー消費量推定の誤差について明らかにした。また、

39 名の幼児を対象に、加速度計を装着した上で様々な

活動における活動強度の値が得られた。 
・成人男性 86 名を対象に、体格・身体組成と DLW 法で

評価した身体活動レベルの関係を検討し、その結果、

身体活動レベルの 1 標準偏差（0.33）の増加により、

体脂肪率が 25％以上であるオッズ比は 0.558 と小さく

なった。小学生でも、加速度計で評価した中高強度活

動時間と肥満に関連がみられたが、幼児では、やせで

中高強度活動時間が短い傾向がみられた。 
・成人男女 66 名について、DLW 法で評価した身体活動レ

ベルと加速度計で評価したエクササイズ（メッツ・

時）/週を比較した。三軸加速度計で評価したエクサ

サイズ/週は身体活動レベルと有意な相関がみられた

が、その関係は機器により差があり、さらに検討が必

要と考えられた。また、より大人数の集団において、

男性より女性、若年者より高齢者で、歩行以外の活動

のエクササイズへの寄与が大きいこと、職種によって

も関係が異なることが明らかとなった。 
ｃ．休養プロジェクト 

・女子大生を対象に心理状況と血中逸脱酵素活性を６ヶ

月間調査し、精神的に良い状況と血中逸脱酵素活性が

基準範囲内に収まる程度の低強度で無意識的な身体活

動の増加に関連がある可能性を見出した。 

・大学陸上競技部所属の男子長距離選手を被験者とし、

非特異的免疫として重要な好中球からの活性酸素種の

産生を化学発光法で測定し、異物認識から最大発光量

に至る時間と考えられる最大発光時間が心理状態をみ

る Profile of mood state (POMS)の疲労と正相関し、

疲れを訴える状態では非特異的免疫が低下する事を明

らかとした。 

・大学生の短距離選手を被験者とし、生活環境の違いが

５日間の強化合宿による心理状態と血清生化学検査の

変動に及ぼす影響を検討した。心理状態は合宿前の方

が悪く、自宅より通っている学生の方が強化合宿によ

る心理的な影響を受けにくく、低学年の寮生で変動が

大きかった。 

・成人男性５名と成人女性２名を被験者とし、睡眠時

間・環境を一定とした場合の心拍スペクトル解析によ

る睡眠時心臓自律神経バランスの指標の再現性につい

て検討した。１週間の間隔をあけて２回（２夜）、睡

眠時の心拍を測定したが、卵胞期より黄体期へ移行し

たと推定される女性１名と睡眠時の平均心拍数が 50

拍／分を下回る男性 1 名を除いて、交感神経・副交感

神経活動の指標は再現性が良かった。 

・独自に開発した血清の総抗酸化能の測定法を用いて血

漿と唾液の総抗酸化能を測定し、血清の総抗酸化能と

の関連性に関して基礎的な検討を行った。血清と血漿

が得られた 132 名と血清と唾液が得られた 72 名のそ

れぞれで有意の相関関係が認められた。 

・低酸素刺激によって誘起される低体温反応に視床下部

の終板器官周囲部でのノルアドレナリンと一酸化窒素

が関与して、熱放散を促進することにより体温を低下

させる機構があることを見いだした。 

・マウスの視床下部腹内側核破壊により肥満および腹部

内臓の細胞増殖がおきる実験モデルを作成した。 
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臨床栄養プログラム 
 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

臨床栄養プログラムは、「重点調査研究に関する事

項」の「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果

に関する研究」に対応し、運動･身体活動による生活習

慣病の一次予防、食事と遺伝的因子の相互作用の解明並

びに運動と食事とによるテーラーメード予防法に関して、

ヒトを対象とした試験、動物や細胞等を用いた研究を行

う。近年、我が国において糖尿病患者は増加の一途をた

どり、罹患者数は約 890 万人を数えるに到っている。糖

尿病は高齢者における主要な疾患の１つであり、糖尿病

に肥満･高脂血症･高血圧が合併するメタボリックシンド

ロームは動脈硬化を促進し、心筋梗塞･脳卒中のリスク

増大を介して日本人の健康寿命を短縮する最大の原因と

なっている。糖尿病などの生活習慣病は、複数の遺伝因

子に加えて環境要因が組み合わさって発症する多因子病

であり、その 1 つ 1 つの因子は単独では生活習慣病を発

症させる効果は弱いが、複数の因子が組み合わさって生

活習慣病を発症させると考えられている。また近年の我

が国における糖尿病患者数の急増については、日本人が

欧米人に比べ、膵β細胞のインスリン分泌能が低い(遺

伝的素因)ために、高脂肪食などの食事内容の欧米化や

運動量の低下といった変化(生活習慣要因)による肥満･

インスリン抵抗性状態に対して、膵β細胞がこれを十分

に代償できないことがその一因と考えられている。この

ような生活習慣病の特性を踏まえて、本プログラムでは

糖尿病や動脈硬化症の発症･進展の遺伝的要因、環境要

因並びにその分子メカニズムを解明する。 

  
（２）プロジェクトの概要 

ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

生活習慣病を効果的に予防するためには、生活習慣病

の根本的な分子病態の解明とそれに立脚した生活習慣へ

の介入が必須である。現在急増している２型糖尿病は、

複数の遺伝因子に加えて環境要因が組み合わさって発症

する多因子病である。そこで本プロジェクトは、2 型糖

尿病を発症しやすくする遺伝子多型を同定し、その機能

が未知のものに対しては、動物モデルを用いて解析する。

また半定量食品摂取頻度調査に基づいた個々人の各栄養

素摂取量並びに身体活動量と、これまでに同定した 2 型

糖尿病を発症しやすくする遺伝子多型の組み合わせが、

肥満度や血糖値などの臨床指標にどのように影響を及ぼ

しているか、コホート集団を対象に調査・解析する。 
 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

近年の我が国における糖尿病患者数の急増については、

高脂肪食に代表される食習慣の欧米化や車の普及などに

よる運動不足といった生活習慣に基因する肥満・インス

リン抵抗性に対して、膵β細胞がこれを十分に代償でき

ないことがその一因と考えられている。そこで、本プロ

ジェクトでは高脂肪食負荷に伴うインスリン抵抗性と代

償性のインスリン分泌増加の分子メカニズムについてモ

デル動物を用いて詳細に検討する。 
 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

門脇 孝 

プロジェクトリーダー： 

窪田直人 （メタボリックシンドロームプロジェ

クト） 
窪田哲也 （栄養療法プロジェクト） 

   任期付研究員： 
    井上真理子（７月～） 

特別研究員： 

河合智子 (～12 月） 

客員研究員： 

門脇弘子 （東京家政学院大学大学院・家政学部

児童学科教授、保健管理センター所

長） 

野田光彦 （国立国際医療センター戸山病院糖尿

病・代謝症候群診療部長） 
原 一雄 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

協力研究員： 

眞鍋一郎 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

窪田直人 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

松下由実 （国立国際医療研究センター･国際保

健医療研究部国際疫学研究室長）  
流動研究員： 

高本偉碩 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

粟澤元晴 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

技術補助員： 

加藤美智子、本村寿子 

研修生： 

泉 和生 （財団法人国際協力医学研究振興財

団） 

加藤昌之 （財団法人国際協力医学研究振興財

団） 

勝山修行 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

小島敏弥 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

小畑淳史 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

浅野智子 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

 
 
２．年度計画 
ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 
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●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討と遺

伝素因の機能解析 

 高脂肪食は、肝臓や骨格筋の中性脂肪含量を増加させ、

肝臓や骨格筋のインスリンシグナルを様々な分子メカニ

ズムにより障害することで、インスリン抵抗性を惹起す

ると考えられる。我々はこれまでに、高脂肪食を負荷し

た生活習慣病モデル動物では、血管内皮細胞におけるイ

ンスリンシグナルが低下し、このことが骨格筋のインス

リン抵抗性に関与しているという興味深い知見を得てい

る。そこで本プロジェクトでは、血管内皮細胞のインス

リンシグナル、特にインスリン受容体基質(IRS)に着目

し、IRS をターゲットにした遺伝子操作動物を作出しそ

の解析を行うことで、血管内皮細胞におけるインスリン

シグナルが全身のインスリン抵抗性に果たす役割を検討

する。 

これまでに罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析、候補

遺伝子アプローチを組み合わせた統合的解析や Genome-

Wide Association Study (GWAS)によって PPARγ遺伝子、

アディポネクチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、AMPKα２サブ

ユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺伝子、HHEX

遺伝子、KCNQ1 遺伝子が、日本人における２型糖尿病感

受性遺伝子であることを明らかにした。しかしこれらの

遺伝子を含め今までに明らかにされた 2 型糖尿病感受性

遺伝子は、2 型糖尿病の発症の 25%しか説明することが

できない。そこで本年度は、さらに未知の 2 型糖尿病感

受性遺伝子を明らかにする。また糖尿病をはじめとする

生活習慣病は遺伝素因に環境因子の影響が組み合わさっ

て発症する多因子病であり、個々人の易罹患性を予測す

るためには、個々の遺伝素因と環境因子に加えて遺伝素

因・環境因子の相互作用を考慮に入れた解析を行いその

データに立脚した易罹患性予測式を構築する必要がある。

これまでアディポネクチン遺伝子多型は肥満者でより強

く血中アディポネクチン値に影響を与えていることを明

らかにしているが、本プロジェクトでは、これまでに明

らかにしたインスリン抵抗性やインスリン分泌、２型糖

尿病に関与する遺伝子多型、各栄養素摂取量、身体活動

量、それらの相互作用項を説明因子として、肥満度、血

糖値、糖尿病の有無などの従属変数をどのように説明し

うるかをロジスティック解析によって検討する。本年度

はコホートの対象者について PPARγ遺伝子、アディポネ

クチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、AMPKα２サブユニット遺

伝子、HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺伝子、HHEX 遺伝子に加

えて、平成 20 年度に明らかにした２型糖尿病感受性遺

伝子である KCNQ1 遺伝子のタイピングを行い、ロジステ

ィック解析によってインスリン抵抗性、２型糖尿病発症

に関与する遺伝素因と環境因子の組み合わせを抽出する。

さらに２型糖尿病を発症させやすくしていることが遺伝

子多型を利用した患者対照相関解析によって明らかにし

た遺伝子で、その機能が未知のものについては、遺伝子

欠損マウスの解析を行う。また、このマウスに高脂肪食

などの環境因子を負荷して表現型を解析し栄養と遺伝子

多型の相互作用について検討を行う。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．メタボリックシンドロームプロジェクト 

●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討と遺

伝素因の機能解析 

新規の 2 型糖尿病感受性遺伝子を同定するために、2

型糖尿病患者約 10978 人と対象者約 8514 人に対し GWAS

を行った。その結果、すでに報告されている KCNQ1, 

CDKAL1,CDKN2B, TCF7L2 などの遺伝子に加え、新たにＵ

ＢＥ2E2 遺伝子、C2CD4A/B 遺伝子が 2 型糖尿病感受性遺

伝子であることを明らかにした。特にＵＢＥ2E2 遺伝子

は、オッズ比が 1.21 で Population Attributable Risk 

(PAR)が 14.7 と KCNQ1 と同様に高く、日本人における寄

与度は高いと考えられる。さらに東アジア人(シンガポ

ール、香港、韓国)やヨーロッパ人(フランス、デンマー

ク)でもこれらの遺伝子が、2 型糖尿病感受性遺伝子であ

るかについて検討したところ、UBE2E2 は日本人や東アジ

ア人でのみ有意な 2 型糖尿病感受性遺伝子であったが、

C2CD4A/B は民族を超えて共通の 2 型糖尿病感受性遺伝子

であった。また UBE2E2 遺伝子は、 chromosome 3 

(3p24.2)に位置し、ユビキチン結合酵素 E2E2 をコード

し、ヒト膵臓やインスリンを分泌する培養細胞でも発現

が確認されている。さらにこのようなユビキチンープロ

テアソーム系は、正常なインスリンの生合成、分泌、シ

グナル伝達に重要な役割を果たすことが報告されている。

そこで UBE2E2 遺伝子とインスリン分泌能(HOMA-β)につ

いて検討したところ、UBE2E2 遺伝子のリスクアリル保有

者は、HOMA-βが低値であり、この遺伝子はインスリン

分泌能と関連することが明らかとなった。次にこれまで

に日本人で確認された 13 の 2 型糖尿病感受性遺伝子の

計 26 アリルについてリスクアリル保有数と 2 型糖尿病

発症リスクについて検討したところ、リスクアリル保有

数が増加するにつれて、糖尿病の発症リスクが増加する

ことが明らかとなった。今後は、これまでに明らかにし

てきた 2 型糖尿病感受性遺伝子を用いて、遺伝素因・環

境因子の相互作用を考慮に入れた解析を行い、そのデー

タに立脚した易罹患性予測式を用いて、各栄養素摂取量

と遺伝子多型の相互作用について検討する。 

 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

●糖尿病の研究（インスリン分泌を中心に） 

 欧米人と同様、日本人においても 2 型糖尿病感受性遺

伝子であると同定された TCF7L2 遺伝子は、欧米などの

解析から、インスリン分泌能の低下と関連していること

が報告され、これが糖尿病の発症要因であると考えられ

ている。しかしその機能については、全く不明である。

昨年度は、TCF7L2 の機能を膵β細胞で低下させた遺伝子

改変モデル動物を作製し、インスリン分泌に与える影響

について検討し、インスリン抵抗性は認めなかったが、

インスリン分泌低下に伴う耐糖能異常を呈していること

を明らかにした。本年度は、TCF7L2 の機能低下が膵β細

胞の機能や膵β細胞の増殖に対してどのような影響を及

ぼすのかについて検討する。 

また 2 型糖尿病感受性遺伝子のひとつで、その機能が

未知のものについて、遺伝子欠損マウスを作製し解析を

行い、当該遺伝子欠損マウスは、膵島の面積には差を認

めなかったが、グルコース刺激後の細胞内 Ca 濃度が有

意に低下し、その結果インスリン分泌が低下し耐糖能異

●メタボリックシンドロームの研究（インスリン抵抗

性を中心に） 
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常を呈していることを明らかにした。今後膵島のインス

リン含有量やグルコース応答性のインスリン分泌につい

て検討し、当該遺伝子のインスリン分泌における役割を

明らかにする。 

 

ｂ．栄養療法プロジェクト 

●糖尿病の研究 (インスリン分泌を中心に)  

欧米人と同様、日本人においても 2 型糖尿病感受性遺

伝子として同定された TCF7L2 の機能を膵β細胞特異的

に低下させたトランスジェニクマウスを作製し検討した。

このマウスにインスリン負荷試験、グルコース負荷試験

を行ったところ、インスリン抵抗性は認めなかったが、

インスリン分泌低下に伴う耐糖能異常を呈していた。ま

た TCF7L2 の SNP はインクレチン作用とも関連性がある

ことから、インクレチンである GLP-1 を用いてグルコー

ス負荷試験を行ったところ、コントロールマウスと同程

度まで改善しており、このマウスではインクレチンの効

果が保たれていることが明らかとなった。そこでインス

リン分泌低下のメカニズムを明らかにするために、膵β

細胞量について検討したところ、このマウスでは有意に

低下していた。それに一致して、インスリン含量も低下

していたが、グルコース応答性や GLP-1 に対するインス

リン分泌率はコントロールマウスより良好であり、膵β

細胞の機能は保たれていた。このことからこのマウスの

インスリン分泌低下の原因は膵β細胞量の低下によるも

のと考えられた。今後膵β細胞量の低下のメカニズムに

ついて検討する。 

●メタボリックシンドロームの研究 (インスリン抵抗

性を中心に) 

昨年度までに血管内皮特異的 IRS2 欠損(ETIRS2KO)マウ

スと高脂肪食誘導性肥満モデル動物(HFD マウス)を用いた

解析から、これらのマウスでは血管内皮細胞のインスリン刺激

後の Akt と eNOS 活性化が減弱し、その結果骨格筋の毛細

血管拡張能、間質へのインスリンの移行が低下し、インスリン

依存性の骨格筋の糖取り込みが障害するというメカニズムが

存在することを明らかにした。さらに eNOS の遺伝子発現を増

加する PGI2 アナログ を両マウスに投与すると、インスリン刺

激後の eNOS の活性化が改善し、ETIRS2KO マウスと HFD

マウスで認めた毛細血管拡張能と骨格筋間質のインスリン濃

度の低下は、コントロールマウスとほぼ同程度まで回復し、イ

ンスリン依存性の骨格筋の糖取り込みが改善することを明ら

かにした。本年度は血管内皮細胞におけるインスリンシグナ

ルの全貌を明らかにするために、もうひとつの重要なインスリ

ン受容体基質である IRS1 に着目し、血管内皮特異的 IRS1

欠損(ETIRS1KO)マウスを作製し解析した。このマウスでは、

血管内皮細胞におけるインスリン刺激後の Akt, eNOS のリン

酸化はコントロールマウスと同程度だった。また ETIRS1KO マ

ウスではインスリン抵抗性や耐糖能異常は認めなかった。実

際、グルコースクランプでも ETIRS1KO マウスでは、インスリン

依存性の骨格筋の糖取り込み障害を認めなかった。このこと

から、血管内皮細胞の IRS1 が欠損しても、IRS2 が十分代償

できうると考えられた。さらに血管内皮細胞の IRS1, IRS2 の役

割を明らかにするために、血管内皮特異的 IRS1/IRS2 ダブ

ル欠損(ETIRS1/2DKO)マウスを作製し解析した。このマウス

では血管内皮細胞におけるインスリン刺激後の Akt, eNOS

のリン酸化が完全に消失していた。次にこのマウスにグルコー

スクランプを施行したところ、骨格筋の糖取り込みが約半分低

下していた。このことから、血管内皮細胞のインスリンシグナ

ルは、インスリン依存性の骨格筋の糖取り込みの約半分程度

を説明しうると考えられた。さらに ETIRS2KO マウスと骨格筋

の糖取り込み の障害の程度 について検討 したところ、

ETIRS1/2DKO マウスでは ETIRS2KO マウスよりその程度は

重篤だった。このことから血管内皮細胞の IRS2 が低下したよ

うな状態では、十分ではないが IRS1 がそのシグナルを伝達

すると考えられた。今後ヒトにおいても PGI2 アナログが骨格筋

のインスリン抵抗性を改善することができるのかどうか検討す

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

18 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 59 号（2010）

栄養教育プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 
（１）プログラムの概要 

生涯を通じた健康づくりのための健康・栄養教育のあ

り方や環境整備について、食育･生活習慣病予防･栄養ケ

ア･マネジメント(食介護)の 3 プロジェクトで研究する。 

栄養教育（保健指導）や食育、食介護の実践現場で抱

える問題点を掘り起こし、より効果的な事業展開をする

ための方法論や評価法の開発を含める実践的研究を産官

学共同で取り組む。子供、成人、高齢者それぞれのライ

フステージにおける食生活および食習慣と健康に関する

問題を明らかにする。また、コホートを使った研究によ

って、生活習慣病等の疾患発症とそれら疾患の発症に関

連する種々の要因（環境要因、遺伝的要因）との関連性

を検討し、栄養教育、食育等の実施への基礎データを構

築し、テーラーメードヌトリションの確立を目指す。 

 
（２）プロジェクトの概要 

ａ．食育プロジェクト 

平成１７年に施行された「食育基本法」に基づいて、

多くの団体（国、地方自治体、地域ボランティア、生産

者、企業など）が積極的に展開している食育の実践活動

を支援する為の調査研究を行う。また、食育活動展開の

為の科学的基盤を得るためにフィールドでの調査研究を

実施すると共に食育の現状解析と評価法について研究す

る。特に、食育の効果的な展開につながる社会環境整備

のあり方について検討し、企業や地域との連携のあり方

について提案する。 
 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

成人期の生活習慣病予防のためのリスク因子抽出･介

入方法検討の基礎的基盤を築く。新規健診･保健指導に

寄与するため、メタボリックシンドローム予備群･有病

者群を減少させる効果的介入の科学的基盤を確立する。

肥満者を対象に運動および栄養教育による介入研究を実

施し、肥満や生活習慣病の発症にかかる様々な環境要因

（食事・生活習慣・社会環境等）や遺伝的要因を総合的

に検討し、効果的な栄養教育の方法や成果にかかる評価

指標について研究する。また、大規模コホートを設定し、

肥満や糖尿病などのリスク因子抽出のための縦断研究を

行い、肥満や糖尿病と遺伝的要因や食生活・運動習慣や

心理的要因との関連性について解析を行い、肥満や糖尿

病予防のための栄養教育法を確立する。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

高齢者の食環境を調査研究し、QOL を高く保つ方法を

研究する。摂食･嚥下困難を有する高齢者に対する食事

療法･栄養療法のあり方について問題の把握と対策を立

案する。異分野の専門家によるワークショップを開催し、

実行に向けて改善案を提言する。高齢者施設や在宅での

摂食・嚥下困難を伴う高齢者への栄養ケア・マネジメン

トの質的向上を目指して、わが国の高齢者の介護現場で

の食をめぐる問題点を抽出し、その改善策を検討する。

特に、食介護（食を通じた介護）を、食事を通じての全

人的ケア・マネジメントとして位置づけ、「最期まで口

から食べる幸せ」を維持できる食介護を目指して、産官

学共同で食介護のあり方について検討する。 

 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー： 

饗場直美 
プロジェクトリーダー： 

饗場直美（生活習慣病予防プロジェクト） 

Melissa Melby（食育プロジェクト・育休） 

手嶋登志子（栄養ケア･マネジメントプロジェクト） 

上級研究員： 

山田晃一 
客員研究員： 

渡邊昌（生命科学振興会） 

石渡尚子（跡見学園） 

協力研究員： 

山田五月（多摩小平保健所） 

技術補助員： 

竹沢純、内藤由梨、武田和歌子、丹羽美智子、 
浅野景子 

 
２．年度計画 
ａ．食育プロジェクト 

・食育に関係する文化的要素を把握するため、共通認識

分析(Weller 2007)を行い、食育実践にかかる問題に

ついて、食育に対する専門家と一般の人との間の認識

の乖離や共通認識を明らかにする。 

・現在最も朝食欠食率の高い若年成人における朝食欠食

に関する要因を解析するため、親子を対象としたアン

ケート調査を実施する。大学生とその親に対して食生

活や食習慣、食嗜好についての調査を実施する。特に

幼児期の親の子どもへの食態度や食意識について調査

し、親の意識や食態度が子どもにどの様に伝播するの

か明らかにする。 

・DOHaD 仮説（バーカー仮説）を検証するため、母子健

康手帳を使って、妊娠期の母親の状況、胎児期の発育

状況から出生後 6 年間の母子の情報を収集し、胎児期、

出生期、乳児・幼児期の発育状況と学童期の健康状態

（肥満等）の関連性を明らかにし、健全な子供育成の

ための、母子健康のあり方について検討する。 

・学校における栄養教諭の食育の効果について評価し、

より効果的な栄養教育の在り方について検討する。 

・食育推進のための環境整備を目指して、食品産業と

の連携を図り、よりわかりやすい新たな栄養表示法

について検討する。 

 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

・大規模コホートを設定し、肥満および糖尿病のリスク

因子解析のためのデータ収集とデータベース作成を行

う。特に、肥満および糖尿病の素因としての遺伝子の
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多型と食行動との関連性を明確にし、遺伝子要因を考

慮したより効果的な栄養教育の在り方について検討す

る。 

・特殊環境での生活習慣病予防のための栄養教育の在り

方や給食サービスの在り方について明らかにするため

に、南極越冬隊および長期航海船舶での食事提供の実

態と隊員（船員）の食事摂取や生活状況、健康状態に

ついての実態調査を行う。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

・高齢者施設における摂食機能判断尺度の策定のために、

全国の高齢者施設に対して、ミールラウンズにおける

食機能判断の実態調査を行う。 

・在宅高齢者の摂食機能、ADL について、食に関する問

題を抽出するために、在宅介護を受けている高齢者を

対象として、食機能の実態調査を実施し、在宅高齢者

の食介護の在り方を検討する。 

・食介護に関するワークショップを開催し、食介護の今

後の方向性について食介護に関わる専門家と食事提供

する企業と合同で検討する。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．食育プロジェクト 

食育に関する問題把握とその背景調査に関する準備を

行った。 

・Cultural Domains 調査による共通認識分析については

アンケート調査票およびフリーリストを作成し、１０

０人名のインタビューを実施し、一部解析を開始し、

子供のころに教わったしつけと大人になって守ってい

るしつけでは、性差や年齢差があることを明らかにし

た。 

・DOHaD 仮説を検証するため、現在の肥満の有無と出生

およびその後の体格・生活状況との関連について母子

手帳およびアンケート調査を行い、３０３家庭の調査

を終了し、データベースを作成した。 

・若年成人（２０歳代）の朝食欠食の要因を明らかにす

るために、親子を対象とした食意識・食態度、親の子

どもへの食育・食事提供態度（ＣＦＳＱ）などの項目

を含むアンケートを作成し、調査を実施した。現在約

1000 組を調査終了し、データベースの作成を行った。 

・学校栄養士及び栄養教諭による食育の効果を評価する

ための断面調査の準備を開始した。フィールドの設定

として全国７都道府県の小中学校５０校の保護者約

30000 人を対象として設定し、15000 名の調査および

データ入力を終了し、一部解析を行った結果、給食便

り等の接触頻度が高いほど、家庭での食生活への波及

効果が認められることを明らかにした。 

・全国食育推進大会に参加し、食育の啓発活動を行った。

本年度のテーマは「朝食欠食」「バランスのとれた食

事」とした。来ブース者は約１５００名であった。 

 

ｂ．生活習慣病予防プロジェクト 

・人間ドック受診者を対象とした大規模コホートを確立

し、肥満および生活習慣病のリスク因子解析のための

データ収集を開始した。現在のところ約 3000 名の登録

者と 2500 名のデータベースを収集した。また、肥満及

び糖尿病に遺伝子多型解析を開始し、遺伝子抽出を進

め、食行動を遺伝子多型の関連性について明らかにし、

論文として発表した。また、サブコホートを使って保

健指導後の長期フォローアップ調査結果を解析した結

果、男性と女性では、減量及び体重維持に対して食生

活および身体活動の行動変容や維持能力が異なってい

ることを明らかにした。 

・昨年度から継続して、２研究所と共同で（南極昭和基

地：国立極地研究所との共同研究、航海中船舶：航海

訓練所との共同研究）給食内容および摂食状況等につ

いての調査研究を行ない、食事提供でおける問題抽出

を行い、時期にむけて提言を行った。 

 

ｃ．栄養ケア・マネジメントプロジェクト 

・２００７年度に全国 6 ブロックで高齢者施設
を対象として実施した食介護に関するアンケ
ートの解析を進め、施設での食形態決定には
ミールラウンズが最も活用されていることを
明らかにした。本年度は、ミールラウンズに
おける標準尺度表を作成するための追跡調査
を、１６３３施設を対象に行い、現在データ
ベースを作成している。 

・在宅高齢者の食事支援のあり方を確立する為に、特別

養護老人施設と共同で、要支援・介護の５００名の在

宅高齢者の食生活実態調査を実施し、共食が高齢者の

食事の満足感に影響を及ぼしていることを明らかにし

た。 

・食介護に関するワークショップを開催し（約 200 名）、

食介護の今後の方向性について食介護に関わる専門家

と食事提供する企業と合同で検討した。 
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基礎栄養プログラム 
 
 
１．プログラム／プロジェクトの概要 ・脳出血予防のための食事療法の考案 

（１）プログラム（プロジェクト）の概要 脳卒中動物モデル(SHRSP)において、蛋白質（カゼイ

ン）の摂取増加は脳出血発症を遅らせる。アミノ酸組成、

ペプチド、蛋白に含まれる微量成分、及びアミノ酸代謝

産物のどれが原因か明らかにする。一方食事制限は慢性

炎症を抑え、脳卒中罹患を予防する可能性が示唆されて

いる。食事制限が慢性炎症を抑制する機序及びどのよう

な炎症シグナルが脳出血発症に影響をあたえるか明らか

にする。 

ａ．脂質・糖代謝プロジェクト 

マクロニュートリエント（脂質、炭水化物、蛋白質）

の過剰摂取、過少摂取によって生じる病態や疾病の発症

機序を分子レベルで解明し、その機序から疾病対応の食

事、運動療法を考案する。 

 

（２）構成メンバー 

プログラムリーダー：  

３．プロジェクトの進捗状況（成果）  江崎 治 

  プロジェクトリーダー： ａ. 脂質・糖代謝プロジェクト 

 三浦進司  （脂質・糖代謝プロジェクト） ・これまでに低強度運動中の脂肪酸酸化亢進に骨格筋の

LKB1 が関与することを明らかにしてきたが、今年度は日

常生活における身体活動のような弱い強度での運動中の

脂肪燃焼亢進には骨格筋 LKB1 は関与せず、ある一定強

度以上の運動時に必要であることを明らかにした。 

上級研究員: 

 山﨑聖美 

研究員: 

千葉 剛 

客員研究員: 運動時に骨格筋で発現が増加する転写共役因子 PGC-1α

はミトコンドリア量の増加を促進することが知られてい

る。今年度の研究で、アイソフォーム PGC-1α-b や PGC-

1α-c がβ2-アドレナリン受容体（AR）の活性化を介し

て運動強度依存的にその発現量を増加するのに対し、ア

イソフォーム PGC-1α-a はβ2-AR 活性化を介さずに、比

較的強い強度の運動時にのみ発現増加することを明らか

にし、運動強度により各 PGC-1αアイソフォームの発現

調節機序は異なることがわかった。 

亀井康富  （東京医科歯科大学） 

渡辺光博  （慶應義塾大学） 

高橋真由美 （お茶の水女子大学） 

技術補助員: 

甲斐裕子、岸本杏子、榊原圭代子 

宮澤未緒（4月～2月） 

研修生: 

 只石 幹  （東京農業大学） 

トレーニングを行うと骨格筋でのミトコンドリア量が

増加するが、この増加がエネルギー消費量にどのように

影響するのか、骨格筋でのミトコンドリア量増加が認め

られる PGC-1α-b 過剰発現マウスを用いて検討した。そ

の結果、骨格筋ミトコンドリア量増加によるエネルギー

消費亢進が、身体活動中にのみ認められ安静時では亢進

しないことが明らかになった。 

 

２．年度計画 
ａ．脂質・糖代謝プロジェクト 

・身体活動量増加による肥満/糖尿病予防機序の解明 

運動の急性効果：筋肉の脂肪燃焼機序が、安静時、非

常に弱い身体活動(NEAT)、弱い運動強度、強い運動強度

において同じかどうか明らかにする。 

 運動の慢性効果：定期的に運動を行う人は、運動を行わ

ない人に比べて同じ強さの運動をしても脂肪燃焼量が 

多くなり、エネルギー消費量も増加することが知られて

いる。定期的に運動を行った場合、脂肪燃焼量増加を生

じる機序について、骨格筋のβ2-adrenergic receptor, 

AMPK, LKB-1, PGC-1αなど脂肪燃焼に関わることが想定

されている分子の役割を動物実験により明らかにする。 

・昨年度、飽和脂肪酸摂取による脂肪肝の原因として、

脂肪肝発症の初期には、肝臓での PPARγ2 蛋白量の増加

が関与し、PPARγ2 蛋白量を減少させると脂肪肝が改善

することを示した。今年度は、大豆蛋白であるβ-コン

グリシニンをマウスに摂取させると、腸管での脂肪吸収

を阻害しないで PPARγ2 蛋白の発現を抑制し、飽和脂肪

酸摂取による脂肪肝を改善することを明らかにした。  

 ・肥満／脂肪肝発症原因別の食事療法の考案 

・脳卒中動物モデル(SHRSP)において、蛋白質（カゼ 飽和脂肪酸による脂肪肝、肥満の発症機序、その予防

法を中心に研究を行う。飽和脂肪酸摂取による脂肪肝の

原因として、脂肪肝発症の初期には、肝臓での PPARγ2

蛋白量の増加が関与していることを明らかにしてきた。

培養細胞中心に、PPARγ2 発現亢進機序、発現増加の阻

止方法、脂肪蓄積亢進機序を明らかにする。又、脂肪食

摂取後のキロミクロンの代謝変動が肝臓と脂肪組織での

蓄積にどのような影響をあたえるか動物モデルを用いて

明らかにする。 

イン）の摂取量増加は脳出血発症を遅らせる。今年度の 

研究で、植物性蛋白質（大豆）、卵白蛋白質、カゼイン 

に含まれるアミノ酸自体、及びアミノ酸代謝産物である

尿素は脳出血発症を遅らせないことを明らかにした。又、

動物性脂質（バター）の摂取も脳出血発症を遅らせなか

った。カゼイン（又は乳清蛋白質）に含まれるペプチド、

又は微量成分が脳出血発症を予防する可能性が示唆され

た。 
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食品保健機能プログラム 
 
 

1. プログラム／プロジェクトの概要 

（１）プログラムの概要 

 中期目標は、健康増進法に基づく業務、及び、「健康

食品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響

評価に関する調査研究を行う。 
○健康増進法に基づく業務 

・健康増進法第 27 条に基づき収去された特別用途食品、

栄養表示された食品の試験業務を的確かつ迅速に実施

する。 

・特別用途食品の許可に係る試験業務について、分析技

術が確立している食品成分の試験業務は、検体の受理

から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うことを目指す。 

・分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成分

等の新たな食品成分技術的対応については、他登録試

験機関での応用も可能な分析技術の規格化及び当該食

品成分の標準品の開発の実現を図る。 

○健康食品を対象とした食品成分の有効性及び健康影

響評価に関する調査研究 

・保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用実態等

の情報を収集･把握し、栄養表示及び健康表示の側面

から、健康影響について調査検討する。 
・栄養素以外の食品成分から広く健康影響を持つ食品素

材をスクリーニングして、癌抑制及び動脈硬化抑制効

果等、ヒトにおける有効性評価について細胞モデル及

び動物モデルを用いて検討する。 
 
（２）プロジェクトの概要 

ａ．食品分析プロジェクト 

・特別用途食品 (病者用食品、乳児用調製粉乳、えん下

困難者用食品、特定保健用食品など) 許可申請時の食

品成分分析を行う。 
・収去食品の分析を行う。 
・一般栄養成分及び特定保健用食品関与成分の分析方法

の改良を行う。 
・特定保健用食品の審査において、消費者庁に関与成分

分析法について専門的観点から情報を提供する。 
 
ｂ．補完成分プロジェクト 

・予防･治療が望まれる慢性疾患に対して栄養素以外の

食品成分から有効な成分を検索し、その有効性を評価

する。 
 
ｃ．食品機能プロジェクト 
・食品のもつ抗酸化能の生体影響を明らかにするため、

日常的に摂取している食品に着目して抗酸化力及び含

有抗酸化成分の測定に関する基礎的研究を行う。 
・ 食品の抗酸化能について、他機関と連携して統一的な

分析方法の確立を目指す。 
・栄養素及び非栄養素成分、特に構造脂質、脂溶性ビタ

ミン、ポリフェノール等について、その有効性と安全

性の評価を行う。 
 

（３）構成メンバー 

プログラムリーダー: 

石見佳子 
プロジェクトリーダー: 

石見佳子 （食品分析プロジェクト／～1 月） 
松本輝樹 （食品分析プロジェクト／2 月～） 
石見佳子 （補完成分プロジェクト） 
永田純一 （食品機能プロジェクト） 

研究員: 

松本輝樹 （～1 月） 
竹林 純 
山内 淳（併任） 

特別研究員: 

大瀧（東泉）裕子（リサーチレジデント） 
津田治敏（11 月～） 

客員研究員: 

  山田和彦 

  矢野友啓 

太田篤胤 
呉 堅 
王 新祥 
藤井康弘 

協力研究員: 

千葉大成 
前田剛希 

技術補助員: 

町野（中村）礼、鈴木春奈、谷中かおる、小板谷

典子、鴨下渚（～6 月）、石井真由美（6 月～12
月） 

研修生: 

西出依子 
 

２．年度計画 

ａ．食品分析プロジェクト 

・ 消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基づ

く試験業務を期間内に実施するとともに、そのヒアリ

ングに適切に対応する。 

・ 健康増進法第 27 条に基づき収去された特別用途食品

及び栄養表示がなされた食品の分析業務を期間内に実

施する。 

・ 特定保健用食品関与成分の分析法、標準品の妥当性等

を随時検討する。 

・ 栄養表示基準における栄養成分の分析法について、よ

り適切な分析手法の検討を行う。また、試験検査機器

の有効利用及び整備の充実を図る。 

・ 登録試験機関間の精度管理に関する試験を引き続き実

施する。 

・ 微生物定量法が主となっているビタミン類、特にナイ
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アシンの測定に関して、食品形態に対応した機器分析

法の導入を検討する。 

・ 食品の抗酸化力の測定を他施設と共に実施し、データ

ベースの充実を図る。また、抗酸化物質の摂取が、健

康に及ぼす影響について調査研究を行う。 

 
ｂ．補完成分プロジェクト 

・ 脂溶性ビタミンの有用性を分子レベルで明らかにする

ために、生活習慣病に関与すると考えられるシグナル

分子や転写因子の機能解析を行ない、脂溶性ビタミン

の作用機構を明らかにする。 

 
ｃ．食品機能プロジェクト 
・ 機能性食品あるいは素材の組合せによる有効性と健康

影響に及ぼす影響を検討する。       

・ 新規リン脂質の機能性及び新規機能性脂肪酸の有用性

と安全性に関する評価研究を行う。 

・ ポリフェノールを豊富に含む果実粉末の機能性の評価

を行う。 

 

３．進捗状況(成果) 

ａ．食品分析プロジェクト 

・22 年度での申請食品 7 検体（特定保健用食品 7 検体）

の分析を遅滞無く行った。消費者庁受託事業を遅滞無

く実施した。 

・ 消費者庁への特定保健用食品申請時の関与成分分析に

関わるヒアリングに出席するとともに、内閣府食品安

全委員会・新開発食品調査会の委員等として特定保健

用食品の許可に関わる審査に参画した（ヒアリング：

10 日/年、調査会・部会：計 4回/年）。 

・ 分析方法の資料及び標準品等の情報収集と分析法の見

直しを行った。 

・ 栄養表示基準における栄養成分の分析方法について、

各登録試験機関と協議を行い、分析法の改訂に向けた

取組みを行った。 

・ 登録試験機関間の分析精度管理体制の確立を目的とし、

食品中のビタミン B12、大豆イソフラボン、茶カテキ

ン、難消化性デキストリンの分析について、「健康食

品」を検体とした室間共同試験を実施し、分析方法の

妥当性を確認した。 

・ ビタミン D の分析に関して、公定法の改良を行い、室

間共同試験にて分析精度の向上および改良法の妥当性

を確認した。また、カラムスイッチング法を応用した

新規分析法についても検討した。 

・ 微生物定量法が主たる分析法となっているナイアシン

を対象に、HPLC にて乳児用調製粉乳を評価したところ、

適切な抽出溶媒を選択することによって、表示値通り

の試験結果が得られることが明らかとなった。 

・ 日本において一般的に食されている 23 種類の野菜お

よび 13 種類の果物の抗酸化力の測定を他施設と協力

して実施し、野菜・果物からの抗酸化物質一日摂取総

量を推算した。また、抗酸化物質を含有するいわゆる

健康食品（30 種類）の抗酸化力を測定し、ほとんどの

食品の抗酸化物質含有量は野菜・果物からの食経験の

範囲内であることを示した。 

 

ｂ．補完成分プロジェクト 

・閉経後女性を対象とし、脂溶性ビタミンであるビタミ

ン K2（MK‐4）の機能性を評価するための 1 年間の介

入試験を実施した。 

・ビタミン K の脂質代謝調節作用のメカニズムを検討す

るため、脂肪細胞の分化に対する影響を評価した。ビ

タミン K2（MK‐4）は、脂肪細胞の分化の指標及び脂

肪合成に関連する転写因子の発現を抑制する可能性が

示唆された。 

・大豆イソフラボンの代謝産物であるエクオールの骨及

び脂質代謝調節作用のメカニズムを解明するため、破

骨細胞の分化及び脂肪細胞の増殖と分化に対する影響

を評価した。 

 

ｃ．食品機能プロジェクト 
・機能性食品あるいは素材の組合せによる有効性と健康

影響に及ぼす影響について、体脂肪減少を示した食品

素材の骨代謝へ及ぼす影響を検討した。体脂肪の減少

と骨密度低下に正相関を観察し、成長期マウスにおけ

る体脂肪が骨代謝に影響を及ぼす可能性が示唆された。

現在、体脂肪が骨質や骨代謝に及ぼす影響をレプチン

欠損モデルである ob/ob マウスを用いて検討している。 

・機能性脂肪酸の有用性と安全性に関する研究において、

共役脂肪酸の in vitro 試験を実施した。その結果、

50μM 濃度以上の共役リノレン酸の添加により、3T3-

L1 細胞に対して細胞傷害性を示した。25μM のプニカ

酸と 10t, 12c-共役リノール酸（CLA）は脂肪蓄積抑制

効果を観察した。 

・ポリフェノールを豊富に含むターミナリア・ベリリカ

果実より抽出した粉末の機能性に着目し、体脂肪蓄積

や脂質、糖代謝に及ぼす影響を調べた。１％TB 食を摂

取したマウスの血中 TG および GOT 濃度が有意に低下

し、肝臓 TG、血糖値、TBARS 値、GPT 濃度が低下傾向

を示した。さらに糖負荷試験を行った結果、１％TB 食

を与えたラットでは空腹時血糖値の上昇を効果的に抑

制した。 
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情報センター 
 
 

卓 興鋼 （健康・栄養情報プロジェクト） １．センター／プロジェクトの概要 
廣田晃一 （IT 支援プロジェクト） 

（１）センターの概要 
上級研究員 

 情報センターは、当研究所の情報発信の中核として

の役割を担っており、健康と運動・栄養に関する研究所

内の成果、ならびに研究所外から公開されている関連

情報を収集・分析し、国民の健康づくりに役立つ情報と

してホームページやニュースレターを通じて発信する。

また、特定保健用食品（特保）や栄養機能食品といった

国の保健機能食品制度に関する基礎的情報、いわゆる

健康食品が関連した被害情報など、国の健康や食品・

栄養に係わる制度を効果的に普及させるための取り組

みを行う。 

笠岡（坪山）宜代（健康食品情報プロジェクト/1

月まで併任） 

客員研究員: 

橋本洋子 （秋草学園短期大学） 

梅國智子 （人間総合科学大学） 

江指隆年 （神奈川工科大学） 

久保和弘 （奈良文化女子短期大学） 

技術補助員: 

鈴木順子、佐藤陽子、佐藤聡子、中西朋子、横谷

馨倫、鈴木佳織、狩野照誉、瀧沢あす香、古池直

子、海老原美樹、佐藤美津代、細井俊克、針生和

典（～6月）、寺井尚子（～12 月） 

研修生: 
 

近藤 渚 （昭和女子大学） 
（２）プロジェクトの概要 清水かおり（昭和女子大学、8月～） 

甲斐 梢 （東京家政大学） ａ．健康食品情報プロジェクト 
齋藤 瞳 （東京家政大学）  健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未然

防止ならびに拡大防止を目的に、公正で科学的な健康食

品の情報を継続的に収集・蓄積し、幅広く公開する。情

報はホームページで一般公開し、ページアクセス数を

6,000 件/日以上維持できるようにする。また、社会的ニ

ーズの把握、消費者とのリスクコミュニケーションの一

つとして、現場の専門家、関係機関との連携が可能な新

たなシステムの構築を検討する。 

福島綾子 （東京家政大学） 

飯島聡美 （東京家政大学、11 月～） 

梅原茉莉 （東京家政大学、11 月～） 

原麻由子 （東京家政大学、11 月～） 

 

２．年度計画 

ａ．健康食品情報プロジェクト 
 ・「 健 康 食 品 」 の 安 全 性 ・ 有 効 性 情 報

（http://hfnet.nih.go.jp/）のサイトに、最新の食品成分等

の論文情報や健康食品が関連した健康被害情報を継続

的に蓄積してサイトを充実させる。 

ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

 所内の他のプログラムとの連携等により、これまでに

収集・蓄積してきた情報を、ホームページ等を通じて継

続発信するとともに、必要な情報の更新に努める。また、

国民の要望や意見、健康・栄養分野の専門家が必要とす

る情報を、各種セミナー・シンポジウム等の機会や情報

技術を用いて把握する。 

・消費者とのリスクコミュニケーションを図るため、

NR など現場の専門職の支援、ならびに他の組織や機

関との連携ができるシステム構築をさらに進める。 
・公開した特別用途食品・栄養療法エビデンス情報

（http://fosdu.nih.go.jp/）のサイトの内容を充実させ、現

場栄養士との連携・協力ができる体制を整える。 
 

ｃ．IT 支援プロジェクト 
・外部からの電話やメールの問い合わせについて適宜対

応する。 
 研究所の活動情報についてのデータベースや特許情報

他、研究所の対外的な総合情報発信の基盤として、イン

ターネットワーク、内部における研究活動の促進とデー

タの活用を促すためのイントラネットワーク、双方にま

たがる総合的なネットワークシステムの基盤整備を行う。 

 

ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

・「健康食品」等の機能性成分の健康影響に関する情報

を系統的に調査・収集し、系統的レビュー・メタ分析

による調査研究を行い、より質の高い科学的根拠を提

供する。 

 

（３）構成メンバー 

センター長： 
・科学的根拠に基づく健康・栄養情報を整理し、ホーム

ページ（機能性食品因子データベース）等にて継続的

に発信する。 

梅垣敬三  
プロジェクトリーダー: 

梅垣敬三 （健康食品情報プロジェクト/1 月ま

で併任) 
・機関誌「健康・栄養ニュース」の発行年 4 回,オープ

ンハウス、一般公開セミナーの実施を通して、研究所

の活動状況を積極的に紹介する。 
千葉 剛 （健康食品情報プロジェクト/2 月

～） 
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・機関誌「健康・栄養ニュース」年４回発行に努めた。

また、研究所内セミナー等の予定を調整した。 

・当研究所に必要な健康・栄養関連の図書等の情報を調

査し適宜整理する。 

・論文の系統的レビュー・メタ分析手法により、大豆成

分の骨代謝マーカー、血圧、閉経期女性の Hot 

flushes、血中 Homocysteine に対する影響を評価した。

また、ビタミン E、C、β-カロテン、セレン等の抗酸

化成分の健康影響を評価している。 

 

ｃ．IT 支援プロジェクト 

・外部からの意見・要望等を広く効率的に把握するため

のインターネットサイトの整備をさらに進め、収集さ

れた意見・要望等をすみやかに内部の業務に反映する

ためのイントラネット（周知用掲示板、メーリングリ

スト等)の整備を進める。 

・当研究所に必要な健康・栄養関連の図書等の情報を整

理し、文献の取り寄せ業務を行った。 

・機能性食品因子データベース（FFF データベース）の

維持管理、外部問合せへの対応を行った。現在トップ

ページへの訪問は毎月 4000 件推移し、ページ全体で

毎月約 46000 件のアクセスがある。また、継続的情報

発信のために、改修・更新等に努めた。 

・所内各プログラムにおける研究成果及び研究所内外の

関連情報を集約・加工し、ホームページ等を介して、

国民が適切な運動・食生活を実践できるような情報と

して提供する。また、これまで収集・蓄積してきた健

康・栄養情報の内容を適宜見直して充実させる。 
 ・ホームページ等を活用した諸規程、職員の公募等、必

要な情報開示を情報のセキュリティを確保しつつ実施

する。 

ｃ．IT 支援プロジェクト 

・外部からの電話やメールでの問い合わせの適切な対応

に努めた。メールによる問い合わせは、309 件であっ

た。 

・イントラネットの活用方法の検討を行う。 

 

・コミュニケーションチャンネル「健康・栄養フォーラ

ム」における外部からの問い合わせは、57 件であった。 
３．進捗状況（成果） 

ａ．健康食品情報プロジェクト 
・研究所の活動内容・成果等をメールニュースの形で

1,785 名の読者に 4 回配信した。またホームページに

おいて、研究所の最新情報を What'sNew の形 42 件掲

載した。 

・「『健康食品』の安全性･有効性情報」に関して、ニー

ズ把握及びデータベースへのデータ追加を行った。作成

した情報の内訳は、新規情報が約 220 件、更新・追記情

報が約 270 件である。登録会員への更新情報メールの配

信（毎月）、健康食品に関するメールや電話での問い合

わせ、新聞などの取材に適宜対応した。サイトへのアク

セス数は約 8,000 件/日であった。また、このデータベ

ースの現在の情報提供のあり方を再考するためのアンケ

ート調査を行い、現状を把握した。 

・マンスリーレポートのデータ登録数は、768 件であっ

た。 

・最新健康・栄養ニュース(むく鳥通信)へのデータ登録

数は、3,544 件であり、最新健康食品文献リスト

（EBIS）へのデータ登録数は 20,504 件であった。 

・8 月より最新健康・栄養ニュースのサイトデザインを

一新した。2 月より最新健康・栄養ニュースの日刊メ

ールマガジンの配信を試験的に開始した。 

・昨年度に新規公開した「特別用途食品・栄養療法エビ

デンス情報」データベースに適宜情報を追加した。追加

した情報の内訳は、新規情報が約 54 件、更新・追記情

報が 224 件である。サイトのアクセス数は、約 530 件/

日であった。 

・サイトの一日あたりの平均アクセス(ページビュー)数

は、HFNET を除く栄養研全体で平均 11,000 件/日、｢健

康・栄養フォーラム｣のみで、平均 4,000 件/日であっ

た。 ・妊婦を対象にサプリメント利用に関する実態調査を行

い、調査時に対象者から寄せられた質問に対し、ホーム

ページ上で情報提供するとともに、「妊娠中の食事とサ

プリメントについて－赤ちゃんとあなたのために－」と

題したパンフレットを作成した。 

・所内 LAN に新機能としてコミュニティサイトの試験運

用を継続中である。 

・新たなインターネット上の取組みとして、コミュニ

ティサイト『えいこみ』を立ち上げ試験運用中であ

る。 ・厚生労働省および日本医師会と協力し、「健康食品に

よる健康被害の未然防止と拡大防止に向けて」と題した

パンフレットした。また、一般消費者向けに健康食品の

基本を学ぶための動画コンテンツを作成した。 

・「健康づくりに向けた『食育』取組データベース」

サイトのデザインを一新した。 

・情報セキュリティ確保のために、セキュリティ用ハー

ドウェアのアップデートを月 1 回行い監視体制の強化

を継続するとともに、年 6 回のセキュリティ講習会

(感染研と共同開催)、年 2 回のセキュリティ監査(1 回

は感染と共同実施)を実施した。また｢セキュリティ対

策実施手順書｣の見直しを行った。 

・消費者センターに寄せられた健康食品の被害関連情報

の実態を解析した。 

 

ｂ．健康･栄養情報プロジェクト 

・平成 22 年 9 月 25 日（土曜日）にオープンハウス（研

究所一般公開）と創立 90 周年記念講演会を同時開催し

た（参加者は 282 名）。オープンハウスの内容は、食生

活診断、健康体力診断、骨密度測定、健康フィットネス

体験、所内見学ツアー、NR 協会の協力を得た健康食品相

談などである。 
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国際産学連携センター 
 
 

研究員: １． センター／プロジェクトの概要 
三好美紀 

（１）センターの概要 
客員研究員 

 国際産学連携センターは、当研究所の対外部門とし

て、アジア地域をはじめとする国際的な研究ネットワー

クの構築、海外との学術交流や若手外国人研究者の受

け入れ、大学や企業等との連携による研究開発、国際

シンポジウムやセミナーの開催など、当研究所が国内

外の関係機関等と連携して行うさまざまなプログラムの

調整役を担っている。 

溝上哲也((独)国立国際医療研究センター研究所) 

協力研究員 

南里明子((独)国立国際医療研究センター研究所) 

細川裕子（目白大学） 

桑木泰子（（株）ウェル・ビーイング） 

菊池有利子（ミネソタ大学、平成 23 年 2 月～） 

技術補助員: 
（２）プロジェクトの概要 當間奈月、角倉知子、マサハート由華、小原恭子、

植 朋子 Ａ．国際栄養プロジェクト 
研修生:  国際栄養プロジェクトは国際的な学術交流(招へい事

業、セミナー開催等)、情報提供及び国際機関との協力

を行う。具体的には、海外からの研修生の受け入れ

(「若手外国人研究者招へい事業」等)、国際シンポジウ

ムの開催、アジア各国との共同研究、ＷＨＯなど国際機

関への協力･連携、海外向け情報発信等を通じて、国際

的な研究ネットワーク構築を図ることを目指している。 

Hynju Jung(ソウル国立大学、～平成 22 年 8 月) 
  

２．年度計画 

Ａ．国際栄養プロジェクト 

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」で 2 名

（中国、マレーシア）の研究者を受け入れる。また、同

事業による過去の招へい研究者と受入研究者との共同研

究の推進に努める。「ＩＵＮＳ（国際栄養科学連合）栄

養学のリーダーシップ育成国際ワークショップ」および

「第４回アジア栄養ネットワークシンポジウム」を開催

し、アジアの栄養研究所とのネットワークづくりを進め

る。ＷＨＯ指定研究協力センターとして指定を受け、共

同研究、人材育成、情報発信等のアジア西太平洋地域へ

の協力活動を強化する。国際機関との連携を積極的に行

い、国際協力、支援を推進する。研究所の研究成果、わ

が国の栄養・運動施策上の重要なガイドライン等につい

て、適時、英語版ホームページを通じて情報発信を行う。 

Ｂ．生物統計プロジェクト 

 特定保健用食品等の有効性評価を目的としたヒト試験

デザインに関して、主として統計学的観点からの検討を

行う。メタボリックシンドローム等に関連する各種健

康・栄養指標に関して、国全体としての推移、また都道

府県地域差等を評価する手法の検討及び将来予測のため

シミュレーションを行う。 
Ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

 「対外部門」としての国際産学連携センターの中で、

講演会･セミナー等を通じた人材育成、栄養情報担当者

(ＮＲ)の学術的基盤づくり、行政部門との各種調整等を

行っている。 Ｂ．生物統計プロジェクト 
・ＮＲ業務(事務部業務課との連携) ・食品の機能性評価 
栄養情報担当者(ＮＲ)事業の学術面(試験、研修等)へ

の対応を行う。ＮＲ制度のあり方や研究所の関わりにつ

いて検討を行う。 

臨床試験のデザイン、結果の解析、メタ分析等を実施

する。 

・メタボリックシンドローム関連健康指標評価 
・セミナー業務 特に、腎機能の維持と低下予防に焦点を当て、地域住

民健診や人間ドックをベースとした長期縦断的データベ

ースを構築し、栄養疫学的な解析を実施する 

管理栄養士等の専門家を対象としたセミナーの企画･

運営、外部団体･機関と連携した各種人材育成プログラ

ムの企画等を、中長期的な視点から行う。研究の成果を

社会に還元するため、一般向けセミナーを開催する。社

会的ニーズを把握するため関連機関等と定期的な情報交

換の場を設け、社会的･行政ニーズを把握する。 

Ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

ＮＲの資格取得後のフォローアップ研修として、全国

5～6 カ所で研修会を実施する。ＮＲ制度の認知度向上、

職域拡大等を目的としてＮＲに関する情報収集、モニタ

リング調査等を行うとともに、他のアドバイザリースタ

ッフ養成団体等との連携を図る。一般向けの公開セミナ

ー(第 12 回)を、平成 23 年 2 月に東京で開催する。健

康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等他機関との

連携、およびニーズ把握のための意見交換会を年 6 回程

度開催する。 

（３）構成メンバー 

センター長: 

西 信雄 

プロジェクトリーダー: 

笠岡（坪山）宜代 

（国際栄養プロジェクト） 

水野正一 （生物統計プロジェクト） 

調整担当 上級研究員（併任）： 
笠岡（坪山）宜代 
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３．進捗状況（成果） 

Ａ．国際栄養プロジェクト 

・海外の研究機関との交流･共同研究および国際機関の

活動への対応 

栄養と肥満に関する共同研究をアジア太平洋地域（ベ

トナム、パプアニューギニア）の保健省および研究機関

等と各国の栄養問題を踏まえた共同研究を実施している。 

国際機関の活動への対応としては、本年度、WHO の

GEMS/Food Collaborating Institutions として正式認定

を受け、食品安全に関して食品摂取量把握の部分でデー

タを提出し国際貢献を行った。また、ＷＨＯ西太平洋地

域 に お け る "Nutrition, Physical Activity and 

Population Health"に関するＷＨＯ指定研究協力センタ

ーの設立に向けて正式申請を行った。ＷＨＯ担当官らと

の会談を実施し、アジア西太平洋地域において研究所と

しての貢献が期待されている内容を盛り込んだ。 

・海外からの訪問･研修受入 

本年度の「若手外国人研究者招へい事業」では、中国

より 1 名、マレーシアより 1 名の研究者を受け入れ、受

入研究者との共同研究を進めた。来年度の招へい研究者

2 名が決定しており、現在、受入および来日に係る準備

手続きを進めている。 

 また、他機関からの依頼による研修受入れとして、本

年度はＪＩＣＡより 1 件（ＪＩＣＡカウンターパート研

修（エチオピア）1 日）を受け入れ、講義を実施した。

海外からの視察訪問も随時、要請に応じて受け入れてお

り、本年度はマレーシア、タイ、オーストラリア等から

の研究者の訪問を受け入れ、意見交換を開催した。 

・国際シンポジウム･セミナー 

前年度より日本学術会議 IUNS 分科会および日本栄養

改善学会、日本栄養・食糧学会との連携のもとで準備を

進めていた「ＩＵＮＳ（国際栄養科学連合）栄養学のリ

ーダーシップ育成国際ワークショップ（平成 22 年 9 月

7-9 日開催）」を開催し、栄養分野（特に、食育、地域栄

養、機能性食品）の国際的リーダーの育成を推進した。

また、同ワークショップと連動して「第 4 回アジア栄養

ネットワークシンポジウム（平成 22 年 9 月 8 日開催）」

を開催し、「アジアにおける栄養教育：学校給食制度の

取り組みについて」をテーマとして、アジア各国の現状

および今後の方向性について議論を深めることができた。 

・広報･情報発信 

 英語版ホームページを通して、研究所の研究成果、栄

養行政の情報を発信している。研究所のニュースレター

「健康･栄養ニュース」(年 4 回発行)の英語版「Health 

and Nutrition News」を作成し、英語版ホームページに

掲載している。英語版ホームページに問い合わせ用メー

ルアドレスを掲載し、海外からの問い合わせに対応して

いる。 

Ｂ．生物統計プロジェクト 

食品の機能性評価のため、臨床試験のデザイン、結果

の解析、メタ分析等において、生物統計学サポートを行

った。また、現在、日本人男性では 50 人に 1 人、女性

では 100 人に 1 人程度が透析の生涯リスクを有し、メタ

ボリックシンドローム関連指標に加え腎機能の維持と低

下予防要因を、運動や食生活習慣のなかに見出す目的で、

長期継続健診受診記録をデータベース化し、栄養疫学的

に解析することを行っている。食事・栄養療法の臨床実

践データの再解析からは、低たんぱく食により、尿たん

ぱく量が減少し、ひいては腎機能維持に有利であること

が示唆されていた。一般地域健康診断受診者のデータべ

ース解析では、腎臓病既往者に eGFR 年低下が大きな対

象が見受けられること、糖尿病既往者では罹病機関が 20

年以上の対象にて eGFR 年低下の大きなことが見出され

た。たんぱく質摂取との解析では尿蛋白レベル (-)→

(+-) にて関連性が示唆された。 

Ｃ．ＮＲ・セミナー・社会ニーズ関係 

・ＮＲの養成・認定 

公平・公正な制度運用を期すために、外部有識者を加

えたＮＲ認定委員会を開催し、厳格な試験を実施した。 
平成 22 年度に実施した「第 7 回栄養情報担当者（Ｎ

Ｒ）認定試験」（平成 22 年 6 月 13 日実施）では、新た

に 595 名のＮＲ（受験者数 1,164 名、合格率 51.1％）が

誕生し、累計で 4,574 名にＮＲの資格を付与した（今年

度から受験資格を付与した、6 年生薬学部在住生の薬学

共用試験合格の資格で受験した者のうち、大学卒業の届

出により資格を付与する者は 114 名）。また「第 8 回資

格確認試験」（平成 22 年 11 月 14 日実施）では、受験者

数 215 名、合格者 108 名（合格率 50.2％）であった。 

養成講座については、平成 22 年度に新たに 3 講座を

指定し、全国における講座数は計 43 講座となった。 

・ＮＲ事業の学術面への対応 

 資格確認試験(第 8 回；平成 22 年 11 月)、ＮＲ認定試

験(第 7 回；平成 22 年 6 月、第 8 回；平成 23 年 6 月)の

問題作成に関わる進行管理を行った。過去問題のデータ

ベース化等を通じて、問題作成の効率化を図った。 

・ＮＲ研修会の開催 

 ＮＲのスキルアップの一環として、当研究所が主催す

るフォローアップ研修会を、全国 6 カ所(仙台、大阪、

名古屋、岡山、福岡、東京)で計 6 回開催、平成 21 年度

に引き続き他団体との相互単位認定を行った。 

・ＮＲ認定制度についての検討など 

平成 22 年に厚生労働省が行った省内事業仕分けの結

果を踏まえ、有資格者や資格取得希望者及び講座運営機

関（主に大学や専修学校）の対応に支障が生じないよう

配慮しつつ、国の通知によるアドバイザリースタッフの

取得事項を満たす科学的な水準の維持と中立・公正な制

度運営の確保が図れる第三者機関に事業の移管をするた

めの検討を進めている。 

引き続き健康食品管理士認定協会との協力関係を深め、

協会主催の研修会参加で認定更新に必要な単位を付与し

た。 

・社会ニーズ、意見交換会 

健康・栄養に関する機関（（独）国立がん研究センタ

ー、（独）農業・食品産業技術総合研究機構食品総合研

究所、（独）国民生活センター、（社）日本栄養士会、 

国立保健医療科学院、（財）健康・体力づくり事業財

団）との「意見交換会」を年６回実施した。また、消費

者庁食品表示部、厚生労働省医薬食品局食品安全部及び

健康局総務課生活習慣病対策室との間で、幹部レベルで

の意見交換会および実務者レベルでの情報及び意見交換
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会を行い、行政ニーズに適宜対応した業務体制を整える

とともに、次期中期計画に反映させた。 

・セミナー 

第 12 回一般向け公開セミナー(テーマ：生活習慣病を

予防する食生活・身体活動―見つけよう、あなたに合っ

た健康づくり―)を平成 23 年 2 月 26 日(土)に開催した。。 

また、栄養士・管理栄養士の研修や生涯教育のプログ

ラムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、それら

のプログラムの企画等への支援を行った。 
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るいわゆる健康食品の安全性・有効性に関する

研究, 平成22年度分担研究報告書, 厚生労働省

厚生科学研究, 食品の安心・安全確保推進研究

事業 

 49) 竹林純, 松本輝樹,卓興鋼, 坪田(宇津木)恵, 沖

智之, 後藤一寿: 抗酸化物質を含有するいわゆ

る健康食品の安全性・有効性に関する研究、平

成22年度 総括研究報告書, 厚生労働省厚生科学

研究費, 食品の安心・安全確保推進研究事業 

 50) 竹林純, 松本輝樹,卓興鋼, 坪田(宇津木)恵, 沖
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智之, 後藤一寿: 抗酸化物質を含有するいわゆ

る健康食品の安全性・有効性に関する研究, 平

成21～22年度総合研究報告書, 厚生労働省厚生

科学研究費, 食品の安心・安全確保推進研究事

業 

 51) 永田純一: 機能性食品の組み合わせ摂取による

有効性と安全性に関する研究, 平成22年度研究

実績報告書, 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（C） 

 52) 永田純一: 機能性食品の組み合わせ摂取による

有効性と安全性に関する研究, 平成20～平成22

年度研究実績報告書, 文部科学省科学研究費. 

基盤研究（C） 

 53) 梅垣敬三: 健康食品の情報提供システム体制の

構築と安全性確保に関する研究, 平成22年度総

括・分担研究報告書. 厚生労働省厚生科学研究

費, 食品の安心安全確保推進研究事業 

 54) 梅垣敬三: 健康食品事故に係る調査. 消費者庁

受託事業. 

 55) 水野正一: 創薬化を目指したglypican-3由来が

んペプチドワクチン療法のエビデンス創出のた

めの臨床試験, 平成22年度分担研究報告書, 厚

生労働省厚生科学研究費, 医療技術実用化総合

研究事業（臨床研究推進研究事業） 

 56) 西 信雄: 健康増進施策推進・評価のための健

康・栄養モニタリングシステムの構築, 平成22

年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生科学研究

費, 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合

研究事業 

 57) 西 信雄: 2010年国民健康栄養調査対象者の追

跡開始（NIPPON DATA2010）とNIPPON DATA80/90

の追跡継続に関する研究, 平成22年度分担研究

報告書, 厚生労働省厚生科学研究費, 循環器疾

患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

 58) 笠岡（坪山）宜代: 国際食品規格の策定プロセ

スに関する研究, 平成22年度分担研究報告書, 

厚生労働省厚生科学研究, 食品の安心・安全確

保推進研究事業 

 59) 三好美紀: 我が国の国際保健人材の栄養分野の

研究能力強化とベトナムにおける栄養士教育制

度に関する研究, 平成22年度分担研究報告書, 

厚生労働省厚生科学研究費, 国際医療研究委託

事業  

 

【国際学会等】 

a. 特別講演 

1) Tokudome S: Gastric Cancer: Epidemiology, 

Prevention and Control.The 5th General 

Assembly of Asian Pacific Organization for 

Cancer Prevention. 2010.04.03, Istanbul 

Turkey. 

2) Ishikawa-Takata K: Physical activity level 

and exercise guideline for youth in Japan. 

Nanjing International Conference on Youth 

Fitness and Health. 2010.10.29, Nanjing, 

China 

  3) Kadowaki T: Role of Adiponectin and 

Adiponectin Receptors in Metabolic Syndrome 

and Vascular Complications. ISN-Nexus Kyoto 

2010 Symposium. 2010.04.15, 京都 

  4) Kadowaki T: Molecular Mechanism of Type 2 

Diabetes. the Distinguished Lecture Series 

in the Division of Biological Sciences at 

the Harvard School of Public Health. 

2010.04.29, Boston, USA 

  5) Kadowaki T: Metabolic Syndrome (MetS) and 

the New National Health Check-up Program in 

Japan. 2010 Metabolic Syndrome Global Forum. 

2010.09.28, Seoul, Korea 

  6) Kadowaki T: Genetics and molecular 

mechanism of type2 diabetes. IDF WPR 2010 

Congress. 2010.10.19, Busan, Korea 

  7) Kadowaki T: Adipocyte Control of Insulin 

Action. IR 10-XI International Symposium on 

Insulin Receptor and Insulin Action. 

2010.10.28, Naples, Italy 

 

b. シンポジウム等 

  1) Tanaka S: Chamber studies in Japan - aims 

and methodologies. Obesity 2010 Conference: 

Calloriimetry Devellopments Meetiing 2010. 

2010.10.09, San Diego (USA) 

  2) Kadowaki T: Potential Role of Adiponectin 

and Adiponectin Receptors in Metabolic 

Fitness and Logevity. 61th Mosbacher 

Kolloquium “The Biology of Aging: 
Mechanisms and Intervention”. 2010.04.09, 
Mosbach, Germany 

  3) Kadowaki T: The molecular mechanism of 

adiponectin and its receptors in protection 

from cardio metabolic syndrome. ISHR2010. 

2010.05.16, 京都 

  4) Kadowaki T: Role of adiponectin receptor in 

obesity &#8211;linked disease. 11th 

International Congress of Obesity. 

2010.07.15, Stockholm, Sweden 

  5) Kadowaki T: Molecular mechanism and 

genetics of type 2 diabetes. 2010 年アジア

糖尿病フォーラム. 2010.08.11, 徳島 

  6) Kadowaki T: Adiponectin and AipoR1 regulate 

PGC-1 alpha and mitochondria by calcium and 

AMPK/SIRT1 . Symposium: Molecular and 

Physiological Aspects Diabetes Mellitus, 

Karolinska . 2010.09.25, Stockholm, Sweden 

  7) Kadowaki T: Role of LKB1/CaMKK-AMPK system 

in adiponectin signaling network. 2010 

FASEB Research Conference. 2010.10.06, 京都 

  8) Nishi N: The trend of salt intake and 

cardiovascular disease in Japan. China 

Heart Congress & International Heart Forum 

Beijing 2010. 2010.08.14, Beijing (China) 

  9) Nishi N: Japan: National Health and 
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Nutrition Survey. Conference on "2009 Korea 

National Health and Nutrition Examination 

Survey“. 2010.11.23, Seoul, Korea 
 10) Nishi N: National Health and Nutrition 

Survey. The Joint International Symposium: 

Nutrition in Women's Health. 2010.11.25, 

Seoul, Korea 

 

c. 一般講演等 

  1) Ohmori Y, Miyachi M, Aiba N, Morita A, 

Nakade M, Munakata T, Deura K, Hashimoto S, 

Watanabe S : The association between self-

image with eating behaviors and metabolic 

risk factors in middle aged older adults.. 

International Society for Behavioral 

Nutrition and Physical Activity . 

2010.06.11, Mineapolis, USA 

  2) Nakade M, Kanako Furuya, Junko Kawakami , 

Aiba N: Breakfast skipping in Japanese 

university students and their lifestyle, 

dietary intake, dietary awareness and 

mental distress. . International Society 

for Behavioral Nutrition and Physical 

Activity . 2010.06.12, Mineapolis, USA 

  3) Kawashima N, Morita A, Aiba N, Miyachi M, 

Watanabe S, for SCOP group: The adiponectin 

to leptin ratio is associated with the risk 

for metabolic syndrome in obese Japanese 

people. Saku Control Obesity Program(SCOP). 

The 11th International Congress on Obesity. 

2010.07.13, Stockholm 

  4) Morita A, Kawashima N, Ohmori Y, Watanabe S, 

Aiba N, Miyachi M, Sasaki S, Deura K, for 

SCOP group: Effects of intervention program 

for weight reduction. Saku Control Obesity 

Program(SCOP). The 11th International 

Congress on Obesity. 2010.07.13, Stockholm 

  5) T.Utsugi M, T Ohkubo, A Hara, M Kikuya, T 

Kondo, H Metoki, R Inoue, K Asayama, S 

Izumi, Y Imai: High green tea consumption 

is associated with lower risk of silent 

lacunar infarcts: The OHASAMA study. ESC 

congress. 2010.08.30, Stockholm 

  6) Gando Y, Kawano H, Yamamoto K, Murakami H, 

Ohmori Y, Kawakami R, Sanada K, Higuchi M, 

Tabata I, Miyachi M: High level of 

cardirorespiratory fitness is associated 

with reduced age-related carotid artery 

remodeling. American Society of 

Hypertension. 2010.05.01, New York-USA 

  7) Tanaka C, Hikihara Y, Ohkawara K, Tanaka S: 

Sedentary and moderate-to-vigorous physical 

activity evaluated by triaxial 

accelerometer and physical fitness in 

Japanese preschool children. 3rd 

International Congress on Physical Activity 

and Public Health. 2010.5.6, Toronto, 

Canada. 

  8) Naito Y, Ishikawa-Takata K, Tanaka S, Ebine 

N, Harada A, Arao T, Inoue S, Kitabatake Y, 

Tabata I. Validation of physical activity 

questionnaire for the Japan 

Arteriosclerosis Longitudinal Study 

(JALSPAQ) and its implication. 3rd 

International Congress on Physical Activity 

and Public Health. 2010.5.6, Toronto, 

Canada. 

   9) Ohkawara K, Ishikawa-Takata K, Park JH, 

Tabata I, Tanaka S. Significance of 

nonlocomotive activity for maintaining 

higher physical activity level in daily 

living: consideration from total step 

counts. 3rd International Congress on 

Physical Activity and Public Health. 

2010.5.7, Toronto, Canada. 

 10) Taguchi M, Ishikawa-Takata K, Tatsuta W, 

Katsuragi C, Sakamoto S, Higuchi M: The 

relation between resting energy expenditure 

and body size in Japanese female college 

athletes. Eurpean College of Sport Science 

15th Annual Congress. 2010.06.23, 

Antalya,Turkey 

 11) Tanaka C, Tanaka S: Contribution of non-

locomotive activity to habitual physical 

activity in Japanese workers. 11th 

International Congress on Obesity（ICO2010 

- Stockholm). 2010.07.13, Stockholm 

(Sweden) 

 12) Inoue S, Ohya Y, Odagiri Y, Takamiya T, 

Tanaka S, Shimomitsu T: Demographic and 

lifestyle characteristics of respondents to 

a mail-based accelerometer surveillance 

study. 11th International Congress of 

Behavioral Medicine. 2010.08.05, Washington, 

DC 

 13) Hikihara Y, Midorikawa T, Ota M, Sakamoto S, 

Tanaka S: The relation of physical activity 

to body composition in elementary school 

children. Obesity 2010, the 28th Annual 

Scientific Meeting of The Obesity Society. 

2010.10.09, San Diego (USA) 

 14) Tanaka C, Tanaka S: Physical activity 

evaluated by triaxial accelerometer and 

weight status in Japanese preschool 

children. Obesity 2010, the 28th Annual 

Scientific Meeting of The Obesity Society. 

2010.10.09, San Diego (USA) 

 15) Park JH, Ishikawa-Takata K, Tanaka S, 

Hikihara Y, Ohkawara K, Watanabe S, Miyachi 

M, Morita A, Aiba N, Tabata I: Relation of 

daily physical activities to obesity in 

free-living Japanese adults. Obesity 2010, 
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the 28th Annual Scientific Meeting of The 

Obesity Society. 2010.10.09, San Diego 

(USA) 

 16) Miura S, Kai Y, Tadaishi M, Ezaki O: LKB1 

activity in skeletal muscle is essential 

for an increase in fatty acid oxidation 

during low-intensity exercise.. 70th 

Scientific Sessions, American Diabetes 

Association.. 2010.06.26, Orland, Florida, 

USA 

 17) Chiba T, Ezaki O: Dietary Restriction 

Suppresses Inflammation and Delays the 

Onset of Stroke in Stroke-Prone 

Spontaneously Hypertensive Rats. 14th 

International SHR Symposium . 2010.09.24, 

Montreal, Canada 

 18) Ueno T, Fujii Y, Uchiyama S, Tousen Y, 

Ezaki J, Nishimuta M, Ishimi Y: Effect of 

natural S-equol on bone metabolism in equol 

non-producing postmenopausal japanese 

women: a pilot randomized placebo-

controlled trial. The North American 

Menopause Society 21th Annual Meeting. 

2010.10.07, Sheraton Chicago Hotle, Shicago, 

USA 

 19) Tousen Y, Ezaki J, Fujii Y, Ueno T, 

Nishimuta M, Ishimi Y: Equol Decreased Bone 

Resorption in Postmenopausal Japanese Women 

of Equol Non-Producer: a Pilot Randomized 

Placebo-Controlled Trial. American Society 

of Bone and Mineral Research (AEBMR) 2010 

Annual Meetin. 2010.10.16, Metro Toronto 

Convention Centre, Toronto, Canada 

 20) Tousen Y, Ezaki J, Fujii Y, Ueno T, Ueno S, 

Ishimi Y: Effects of an Equol Supplement on 

Bone Mineral Density in Postmenopausal 

Japanese Women. The 9th Inter National 

Symposium on the Role of Soy in Health 

Promotion and Chronic Disease Prevention 

and Treatment. 2010.10.19, Capital Hilton, 

Washington D.C, USA 

 21) Nagata J, Nakamura A, Ishimi Y: In vivo and 

in vitro studies on physiological functions 

of Ashitaba (Angelica Keiskei) and their 

extracts. Pacifichem 2010. 2010.12.19 

Hawaii, USA 

 22) Taku K, Lin N, Cai D, Hu J, Zhao X, Zhang Y, 

Wang P, Melby MK, Hooper L, Kurzer MS, 

Mizuno S, Ishimi Y, Watanabe S: EFFECTS OF 

SOY ISOFLAVONE EXTRACT SUPPLEMENTS ON BLOOD 

PRESSURE IN ADULT HUMANS: SYSTEMATIC REVIEW 

AND META-ANALYSIS OF RANDOMIZED PLACEBO-

CONTROLLED TRIALS. 78th European 

Atherosclerosis Society Congress (EAS); 

June 20-23, 2010.. 2010.06.22, Hamburg, 

Germany 

 23) Taku K, Melby MK, Mindy S. Kurzer, Mizuno S, 

Watanabe S, Ishimi Y: Effects of Soy 

Isoflavone Supplements on Bone Turnover 

Markers in Menopausal Women: Systematic 

Review and Metaanalysis of Randomized 

Controlled Trials. The American Society for 

Bone and Mineral Research (ASBMR) 2010 

Annual Meeting. October 15-19, 2010.. 

2010.10.15, Metro Toronto Convention 

Centre/South Building, Toronto, Ontario, 

Canada 

 24) Tsuboyama-Kasaoka N, Yu Hosokawa: 

Association of taurine synthesis pathway 

with fat cell size in mice. 11th 

International Congress on obesity. 2010.07, 

Sweden 

 25) Foo LH, Matsushita Y, Nishi N, Mizoue T: 

Impact of occupational job status on 

metabolic syndrome risk in working men in 

Kyushu, Japan. 42nd APACPH (Asia-Pacific 

Academic Consortium for Public Health) 

Conference. 2010.11.24, Bali, Indonesia 

 

【国内学会等】 

a. 特別講演 

  1) 森田明美: ライフステージ別の活用について. 

NPO法人日本栄養改善学会近畿支部 第５回市民

公開講座および研修会. 2010.06.27, 京都府京

都市 

  2) 宮地元彦: 動脈スティフネスと運動. 第６５回

日本体力医学会大会. 2010.09.16, 千葉商科大

学、市川市、千葉県 

  3) 門脇孝: 「グローバル化するわが国の糖尿病学

～伝統を未来へと受け継ぐ情熱」. 第53回日本

糖尿病学会年次学術集会. 2010.05.27, 岡山 

  4) 門脇孝: 肥満症治療の最先端と未来像. 第3回日

本肥満症治療学会学術集会. 2010.09.10, 東京 

  5) 門脇孝: わが国の糖尿病医療の現状と看護職へ

の期待. 第15回日本糖尿病教育・看護学会学術

集会. 2010.10.10, 東京 

  6) 門脇孝: 遺伝子操作動物を用いた糖尿病研究の

戦略. 「予防動物医学研究会」学術シンポジウ

ム. 2010.10.24, 東京 

  7) 門脇孝: 糖尿病の成因と病態に関する最近の知

見. 南條輝志男理事長・学長退職記念会. 

2010.11.07, 和歌山 

  8) 門脇孝: 日本人2型糖尿病の成因と治療戦略. 兵

庫医科大学病院糖尿病グループ設立10周年記念

講演会. 2010.11.13, 大阪 

  9) 門脇孝: 2型糖尿病の統合的治療戦略 Molecular 

Mechanism of obesity-linked insulin 

resistance and type2 diabetes . 第18回日本

血管生物医学会学術集会および第8回Korea-

Japan Joint Symposium on Vascular Biology. 

2010.12.02, 大阪 

 10) 門脇孝: 生活習慣病の分子機構と治療戦略. 第
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45回日本成人病（生活習慣病）学会学術集会. 

2011.01.16, 東京 

 11) 門脇孝: 糖尿病予防について. 第4回健康日本21

推進全国連絡協議会「栄養・食生活分科会」. 

2011.01.27, 東京 

 12) 門脇孝: 誰でも分かる！やさしい糖尿病教室. 

門脇孝教授の糖尿病がよくわかるセミナー. 

2011.01.30, 鳥取 

 13) 門脇孝: 明日の糖尿病医療―希望と挑戦. 糖尿

病シンポジウム. 2011.03.27, 富山 

 14) 梅垣敬三: サプリメントに関する適正な情報マ

ネージメント．. 第13回日本医薬品情報学会学

術大会. 2010.07.25, 浜松 

 

b. シンポジウム等 

  1) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

～科学的根拠の吟味と創出～. 第21回日本微量

元素学会学術集会. 2010.07.04, 京都府京都市 

  2) 宮地元彦: 若手企画シンポジウム、臨床研究 

サルコペニアの臨床、サルコペニアに対する治

療の可能性－運動. 第52回日本老年医学会学術

集会. 2010.06.25, 神戸国際会議場（兵庫県神

戸市） 

  3) 宮地元彦: パネルディスカッション「今私たち

に何ができるか、何をすべきか」生活習慣病と

介護の両方を予防する運動. 第55回長野県国保

地域医療学会. 2010.07.03, メルパルク長野

（長野市） 

  4) 宮地元彦: NPO法人健康早稲田の杜による特定保

健指導の内容と課題、シンポジウム１「労働者

に対する特定保健指導の意義」. 第５１回日本

人間ドック学会学術大会. 2010.08.26, 旭川市

民会館、旭川市 

  5) 宮地元彦: 健康づくりのための運動・身体活動

と食、”健康な食習慣”の獲得・健康な」コミ

ュニティーの形成ー身体活動、睡眠、タバコと

食の関連およびその波及からー. 日本栄養改善

学会. 2010.09.12, 女子栄養大学（埼玉県） 

  6) 宮地元彦: 「健康づくりのための運動・身体活

動と食」、市民公開講座「”健康な食習慣”の

獲得・健康なコミュニティーの形成ー身体活動、

睡眠、タバコと食の関連およびその波及からー. 

第５７回日本栄養改善学会学術総会. 

2010.09.12, 女子栄養大学、埼玉県 

  7) 田中茂穂, 高田和子: エネルギー消費量のアセ

スメント（シンポジウム「スポーツ選手におけ

る栄養アセスメント」）. 第57回日本栄養改善

学会学術総会. 2010.09.12, 女子栄養大学（坂

戸） 

  8) 高田和子: 日本における体力科学研究成果の社

会的還元の必要性と課題. 第65回日本体力医学

会. 2010.09.16, 千葉 

  9) 宮地元彦: 特定健診・保健指導における運動指

導、公開市民講座「身体活動・運動の推進によ

る生活習慣病予防：一次予防から三次予防ま

で」（主催：日本学術会議）. 第６５回日本体

力医学会大会. 2010.09.18, 千葉商科大学、市

川市、千葉県 

 10) 田中茂穂: 健康づくりに必要な身体活動・運動

（公開市民講座「身体活動・運動の推進による

生活習慣病予防：一次予防から三次予防まで」

（主催：日本学術会議））. 第６５回日本体力

医学会大会. 2010.09.18, 千葉商科大学（市川

市） 

 11) 増田和茂, 宮地元彦, 田中喜代次, 荒尾祐子, 

塙久子, 木村典代, 髙﨑尚樹, 松本弘志: 特定

保健指導に求められる「正しくたのしい健康づ

くり」２．シンポジウム「１に運動 ２に食事 

しっかり禁煙 がんばれ健康運動指導士」. 第

69回日本公衆衛生学会総会 健康運動指導分科

会創設記念シンポジウム. 2010.10.29, 東京国

際フォーラム（東京） 

 12) 宮地元彦: 様々な身体活動と動脈スティフネス、

シンポジウム⑦運動と動脈硬化、座長：前田清

司、宮地元彦. 第21回日本臨床スポーツ医学会. 

2010.11.06, エポカルつくば（つくば市） 

 13) 村上晴香: スポーツ・身体活動と遺伝子多型. 

第80回東京体育学会研究会. 2010.12.06, 東京 

 14) 窪田直人, 窪田哲也, 熊谷裕紀, 井上真理子, 

河合智子, 山内敏正, 植木浩二郎, 門脇孝: 肝

臓における糖と脂質代謝の分子メカニズム 糖と

脂質代謝における肝IRS1とIRS2の生理学的・病

態生理学的役割(Molecular Mechanisms of 

Glucose and Lipid Metabolism in the Liver 

The physiological and pathophysiological 

roles of hepatic IRS1 and IRS2 in the 

glucose and lipid metabolism) . 第53回日本

糖尿病学会年次学術集会. 2010.05.27, 岡山 

 15) 門脇孝: 「生活習慣病の分子メカニズムと治療

戦略―機能性食品開発の意義を含めて」. フー

ド・フォーラム・つくば 春の例会. 

2010.06.01, 茨城 

 16) 門脇孝: 「食とアンチエイジング―長寿遺伝子

を活性化する」. 第10回日本抗加齢医学会総会. 

2010.06.11, 京都 

 17) 門脇孝: メタボリックシンドロームとアンチエ

イジング. エディケーショナルセミナー『アン

チエイジング医学最先端2010』. 2010.07.27, 

東京 

 18) 門脇孝: 2型糖尿病の成因と対応. 第27回糖尿病

Up-Date賢島セミナー. 2010.08.28, 賢島 

 19) 窪田直人, 窪田哲也, 山内敏正, 植木浩二郎, 

箕越靖彦, 門脇孝: アピタイトカインの分子基

盤と肥満 アディポネクチンの摂食・エネルギー

代謝調節メカニズム . 第31回日本肥満学会. 

2010.10.01, 群馬 

 20) 窪田直人, 窪田哲也, 門脇孝: 血管細胞の転写

調節 Impaired insulin signaling in the 

endothelial cells reduces insulin-induced 

glucose uptake by the skeletal muscle . 第

18回日本血管生物医学会学術集会. 2010.12.02, 

大阪 
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 21) 門脇孝: 糖尿病学会アクションプランDREAMS. 

第45回糖尿病学の進歩. 2011.02.18, 福岡 

 22) 江崎治: 脂質の食事摂取基準と最新情報. 第60

回日本栄養・食糧学会中部支部大会. 

2010.11.13, 岐阜大学応用生物科学部(岐阜） 

 23) 石見佳子, 卓興鋼, 山内淳: 大豆成分の生活習

慣病予防効果の系統的レビューとその検証に関

する研究（第３報）. 不二たん白質研究振興財

団 第13回研究報告会. 2010.05.31, 大阪 

 24) 石見佳子: 食品安全委員会における特定保健用

食品の安全性評価の現状. 日本食物繊維学会産

学協議会. 2010.04.09, 東京 

 25) 石見佳子: エクオール含有食品が閉経後女性の

骨代謝に及ぼす影響. 第28回日本骨代謝学会. 

2010.07.20 

 26) 石見佳子: 閉経後女性及び閉経後骨粗鬆症モデ

ル動物におけるエクオールの骨代謝調節作用. 

第 25 回日本更年期医学会. 2010.10.02, 鹿児島 

 27) 梅垣敬三: 機能性食品の安全性と有用性の評価. 

日本アミノ酸学会 第 2 回産官学連携シンポジウ

ム. 2010.06.07, 東京 

 28) 梅垣敬三: ポリフェノールの安全性確保. ポリ

フェノール学会. 2010.08.06, 新座市 

 29) 梅垣敬三: 健康食品問題の改善に向けた情報提

供活動.. フォーラム 2010：衛生薬学・環境ト

キシコロジー. 2010.09.09, 東京 

 30) 梅垣敬三: 植物成分を利用した健康食品の現状

と問題点．. 第 18 回天然薬物の開発と応用シン

ポジウム. 2010.11.11, 東京 

 31) 笠岡(坪山)宜代, 梅垣敬三: 新たなエビデンス

データベースの構築と情報発信. 第 64 回日本栄

養・食糧学会大会 シンポジウム「健康食品の

エビデンスから教育まで」. 2010.05., 徳島 

 32) 三好美紀：栄養士の視点から．第 29 回日本国際

保健医療学会西日本地方会パネルディスカッシ

ョン「世界が健康に食べるには」: 2011.3.5: 佐
賀 

 

c.一般講演等 

  1) 山内淳, 関口真理子, 白鳥明日香, 石見佳子, 

井上絵里奈: インスリン抵抗性におけるRBP4遺

伝子制御機構の解析. 第64回日本栄養・食糧学

会大会. 2010.05, 徳島 

  2) 三宅理江子,大河原一憲,高田和子,森田明美,  

渡邊昌,池本真二,田中茂穂:肥満者における基礎

代謝量推定式の妥当性.第64回日本栄養・食糧学

会大会.2010.05.22,徳島 

  3) 野末みほ, 猿倉薫子, 由田克士: 青果物に対す

る大きさの主観的な認識について. 第64回日本

栄養・食糧学会大会. 2010.05.23, 徳島市 

  4) 高市麻貴,森田明美,新保卓郎,渡邊昌,野田光

彦:BMIの経時変化が日本人のインスリン動態に

与える影響に関する検討.第53回日本糖尿病学会

年次学術集会.2010.05.28,岡山 

  5) 中出麻紀子, 饗場直美, 森田明美, 宮地元彦, 

佐々木敏, 渡邊昌: 行動変容技法を用いた1年間

の減量プログラムの効果及び効果の持続性-佐久

肥満克服プログラム(SCOP)-. 第46回日本循環器

予防学会. 2010.05.29, 東京 

  6) 山内淳, 山下葵, 白鳥明日香, 関口真理子, 井

上絵里奈: RBP4遺伝子プロモーター上に存在す

るGLUT4ノックダウン依存的転写活性化配列の同

定と転写活性化に必要な転写因子のクローニン

グ. 日本ビタミン学会第62回大会. 2010.06.12, 

盛岡 

  7) 由田克士, 荒井裕介, 野末みほ, 西信雄, 三浦

克之: NIPPON DATA 80・90における総摂取エネ

ルギー量および３大栄養素摂取量等と体格の相

互関係に関する検討 . 第57回日本栄養改善学会

学術総会. 2010.09.10, 坂戸市 

  8) 大野尚子, 由田克士, 荒井裕介, 野末みほ, 猿

倉薫子, 等々力英美, 西信雄, 丸山千寿子: 沖

縄県における水分摂取状況に関する報告 . 第57

回日本栄養改善学会学術総会. 2010.09.10, 坂

戸市 

  9) 古谷華菜子, 川上純子, 中出麻紀子, 饗場直美: 

学童期における食育が女子学生の食生活および

食意識に及ぼす影響について. 第57回日本栄養

改善学会. 2010.09.11, 埼玉県 

 10) Kawashima N, Morita A, Aiba N, Miyachi M, 

Watanabe S,for SCOP group: Adiponectin, 

leptin and adiponectin to leptin ratio 

relating to the risk of metabolic syndrome 

in rural residents. Saku Control Obesity 

Program(SCOP). 第57回日本栄養改善学会. 

2010.09.11, 埼玉 

 11) 大森由実,宮地元彦,森田明美,饗場直美,中出麻

紀子,橋本佐由理,渡邊昌:中高齢者における心理

特性と食行動.メタボリックシンドロームとの関

連．第57回日本栄養改善学会.2010.09.11,埼玉. 

 12) 佐藤倫広, 菊谷昌浩, 原梓, 大久保孝義, 森建

文, 目時弘仁, 坪田(宇津木)恵, 井上隆輔, 浅

山敬, 小原拓, 戸恒和人, 星晴久, 佐藤洋, 今

井潤: 血漿アルドステロン/レニン活性比と高血

圧有病およびNa摂取量との関連：家庭血圧を用

いた検討（大迫研究）. 第32回日本高血圧学会

総会. 2010.10.03, 滋賀 

 13) 中出麻紀子, 古谷華菜子, 川上純子, 饗場直美: 

大学生の朝食欠食と子どもの頃の家庭での親に

よる食育実施との関連. 第69回日本公衆衛生学

会. 2010.10.29, 東京 

 14) 阿部桜子, 山崎喜比古, 米倉佑貴, 片山千栄, 

赤松利恵, 饗場直美, 中出麻紀子, 林芙美, 武

見ゆかり: 食領域におけるソーシャルキャピタ

ルの測定の試みとその関連要因の検討. 第69回

日本公衆衛生学会. 2010.10.29, 東京都 

 15) 林芙美, 赤松利恵, 山崎善比古, 饗場直美, 中

出麻紀子, 片山千栄, 武見ゆかり: 「暮らしの

ゆとり感」と食育への関わり、食習慣、及び食

事の満足感との関係. 第69回日本公衆衛生学会. 

2010.10.29, 東京都 

 16) 市原典子, 蒲田裕子, 高田和子, 難波和美, 藤
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井正吾: 二重標識水法を用いて立案した試験的

栄養方法がALSの栄養状態に及ぼす影響. 第51回

神経学会. 2010.05.20, 東京 

 17) 丸藤 祐子, 山元 健太, 村上 晴香, 大森 由実, 

川上 諒子, 真田 樹義, 樋口 満, 田畑 泉, 宮

地 元彦: 低強度の身体活動時間は動脈壁の硬化

と関連する. 第10回臨床血圧脈波研究会. 

2010.05.22, 東京 

 18) 熊江隆, 古泉佳代, 金子佳代子: 女子大生を対

象とした牛乳摂取による体脂肪制御効果に関す

る介入研究．第１報 栄養素摂取状況と心理状

況の変化．. 第20回体力・栄養・免疫学会プロ

グラム・抄録集. 2010.08.28, 西目屋村中央公

民館（平和会館）青森県中津軽郡西目屋村 

 19) 梶忍, 熊江隆, 樫村修生: 東京都内Ｓ０１地区

における健康意識と公園等緑地面積の関係. 第

20回体力・栄養・免疫学会プログラム・抄録集. 

2010.08.29, 西目屋村中央公民館（平和会館）

青森県中津軽郡西目屋村 

 20) 大坂寿雅: 低酸素刺激による低体温反応への視

床下部終板器官周囲部のα1アドレナリン受容体

と一酸化窒素の関与. 平成22年度 温熱生理研

究会. 2010.09.09, 岡崎カンファレンスセンタ

ー（愛知県岡崎市） 

 21) 三宅理江子, 田中茂穂, 安藤貴史, 谷本道哉, 

渡邊裕也, 村上晴香, 宮地元彦: 高齢者におけ

るレジスタンストレーニング介入による基礎代

謝量の変化. 第65回日本体力医学会大会. 

2010.09.16, 千葉商科大学（市川市） 

 22) 熊江隆, 鈴川一宏, 水野増彦, 田畑泉: 男子学

生短距離選手の生活環境の違いが強化合宿によ

る血液検査値等の変動に及ぼす影響. 第65回日

本体力医学会大会予稿集. 2010.09.16, 千葉商

科大学（千葉県市川市） 

 23) 引原有輝, 緑川泰史, 太田めぐみ, 鳥居 俊, 

田中茂穂: 生体電気抵抗法を用いた小児の体脂

肪率の妥当性. 第65回日本体力医学会大会. 

2010.09.17, 千葉商科大学（市川市） 

 24) 朴鍾薫, 高田和子, 引原有輝, 田中茂穂, 大河

原一憲, 三宅理江子, 田畑泉: 成人男女におけ

る身体活動レベルと エクササイズ/週との関係. 

第65回日本体力医学会大会. 2010.09.17, 千葉

商科大学（市川市） 

 25) 田中千晶, 高田和子, 田中茂穂: 生活活動記録

から得られた活動強度別の所要時間と身体活動

レベルとの関連. 第65回日本体力医学会大会. 

2010.09.18, 千葉商科大学（市川市） 

 26) 大島秀武, 引原有輝, 大河原一憲, 高田和子, 

三宅理江子, 海老根直之, 田畑泉, 田中茂穂: 

健康づくりのための身体活動量の基準値（２３

エクササイズ）と歩数の関係. 第65回日本体力

医学会大会. 2010.09.18, 千葉商科大学（市川

市） 

 27) 村上晴香, 家光素行, 真田樹義, 丸藤祐子, 川

上諒子, 福 典之, 林貢一郎, 宮地元彦: 身体

活動・運動行動に関連する遺伝的要因：ゲノム

ワイド解析. 第65回 日本体力医学会. 

2010.09.18, 千葉 

 28) 鈴木洋子, 大坂寿雅, 石塚典子, 清水弘行, 井

上修二: VMH破壊マウスとベタネコール投与マウ

スにおける血中アディポネクチンの上昇. 第31

回日本肥満学会. 2010.10.01, （群馬県前橋

市） 

 29) 熊江隆: 女子大生の体格指標に及ぼす６ヶ月間

の牛乳摂取の影響. 日本公衆衛生雑誌. 

2010.10.27, 東京国際フォーラム(東京都千代田

区) 

 30) 熊江 隆、古泉佳代、金子佳代子：女子大学生

の安静時における非特異免疫能の検討.第８０回 

日本衛生学会学術総会講演集, 392, 

2010.5.10：仙台国際センター（仙台市） 

 31) 熊江 隆、古泉佳代、金子佳代子：やせ傾向の

女子大生における牛乳の体脂肪制御効果に関す

る研究. 第64回日本栄養・食糧学会大会講演要

旨集, 140, 2010.5.22.：アスティとくしま（徳

島市） 

 32) 川島美保, 井上清美, 野村美千江, 高田和子, 

森谷満: コーチング学習が看護学生に与えた影

響：第二報 学習直後のインタビューから. 第

69回日本公衆衛生学会. 2010.10.28, 東京 

 33) 井上清美, 野村美千江, 川島美保, 高田和子, 

森谷満: コーチング学習が看護学生に与えた影

響（第一報）：学習前後のEQIの変化に着目して. 

第69回日本公衆衛生学会. 2010.10.28, 東京 

 34) 別所京子, 小林久子, 桂きみよ, 高田和子: 大

量調理操作時における動作強度の検討. 給食経

営管理学会. 2010.10.29, 滋賀 

 35) 蒲田裕子, 市原典子, 高田和子, 難波和美, 揚

村和英, 藤井正吾: 長期経管栄養管理のALS患者

における適正栄養の検討. 第14回日本病態栄養

学会. 2011.01.15, 神奈川 

 36) 竹内亮, 石塚喜美枝, 永田順子, 久保田晃生, 

高田和子, 太田壽城: 保健所管内別にみる高齢

者の生活実態と地域特性との関連性について～

静岡県高齢者生活実態調査の結果から～. 第47

回静岡県公衆衛生研究会. 2011.02.10, 静岡 

 37) 熊江隆, 古泉佳代, 金子佳代子: 女子大学生の

血清中抗酸化バランスに及ぼす６ヶ月間の牛乳

摂取の影響.. 日本衛生学雑誌. 2011.03.26, 東

京都品川区旗の台 昭和大学 

 38) 梶 忍, 熊江隆, 樫村修生: 大都市住民の主観

的健康感に及ぼす公園等の緑地面積の関係．. 

日本衛生学雑誌. 2011.03.27, 東京都品川区旗

の台 

 39) 別所京子, 高田和子: 大量調理荘佐治における

動作強度と身体活動レベルの検討. 第57回日本

栄養改善学会. 2011.09.12, 埼玉 

 40) 河合智子, 窪田直人, 窪田哲也, 熊谷洋紀, 井

上真理子, 山内敏正, 植木浩二郎, 門脇孝: チ

アゾリジン誘導体の抗動脈硬化作用におけるア

ディポネクチンの役割の解明. 第53回日本糖尿

病学会年次学術集会. 2010.05.27, 岡山 
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 41) 岡崎由希子, 植木浩二郎, 岩根亜弥, 堀越桃子, 

粟澤元晴, 金子和真, 鈴木美穂, 諏訪内浩紹, 

小林直樹, 小林正稔, 笹子敬洋, 大杉満, 窪田

直人, 原一雄, 山内敏正, 吉村浩太郎, 光嶋勲, 

油谷浩幸, 門脇孝: ヒト脂肪組織発現解析を用

いた病態特異的アディポカインの検索. 第53回

日本糖尿病学会年次学術集会. 2010.05.27, 岡

山 

 42) 岩部美紀, 山内敏正, 岩部真人, 窪田直人, 植

木浩二郎, 門脇孝: アディポネクチン受容体

(AdipoR)欠損マウスを用いたアディポネクチン

経路の動脈硬化における病態生理的意義の解明. 

第53回日本糖尿病学会年次学術集会. 

2010.05.27, 岡山 

 43) 中屋恵三, 窪田直人, 高本偉碩, 窪田哲也, 勝

山修行, 橋本信嗣, 後藤守兄, 城森孝仁, 植木

浩二郎, 門脇孝: DPP-4阻害薬の2型糖尿病モデ

ル動物に対する長期投与効果の検討. 第53回日

本糖尿病学会年次学術集会. 2010.05.27, 岡山 
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会学術大会. 2010.07.24, 浜松 

103) 加藤竜維, 松本圭司, 清水雅之, 渡邉崇之, 小

菅和仁, 望月亜希子, 岩崎剛士, 神戸宏憲, 坂

本達一郎, 河原崎貴伯, 梅垣敬三, 山田浩: 健

康食品と医薬品の併用に伴う有害事象事例の因

果関係評価のためのアルゴリズムの信頼性の検

討.. 第13回日本医薬品情報学会学術大会. 

2010.07.24, 浜松 

104) 佐藤陽子, 中西朋子, 横谷馨倫, 橋本洋子, 梅

垣敬三: 幼児の保護者の食・栄養に関する知識

調査.. 第57回日本栄養改善学会学術総会. 

2010.09.11, 埼玉 

105) 横谷馨倫, 佐藤陽子, 中西朋子, 梅垣敬三: フ

ラボノイド類の血液中の抗酸化能評価における

留意点.. 第57回日本栄養改善学会学術総会. 

2010.09.11, 埼玉 

106) 中西朋子, 佐藤陽子, 横谷馨倫, 瀧沢あす香, 

笠岡(坪山)宜代, 梅垣敬三: 管理栄養士・栄養

士の特別用途食品に関する認知度や利用状況の

特徴.. 第57回日本栄養改善学会学術総会. 

2010.09.11, 埼玉 

107) 古池直子, 荒井裕介, 佐藤美津代, 角倉知子, 

三好美紀, 廣田晃一: 健康づくり・生活習慣病

予防のための「食育」関連情報サイトの構築 . 

第17回日本未病システム学会学術総会. 

2010.11.13, 沖縄県那覇市 

108) 高橋光明, 松本圭司, 鈴木悟, 加藤竜維, 豊泉

樹一郎, 小菅和仁, 梅垣敬三, 山田浩: 健康食

品の摂取に伴う健康被害報告の因果関係評価判

法の検討 . 第31回日本臨床薬理学会年会. 

2010.12.01, 京都 

109) 豊泉樹一郎, 吉川俊博, 渡邉崇之, 松本圭司, 

朴美貞, 小菅和仁, 梅垣敬三, 山田浩: 茶カテ

キンの血清脂質に及ぼす影響：ランダム化比較

試験を対象としたメタアナリシス . 第31回日本

臨床薬理学会年会. 2010.12.03, 京都 

110) 笠岡(坪山)宜代, 瀧沢あす香, 桑木泰子: 諸外

国における栄養士養成のための臨地・校外実習

の現状に関する研究. 第57回日本栄養改善学会. 

2010.09.11, 坂戸 

111) 西信雄, 三好美紀, 角倉知子, 野末みほ, 猿倉

薫子, 中出麻紀子: 国民健康・栄養調査データ

からみた都道府県別の生活習慣の地域格差に関

する検討. 第69回日本公衆衛生学会総会. 

2010.10.29, 東京 

112) 西信雄, 野末みほ, 猿倉薫子, 中出麻紀子, 荒

井裕介, 由田克士, 吉池信男: 市町村の人口規

模別にみた国民健康・栄養調査の身体状況調査

結果. 第21回日本疫学会学術総会. 2011.01.22, 

札幌 
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 2.公的資金による研究 
【厚生労働科学研究費補助金】 

a. 研究代表者 

1) 徳留信寛: 日本人の食事摂取基準の改定と活用

に資する総合的研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合

研究事業.  

  2) 宮地元彦: 健康づくりのための運動基準・運動

指針改定ならびに普及・啓発に関する研究. 厚

生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病

等生活習慣病対策総合研究事業.  

  3) 田中茂穂: エネルギー必要量推定法に関する基

盤的研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器

疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

  4) 門脇 孝: 保健指導への活用を前提としたメタ

ボリックシンドロームの診断・管理のエビデン

ス創出のための横断・縦断研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣

病対策総合研究事業.  

  5) 竹林純: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康食

品の安全性・有効性に関する研究. 厚生労働省

厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保推進研

究事業.  

  6) 石見佳子: 検査機関の信頼性確保に関する研究. 

厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全

確保推進事業.  

  7) 梅垣敬三: 健康食品の情報提供システム体制の

構築と安全性確保に関する研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究

事業.  

  8) 渡邊 昌: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証及

び評価手法の開発に関する研究. 厚生労働省厚

生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣

病対策総合研究事業.   

 

 

b. 研究分担者 

  1) 徳留信寛: 本邦におけるHTLV-1感染及び関連疾

患の実態調査と総合対策（研究代表者 山口一

成）. 厚生労働省厚生科学研究費. 新型インフ

ルエンザ等新興・再興感染症研究事業.  

  2) 坪田(宇津木)恵: 日本人の食事摂取基準の改定

と活用に資する総合的研究（研究代表者 徳留

信寛）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾

患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業.  

  3) 坪田(宇津木)恵: 抗酸化物質を含有するいわゆ

る健康食品の安心性・有効性に関する研究（研

究代表者 竹林 純）. 厚生労働省厚生科学研

究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

  4) 森田明美: 日本人の食事摂取基準の改定と活用

に資する総合的研究（研究代表者 徳留信寛） . 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿

病等生活習慣対策総合研究事業.  

  5) 森田明美: 特定保険指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保険指導効果の検証及

び評価手法の開発に関する研究（研究代表者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

  6) 森田明美: 行動変容理論に基づく効率的かつ効

果的な特定保険指導手法の疫学的エビデンスと

ＩＴを援用した開発（研究代表者 梶尾 裕）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿

病等生活習慣病対策総合研究事業.  

  7) 田畑 泉: 健康づくりのための運動基準・運動

指針改定並びに普及・啓発に関する研究（研究

代表者 宮地元彦）. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合

研究事業. 

  8) 宮地元彦: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証及

び評価手法の開発に関する研究（研究代表者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

  9) 高田和子: エネルギー必要量推定法に関する基

盤的研究（研究代表者 田中茂穂）. 厚生労働

省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業. 

 10) 田畑 泉: エネルギー必要量推定法に関する基

盤的研究（研究代表者 田中茂穂）. 厚生労働

省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業. 

 11) 高田和子: 高齢者の経口摂取の維持ならびに栄

養ケア・マネジメントの活用に関する研究（研

究代表者 葛谷雅文）. 厚生労働省厚生科学研

究費. 長寿科学総合研究事業.  

 12) 高田和子: チームによる効果的な栄養ケア・マ

ネジメントの標準化をめざした総合的研究～大

学―施設連携による研究基盤・人材育成システ

ムの構築の試み～（研究代表者 吉池信男）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 長寿科学総合研究

事業.  

 13) 宮地元彦: 健康日本21の中間評価、糖尿病等の

「今後の生活習慣病対策の推進について（中間

とりまとめ）」を踏まえた今後の生活習慣病対

策のためのエビデンス構築に関する研究（研究

代表者 緒方裕光）. 厚生労働省厚生科学研究

費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合

研究事業.  

 14) 宮地元彦: 生活習慣病予防のための運動を阻害

する要因とその原因別の対策に関する研究（研

究代表者 竹下克志）. 厚生労働省厚生科学研

究費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業.  

 15) 宮地元彦: 生活習慣病予防活動・疾病管理によ

る健康指標に及ぼす効果と医療費適正化効果に

関する研究（研究代表者 津下一代）. 厚生労

働省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病対策総合研究事業.  

 16) 田畑 泉: 筋ジストロフィーの集学的治療と均

てん化に関する研究（研究代表者 神野 進）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 精神・神経疾患研
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究委託事業.  

 17) 門脇 孝: 多目的コホートにおける糖尿病・メ

タボリックシンドロームの発症要因と実態分析

に関する研究（研究代表者 野田光彦）. 厚生

労働省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業.  

 18) 門脇 孝: 糖尿病予防のために戦略研究（研究

代表者 財団法人国際協力医学研究振興財団）. 

厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患・糖尿

病等生活習慣病対策総合研究事業.  

 19) 門脇 孝: 2型糖尿病患者のQOL、血管合併症及

び長期予後改善のための前向き研究（研究代表

者 山田信博）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業.  

 20) 饗場直美: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証及

び評価手法の開発に関する研究（研究代表者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

 21) 山田晃一： 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証及

び評価手法の開発に関する研究（研究代表者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

 22) 松本輝樹: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康

食品の安心性・有効性に関する研究（研究代表

者 竹林 純）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

食品の安心・安全確保推進研究事業.  

 23) 永田純一: 検査機関の信頼性確保に関する研究

（研究代表者 石見佳子）. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

 24) 卓 興鋼: 抗酸化物質を含有するいわゆる健康

食品の安心性・有効性に関する研究（研究代表

者 竹林 純）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

食品の安心・安全確保推進研究事業. 

 25) 梅垣敬三: 検査機関の信頼性確保に関する研究

（研究代表者 石見佳子）. 厚生労働省厚生科

学研究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 

 26) 水野正一: 特定保健指導対象者以外も含めた生

活習慣病予備軍に対する保健指導効果の検証及

び評価手法の開発に関する研究（研究代表者 

渡邊 昌）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

 27) 水野正一: 創薬化を目指したglypican-3由来が

んペプチドワクチン療法のエビデンス創出のた

めの臨床試験（研究代表者 中面哲也）. 厚生

労働省厚生科学研究費. 医療技術実用化総合研

究事業（臨床研究推進研究事業）.  

 28) 西 信雄: 健康増進施策推進・評価のための健

康・栄養モニタリングシステムの構築（研究代

表者 吉池信男）. 厚生労働省厚生科学研究費. 

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業.  

 29) 西 信雄: 2010年国民健康栄養調査対象者の追

跡開始(NIPPON DATA 2010)とNIPPONDATA80/90の

追跡継続に関する研究（研究代表者 三浦克

之）. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾

患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業.  

 30) 笠岡(坪山)宜代: 国際食品規格の策定プロセス

に関する研究（研究代表者 里村一成）. 厚生

労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保

推進研究事業.  

 31) 三好美紀: 我が国の国際保健人材の栄養分野の

研究能力強化とベトナムにおける栄養士教育制

度に関する研究（研究代表者 明石秀親）. 厚

生労働省厚生科学研究費. 国際医療研究開発事

業.  

 32) 阿部重一: 健康食品に情報提供システム体制の

構築と安全性確保に関する研究（研究代表者 

梅垣敬三）. 厚生労働省厚生科学研究費. 食品

の安心・安全確保推進研究事業.  

 33) 渡邊 昌: 肥満関連疾患のアジアと米国におけ

る遺伝疫学的検討とその対策に関する研究（研

究代表者 川上正舒）. 厚生労働省厚生科学研

究費. 地球規模保健課題推進研究事業（国際医

学協力研究事業）.  

 

 

【文部科学研究費補助金】 

a. 研究代表者 

  1) 徳留信寛: 全国栄養士の食生活と生活習慣病の

罹患・死亡リスクとの関連に関するコホート研

究. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（Ｂ） 

  2) 徳留信寛： イラン・パポール市における消化管

がんの宿主・環境要因の研究. 文部科学省科学

研究費 . 基盤研究（Ｂ）海外学術研究 

  3) 坪田 恵: 地域在宅高齢者の栄養・食事摂取や

食事パターンが高次生活機能低下に及ぼす影響. 

文部科学省科学研究費. 若手研究（Ｂ） 

  4) 東泉裕子: 男性骨粗鬆症に対する大豆イソフラ

ボン代謝産物の作用とその作用機序の解明. 文

部科学省科学研究費. 若手研究（Ｂ） 

  5) 中出麻紀子: 親による子どもの頃の家庭での食

育が若年成人の朝食欠食に及ぼす効果. 文部科

学省科学研究費. 若手研究（Ｂ） 

  6) 山元健太: 交感神経系を介した柔軟性体力と動

脈硬化の関連機序. 文部科学省科学研究費. 若

手研究（Ｂ） 

  7) 村上晴香: 自発的身体活動・運動行動誘発にお

けるグレリン遺伝子多型の関連. 文部科学省科

学研究費. 若手研究（Ｂ） 

  8) 田中茂穂: エネルギー消費量の変動要因に関す

る基礎的研究. 文部科学省科学研究費. 基盤研

究（Ａ） 

  9) 宮地元彦: 習慣的身体活動はホモシステイン分

解酸素遺伝子変異に伴う動脈硬化を予防する

か？ 文部科学省科学研究費. 基盤研究（Ｂ） 

 10) 大坂寿雅: 終板器官周囲のプロスタグランジン

E2発熱機構を制御する神経伝達物質. 文部科学

省科学研究費. 基盤研究（Ｃ).  

 11) 大河原一憲: 日常生活下における肥満抑制因子
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としての非運動性身体活動と24時間脂質酸化能

の役割. 文部科学省科学研究費. 特別研究員奨

励費 

 12) 田中憲子: 体幹部骨格筋量の増大がメタボリッ

ク症候群の改善および介護予防に及ぼす影響. 

文部科学省科学研究費. 特別研究員奨励費  

 13) 河合智子: インスリン受容体基質が膵β細胞増

殖に果たす役割の解明. 文部科学省科学研究費. 

若手研究（Ｂ）  

 14) 井上真理子: ピオグリタゾンの抗動脈硬化作用

のin vivoにおける分子メカニズムの解明. 文部

科学省科学研究費. 若手研究（Ｂ）  

 15) 門脇 孝: 疾患のケミカルバイオロジー教育研

究拠点. 文部科学省科学研究費. グローバルCOE

プログラム  

 16) 門脇 孝: 代謝制御機構の統合的理解とその破

綻. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（Ｓ）  

 17) 門脇 孝: メタボリックシンドローム・糖尿病

の鍵分子アディポネクチン受容体 

AdipoR/AMPK/ACC タンパク群の構造解析とそれ

に基づく機能解明及び治療法開発. 文部科学省

科学研究費. ターゲットタンパク研究  

 18) 門脇 孝: システム疾患生命科学による先端医

療技術開発の拠点. 文部科学省科学研究費. 科

学技術振興調整費 

 19) 門脇 孝: メタボリック・シンドローム関連疾

患における個別化医療の実現. 文部科学省科学

研究費. 科学技術振興調整費 

 20) 窪田哲也: 肝臓におけるIRS-1、IRS-2の生理

的・病態生理的役割の解明. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究（Ｃ） 

 21) 饗場直美: 学校における食育の取り組みと家庭

への波及効果についての研究. 文部科学省科学

研究費. 基盤研究（Ｃ） 

 22) 山崎聖美: 肥満・脂肪肝発症予防のためのPPAR

組織・サブタイプ特異性に関する網羅的解析. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究（Ｃ） 

 23) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝亢進のメ

カニズム. 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（Ｂ） 

 24) 永田純一: 機能性食品の組み合せ摂取による有

効性と安全性に関する研究. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究（Ｃ） 

 

b. 研究分担者 

  1) 中出麻紀子: 学校における食育の取り組みと家

庭への波及効果についての研究（研究代表者 

饗場直美）. 文部科学省科学研究費. 基盤研究

（Ｃ） 

  2) 宮地元彦: 肥満関連遺伝子多型と運動および食

事介入効果の検討（研究代表者 真田樹義）. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究（Ｂ）  

  3) 宮地元彦: 遺伝子診断に基づく動脈硬化改善の

ための運動プログラムの開発（研究代表者 家

光素行）. 文部科学省科学研究費. 挑戦的萌芽

研究 

  4) 村上晴香: 遺伝子診断に基づく動脈硬化改善の

ための運動プログラムの開発（研究代表者 家

光素行）. 文部科学省科学研究費. 挑戦的萌芽

研究 

  5) 笠岡（坪山）宜代: 全国栄養士の食生活と生活

習慣病の罹患・死亡リスクとの関連に関するコ

ホート研究（研究代表者 徳留信寛）. 文部科

学省科学研究費. 基盤研究（Ｂ） 

  6) 西 信雄: イラン・パポール市における消化管

がんの宿主・環境要因の研究（研究代表者 徳

留信寛）. 文部科学省科学研究費 . 基盤研究

（Ｂ）海外学術研究 

  7) 西 信雄: 労働者の健康と疾病休業におよぼす

ソーシャルキャピタルの意義に関する研究（研

究代表者 小田切優子）. 文部科学省科学研究

費. 基盤研究（Ｃ） 

 

【その他の公的研究費】 

a. 研究代表者 

  1) 江崎治, 山崎聖美: ニュートリゲノミクスを用

いた高機能性新規食品の多機能性解明とその評

価・管理に関する研究機能評価法の開発 . 農林

水産省 安信プロジェクト（安全で信頼性、機能

性が高い食品・農産物供給のための評価・管理

技術の開発） 

 2) 西 信雄: パプアニューギニアの都市と農村に

おける母子の体格と食事摂取状況の関連. 財団

法人国際協力医学研究振興財団 調査研究助成

金.  

 

b. 研究分担者 

  1) 梅垣敬三: 受容体結合測定法を応用した新食品

等の健康影響評価法の開発と応用（研究代表者 

山田静雄）．内閣府食品健康影響評価技術研究 

 

3.民間企業等の共同研究等 
  1) 石見佳子, 森田明美, 山内淳: 閉経後女性にお

けるビタミンＫの機能評価に関する研究3. 協和

発酵バイオ株式会社. 2010 

  2) 宮地元彦, 高田和子, 西 信雄: 医療・介護等

関連分野における規制改革・産業創出調査事業

（医療・介護周辺サービス産業創出調査事業）

再委託業務「健康増進のための住宅づくり」調

査. 三井不動産株式会社. 2010 

 3) 高田和子: エネルギーフレックスから検討した

肥満発症要因としてのエネルギーバランス. 花

王健康科学研究会. 2010 

  4) 田中茂穂: エネルギー消費量及び身体活動量の

評価方法に関する研究. オムロンヘルスケア株

式会社 .2010 

  5) 宮地元彦: Wii用ゲームソフト「Wii Fit Plus」

の健康増進効果に関する介入研究. 任天堂株式

会社. 2010 

 6) 宮地元彦: 皮下脂肪厚及び内臓脂肪量に関する

研究. 株式会社タニタ. 2010 

 7) 田畑 泉: 運動コンテンツサービス・プログラ
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ムの開発および検証に関する指導・研究. 株式

会社ティップネス. 2010 

  8) 饗場直美: 宇宙飛行士栄養状態の解析評価（そ

の１）. （独）宇宙航空開発研究機構. 2010 

  9) 饗場直美: 在宅高齢者の食機能に合わせた食サ

ービス提供のための食機能実態調査.（社）小田

原福祉会. 2010 

 10) 饗場直美: ITを用いた特定保健指導が内臓脂肪

減少及びメタボリックシンドロームに与える研

究. 株式会社ヴァル研究所. 2010 

 11) 千葉剛: 脳卒中を予防する蛋白質因子（アミノ

酸／ペプチド）の探索. 財団法人すかいらーく

フードサイエンス研究所  学術研究助成. 2010 

 12) 江崎治: 食品に含まれるトランス脂肪酸に係る

食品健康栄養報告書. 日本食品分析センター. 

2010 

 13) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝変化およ

び抗肥満効果の分子機構解明. 武田科学振興財

団医学系研究奨励金. 2010 

 14) 山崎聖美: 大豆タンパク質β-コングリシニンの

非アルコール性脂肪肝発症予防及び治療効果と

作用機序の解明 . （財）不二たん白質研究振興

財団. 2010 

 15) 石見佳子: 成長期におけるリコピンの骨代謝調

節作用の立証. カゴメ総合研究所共同研究. 

2010 

 16) 永田純一: 食品機能成分・栄養成分の生体利用

に関する研究. 株式会社東洋新薬. 2010 

 17) 廣田晃一: 食と健康に関する学術文献情報の活

用方法. 日本水産株式会社. 2010 

 18) 笠岡(坪山)宜代: メタボリックシンドロームに

対する実食型食事教材の有効性確認試験. 株式

会社ニチレイ. 2010  

 
 4.研究所外での講義、講演等 
【大学等における特別講義等】 

  1) 徳留信寛: 運動と栄養の疫学―大腸がんをモデ

ルにして. 第10回運動疫学セミナー特別講演. 

2010.03.05, IPC生産性国際交流センター, 神奈

川県葉山町 

  2) 徳留信寛: 疫学研究について. 日本栄養改善学

会実践栄養学研究集中セミナー基調講演. 

2010.06.04, 愛知県名古屋市 

  3) 徳留信寛: 「健康・栄養研究所」における研究

と業務.九州大学医学部衛生学教室同門会講演. 

2010.06.05, 福岡県福岡市 

  4) 徳留信寛：病気を防ぐための良い油と摂り方.第

5回島根大学公開講座「脂質栄養と健

康」.2011.02.05,島根大学医学部臨床大講堂,島

根県出雲市 

  5) 森田明美: 日本人の食事摂取基準2010年版＜概

要と活用＞. 東京家政大学 緑窓栄養士会、平

成22年度緑窓栄養士会研修会. 2010.06.20, 東

京都板橋区 

  6) 坪田(宇津木)恵: 2010年版食事摂取基準. 藤女

子大学 特別講演. 2010.07.28 

  7) 村上晴香: 予防医学における遺伝子テーラーメ

イドヘルスケア. 立命館大学特殊講義II、立命

館大学文理総合インスティテュート. 

2010.05.25 

  8) 田中茂穂: エネルギー消費量／身体活動量の評

価法とエネルギーバランス. 東京農業大学・大

学院 特別講義. 2011.02.15 

  9) 門脇孝: 「糖代謝調節と糖尿病の成因」. M2系

統講義. 2010.05.18, 東京大学 

 10) 門脇孝: 「疾患とその治療（生活習慣病）」. 

KAST教育講演. 2010.06.22, 東京 

 11) 門脇孝: 新規2型糖尿病関連遺伝子領域の発見―

メタボリックシンドローム・2型糖尿病の新規治

療法・予防法の開発に向けて―. オーダーメイ

ド医療実現化プロジェクト. 2010.12.07, 東京 

 12) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの

成因と病態に関する最新の知見. 産業医科大学 

大学院講義. 2010.12.09, 福岡 

 13) 門脇孝: 生活習慣病の分子メカニズム―糖尿病

を中心に. 医学系共通講義. 2010.12.14, 東大 

 14) 石見佳子: 生活習慣病予防学特論. 東京農工大

学大学院. 2010.07.02, 東京 

 15) 石見佳子: 食品機能学. 神奈川県立保健福祉大

学. 2011.02.11, 横須賀市 

 16) 石見佳子: 日本人の食事摂取基準（2010年版）. 

東京理科大学薬学部生涯研修「基礎実習研修プ

ログラム」. 2011.02.12, 野田市 

 17) 石見佳子: 食品機能学. 神奈川県立保健福祉大

学. 2011.02.13, 横須賀市 

 18) 石見佳子: 食品機能学. 神奈川県立保健福祉大

学. 2011.02.19, 横須賀市 

 19) 石見佳子: 健康栄養学. 早稲田大学スポーツ学

術院. 2011.08.03, 所沢市 

 20) 梅垣敬三: 健康食品の科学.. 保健予防創薬基礎

学.中部大学.. 2010.06.01, 春日井市 

 21) 笠岡(坪山)宜代: 現代の食生活とその課題. 全

国高等学校長協会家庭部会指導者研修. 

2010.07.21, 東京栄養食糧専門学校、東京 

 22) Miyoshi M: Toward nutritional improvement 

of children: Focus on Food-based approach. 

平成22年度ネパール国別研修「学校保健」、国

際協力機構. 2010.11.05, 埼玉 

 23) 笠岡(坪山)宜代: 世界の食・栄養事情と日本の

家庭科教育への期待. 茨城県高等学校長協会家

庭部会研究協議会. 2010.12.03, 茨城県教育研

修センター 

 24) Miyoshi M: "Roles of dietitian in Japan" 

and "Nutritional assessment in the field: 

Dietary surveys". JICA（集団）「健康と栄養

改善のための女性指導者研修」、JICA帯広国際

センター. 2010.12.03, 帯広 

 25) 三好美紀: 地域栄養活動論～国際的な視点から

～. 青森県立保健大学. 2011.01.24, 青森  

 

【大学・研究所における研究セミナー等】 

  1) 高田和子: 二重標識水（doubly labelled 
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water :DLW)法による評価. 第 5 回実践栄養学研

究集中セミナー「栄養疫学」、日本栄養改善学会. 

2010.06.05, 愛知 

  2) 田中茂穂: 健康づくりのための身体活動増加に

必要な基礎知識. 第 4 回やまぐち予防医学セミ

ナー. 2010.11.20, 山口大学医学部（宇部） 

  3) 高田和子: 二重標識水（doubly labelled 

water :DLW)法による評価. 第 5 回実践栄養学研

究集中セミナー. 2011.01.01 

  4) 石見佳子: 骨の健康維持における栄養と運動の

併用効果. アグロ・メディカル・イニシアティ

ブ研究会. 2010.06.18, 東京工業大学 

  5) 石見佳子: 骨の健康と生活習慣. 慶應義塾大学

薬学部公開講座 B. 2010.09.26, 東京 

  6) 石見佳子: 特定保健用食品の有効性及び安全性

評価について. 日本食品免疫学会第 5 回宿泊セ

ミナー. 2010.11.12, 東京 

  7) 石見佳子: 骨粗鬆症の予防と栄養・運動. 東京

女子医科大学 第 7 回包括的遺伝子医療研究会

「予防医学への道-健康と食生活-」. 2010.12.06, 

東京 

  8) 石見佳子: わが国における機能性食品の現状と

課題. 健康長寿長野研究会「安心できる食の未

来へ」. 2010.12.11, 信州大学農学部 

  9) 西信雄: 疫学研究における分析手法の動向. 新

領域「社会階層と健康」若手研究者養成のため

の研究手法ワークショップ 2010. 2010.08.28, 

草津町（群馬県） 

 10) 三好美紀: 途上国の子どもの栄養問題と改善の

ために：ラオスを事例として. 国際保健コンソ

ーシアム「国際保健研修－中級コース」、国立国

際医療研究センター. 2011.01.07, 東京 

 

【地方自治体、栄養士会等主催の講演会等】 

  1) 徳留信寛: がん予防最前線 食のちから.愛知県

栄養士会総会特別講演. 2010.05.29, 愛知県名

古屋市 

  2) 徳留信寛: 食習慣関連がんの予防とコントロ  

ール. 大牟田市第33回健康づくり市民大会. 

2010.09.04, 福岡県大牟田市 

  3) 徳留信寛: 健康、健康増進とがん予防とコント

ロール. 鹿児島県保健所長会特別講演. 

2010.11.05, 鹿児島市 

  4) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について ～主な改定点と活用法～. 豊島区池

袋保健所 栄養技術講習会. 2010.04.12, 東京

都豊島区 

  5) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用. 千代田区千代田保健所 平成21年度栄

養管理講習会. 2010.04.23, 東京都千代田区 

  6) 坪田(宇津木)恵: 2010年版食事摂取基準 保育

園での実施にあたって. 三鷹市立保育園栄養士

研修会. 2010.05.12 

  7) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の概要と活用について. 愛知県豊田市保健所 

豊田市保健所管内栄養士連絡会研修会. 

2010.05.12, 愛知県豊田市 

  8) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（活用編）. 

社団法人北海道栄養士会 平成22年度春期全道

栄養士研修大会. 2010.05.22, 北海道札幌市 

  9) 森田明美: 日本人の食事摂取基準2010の活用に

ついて. 社団法人香川県栄養士会 第25回通常

総会および研修会. 2010.05.29, 香川県高松市 

 10) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の概要と活用について. 社団法人愛知県精神病

院協会 栄養士部会研修会. 2010.06.09, 愛知

県名古屋市 

 11) 森田明美：食事摂取基準（2010年版）とその活

用について.安房保健所管内栄養士会 研修

会.2010.6.11,千葉県南房総市 

 12) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の概要と活用について. 社団法人愛知県精神病

院協会 栄養士部会研修会. 2010.06.09, 愛知

県名古屋市 

 13) 森田明美: 食事摂取基準2010の活用について. 

文京区文京保健所 平成22年度文京区特定給食

施設栄養技術講習会. 2010.06.17, 東京都文京

区 

 14) 森田明美: 日本人の食事摂取基準2010年版 ～各

論（ライフステージ・脂質について）～. 社団

法人山口県栄養士会 平成22年度（社）山口県

栄養士会生涯学習研修会. 2010.06.19, 山口県

山口市 

 15) 森田明美: 高齢者の健康・栄養管理について 

～日本人の食事摂取基準の改定を踏まえて～. 

神奈川県三崎保健福祉事務所 平成22年度第2回

栄養管理講習会. 2010.06.30, 神奈川県三崎市 

 16) 森田明美: 給食施設における日本人の食事摂取

基準（2010年版）を活用した食事計画について. 

横浜市教育委員会健康教育課 平成22年度栄養

教諭・学校栄養職員研修. 2010.07.20, 神奈川

県横浜市 

 17) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用について ～給食管理における活用のポイ

ントと食事計画～ . 横浜市青葉福祉保健センタ

ー 栄養管理研修会. 2010.07.23, 神奈川県横

浜市 

 18) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の基礎と活用. 宮城県気仙沼保健福祉事務所 

研修会. 2010.08.06, 宮城県気仙沼 

 19) 森田明美: 給食管理を目的とした食事摂取基準

の活用の基本的な考え方とそのポイントについ

て. 東京都北区保健所 平成22年度特定給食施

設栄養技術講習会. 2010.09.22, 東京都北区 

 20) 西信雄: 健康・栄養調査の実施について. 長野

県行政栄養士研修会. 2010.09.30, 松本市（長

野県） 

 21) 猿倉薫子: 栄養調査技術研修. 平成22年度行政

栄養士研修会. 2010.09.30, 長野県 

 22) 西信雄: 健康・栄養調査の企画・運営・評価に

ついて. 島根県市町村栄養士等食育推進研修会. 

2010.10.07, 松江市（島根県） 



 

54 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 59 号（2010）

 23) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

について ～「食事改善」と「給食管理」を目的

に食事摂取基準を活用するポイント等～. 社団

法人茨城県栄養士会. 2010.11.06, 茨城県水戸

市 

 24) 猿倉薫子: 児童生徒の食生活における調査研究

について. 千葉県教育長教育振興部学校安全保

健課. 2010.12.16, 千葉県 

 25) 森田明美: 平成22年度京都府食の安心・安全リ

スクコミュニケーション、食品のリスクを考え

るサイエンスカフェ ～どう思う？食品添加物

～ . 京都府農林水産部 食の安心・安全推進

課. 2011.03.11, 京都府宮津市 

 26) 高田和子: 食事摂取基準2010. 愛知県半田保健

所管内栄養士会研修会、愛知県半田保健所管内

栄養士会. 2010.05.14, 愛知 

 27) 田中茂穂: 栄養アセスメント（消費エネルギー

量の算定理論・演習）. 日本体育協会公認スポ

ーツ栄養士養成講習会. 2010.06.04, 日本健

康・栄養会館（東京） 

 28) 村上晴香: 身体活動と生活習慣病の予防効果に

ついて. 千葉県栄養士会 生涯学習研究会. 

2010.06.26 

 29) 村上晴香: 「生活習慣病と運動」～メタボリッ

クシンドロームを予防・改善する身体活動～. 

横浜市磯子福祉保健センター、磯子区保健活動

推進員全体研修会. 2010.07.21 

 30) 高田和子: アスリートの栄養・食事. 日本体育

協会公認スポーツ指導者養成講習会、日本体育

協会. 2010.07.28, 東京 

 31) 田中茂穂: 自衛隊員の特性をふまえた身体活動

レベルと総エネルギー消費量の推定. 平成22年

度陸上自衛隊栄養士研修会. 2010.09.09, サン

シャイン文化会館（豊島区） 

 32) 高田和子: 食生活の保健指導. 平成22年度特定

健診・保健指導実践者育成研修会. 2010.09.27, 

栃木 

 33) 田中茂穂: エネルギー代謝の計算. 第24回ACSM

ヘルスフィットネススペシャリスト教習ワーク

ショップ. 2010.10.27, 国立オリンピック記念

青少年総合センター（東京） 

 34) 高田和子: エネルギー補給. 日本体育協会公認

スポーツ栄養士専門講習会、日本スポーツ栄養

研究会. 2010.11.20, 東京 

 35) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト」. 第3回東海実地医家糖尿病研究会. 

2010.04.24, 名古屋 

 36) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト」. 益田市医師会学術講演会. 

2010.05.22, 島根 

 37) 門脇孝: 「コホート研究と地域の疫病予防―糖

尿病を中心に」. 第1回魚沼基幹病院運営財団法

人設立準備委員会. 2010.08.25, 浦佐 

 38) 饗場直美: 生涯を通じた健康づくり. 平成21年

度社会福祉施設栄養士研修会. 2010.02.26 

 39) 石見佳子: 食事・栄養指導法・骨づくりとカル

シウム. 公認スポーツ栄養士養成講習会. 

2010.06.05, 東京 

 40) 梅垣敬三: 専門職に求められる健康食品の知識.. 

薬食同源研修会.岐阜県薬剤師会.. 2010.04.11, 

岐阜市 

 41) 梅垣敬三: 食事指導の際に必要なサプリメント

に関する知識.. 研修会.千葉県栄養士会行政協

議会.. 2010.04.28, 千葉市  

 42) 梅垣敬三: 専門職に求められる健康食品の知識.. 

薬食同源研修会.岐阜県薬剤師会.. 2010.05.30, 

土岐市 

 43) 梅垣敬三: いわゆる健康食品の安全性確保につ

いて.. 平成２２年度食品安全行政講習会. 厚

生労働省.. 2010.06.03, 千代田区 

 44) 梅垣敬三: 健康食品の安全な利用方法.. 生涯学

習研修会.千葉県栄養士会.. 2010.06.06, 千葉

市 

 45) 梅垣敬三: サプリメントと健康被害.. 平成22年

生涯教育講座.新潟薬科大学高度薬剤師教育研究

センター.. 2010.08.21, 新潟市 

 46) 梅垣敬三: サプリメントと子どもの食事.. 食育

指導研修会.習志野健康福祉センター.. 

2010.08.27, 鎌ヶ谷市 

 47) 梅垣敬三: 特別用途食品制度について.. 生涯学

習研修会.大阪府栄養士会.. 2010.08.29, 大阪

市 

 48) 梅垣敬三: サプリメントに関連した情報と国の

表示制度.. 平成22年度サプリメントに関する研

修会.静岡県薬剤師会.. 2010.09.03, 静岡市 

 49) 梅垣敬三: 健康栄養情報の見分け方.. 平成22年

度短期研修.保健医療科学院.. 2010.09.06, 和

光市 

 50) 梅垣敬三: 最近の健康食品の現状と問題点－具

体的事例等－.. 健康食品の知識普及員継続研修

事業.茨城県栄養士会.. 2010.09.17, 結城市 

 51) 梅垣敬三: 表示、広告、マスコミ情報をどう読

む？食べものに関する情報を上手に生活に活か

そう！. 第16回食の安全都民フォーラム.東京都

福祉保健局.. 2010.09.22, 東京 

 52) 梅垣敬三: 健康食品の利用について.. 「健康食

品と上手くつきあう方法」.厚生労働省・消費者

庁.. 2010.10.01, 東京 

 53) 梅垣敬三: サプリメント等との上手な付き合い

方について.. たまがわ保健福祉交流会.世田谷

区玉川総合支所健康福祉課.. 2010.10.02, 世田

谷区 

 54) 梅垣敬三: 健康食品の利用について.. 「健康食

品と上手くつきあう方法」.厚生労働省・消費者

庁.. 2010.10.06, 大阪 

 55) 梅垣敬三: 健康食品の正しい使い方.. いわゆる

健康食品に関する県内健康食品製造業者説明会.

和歌山県環境生活部県民局.. 2010.10.07, 和歌

山市 

 56) 梅垣敬三: 健康食品の正しい使い方.. いわゆる

健康食品に関する県民参加型講習会.和歌山県環

境生活部県民局.. 2010.10.08, 海南市 
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 57) 梅垣敬三: 健康食品の正しい使い方.. いわゆる

健康食品に関する県民参加型講習会.和歌山県環

境生活部県民局.. 2010.10.09, 紀伊田辺市 

 58) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントと上手につ

きあう.. 消費生活連続講座「食」.目黒区消費

生活センター.. 2010.10.12, 目黒区 

 59) 梅垣敬三: 健康食品の利用について.. 「健康食

品と上手くつきあう方法」.厚生労働省・消費者

庁.. 2010.10.13, 福岡 

 60) 梅垣敬三: おくすり・サプリメントと見直そ

う・考えよう.. 平成２２年度健康づくり月間事

業.鶴見保健福祉センター.. 2010.10.14, 鶴見

区 

 61) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントと上手につ

きあう.. 消費生活連続講座「食」.目黒区消費

生活センター.. 2010.10.19, 目黒区 

 62) 梅垣敬三: 健康食品を上手に使うには.. 食の安

全・安心区民会議.世田谷区世田谷保健所.. 

2010.10.20, 世田谷区 

 63) 梅垣敬三: 栄養・食生活と「健康食品」．. 社

団法人群馬県栄養士会．. 2010.10.31, 前橋市 

 64) 梅垣敬三: 健康食品と上手につきあう方法．. 

群馬県健康福祉部食品安全局. 2010.11.02, 富

岡市 

 65) 梅垣敬三: 健康食品の選び方使い方．. 東京都

消費生活総合センター. 2010.11.26, 新宿区 

 66) 梅垣敬三: 健康食品の選び方使い方．. 東京都

消費生活総合センター. 2010.12.02, 立川 

 67) 笠岡(坪山)宜代, 梅垣敬三: 健康食品の種類と

選択. 福井県栄養士会生涯学習研修会. 

2010.12.11, 福井県教育センター 

 68) 梅垣敬三: 健康食品のウソ・ホント．. 東京都

立中央図書館. 2010.12.19, 港区 

 69) 梅垣敬三: 健康食品の利用の現状と消費者への

適切な情報提供について．. 横浜市健康福祉局. 

2010.12.20, 横浜市 

 70) 梅垣敬三: 食と健康について －健康食品のあ

り方－．. 古河市食生活改善推進協議会. 

2011.01.24, 古河市 

 71) 梅垣敬三: 健康食品を上手に使うには．. 文京

区消費者センター. 2011.01.28, 文京区 

 72) 梅垣敬三: 健康食品を上手に使うには．. 食の

安全・安心区民会議．世田谷区世田谷保健所. 

2011.02.08, 世田谷区 

 73) 梅垣敬三: 健康食品の安全性について．. 東京

都医師会. 2011.02.19, 千代田区 

 74) 梅垣敬三: 健康食品を考える．. 板橋区消費者

センター. 2011.02.21, 板橋区 

 75) 笠岡(坪山)宜代: 日本人の食事摂取基準（2010

年版）の活用について. 東京都西多摩保健所栄

養管理講習会. 2010.05.26, 羽村市生涯学習セ

ンターゆとろぎ、東京 

 76) 笠岡(坪山)宜代: 「日本人の食事摂取基準 

（2010年版）」～策定と活用実践編～. 江戸川

区健康部健康サービス課給食施設従事者講習会. 

2010.06.02, 江戸川区総合文化センター、東京 

 77) 笠岡(坪山)宜代: 「日本人の食事摂取基準」

（2010年版）の活用法について. 東京都栄養士

会栄養指導従事者教育事業. 2010.07.29, 東部

区民事務所 

 78) 笠岡(坪山)宜代: 日本人の食事摂取基準の活用

法について. 多摩小平保健所在宅栄養士研修会. 

2010.11.29, 多摩小平保健所 

 

【研究所が主催・共催するセミナー等】 

  1) 徳留信寛: 生活習慣病の予防とコントロール. 

栄養情報担当者（NR）研修会. 2010.10.30. 福

岡ファッションビル. 福岡市 

  2) 徳留信寛: 健康、健康増進とがん予防とコント

ロール. 栄養情報担当者（NR）研修会. 

2010.11.27. フォレスト仙台. 仙台市 

  3) 西信雄, 野末みほ, 猿倉薫子, 中出麻紀子：健

康・栄養調査技術研修セミナー～調査実践編～. 

平成２２年度独立行政法人国立健康・栄養研究

所公開セミナー. 2010.9.22, 東京 

  4) 西信雄, 野末みほ, 猿倉薫子, 中出麻紀子：健

康・栄養調査技術研修セミナー～調査実践編～. 

平成２２年度独立行政法人国立健康・栄養研究

所公開セミナー. 2010.10.18, 大阪 

  5) 西信雄, 野末みほ, 猿倉薫子, 中出麻紀子：健

康・栄養調査技術研修セミナー～食事しらべ編

～. 平成２２年度独立行政法人国立健康・栄養

研究所公開セミナー. 2010.10.5, 東京 

  6) 西信雄, 野末みほ, 猿倉薫子, 中出麻紀子：健

康・栄養調査技術研修セミナー～食事しらべ編

～. 平成２２年度独立行政法人国立健康・栄養

研究所公開セミナー. 2010.10.19, 大阪 

  7) 森田明美: NRのための健康長寿の新常識（3回シ

リーズ）第二回身体が変わる食事とは. 栄養情

報担当者（NR）協会 セミナー. 2010.06.24, 

東京 

  8) 森田明美: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用 ②総論. 食事摂取基準講演会「「日本

人の食事摂取基準」の活用と今後の展望」. 

2010.09.20, すみだリバーサイドホール（墨田

区） 

  9) 森田明美: 食事摂取基準（2010年版）の概要と

活用. 栄養情報担当者（NR）協会 平成22年度

研修会. 2010.10.03, 大阪 

 10) 森田明美: 食事摂取基準（2010年版）の概要と

活用. 栄養情報担当者（NR）協会 平成22年度

研修会. 2010.10.23, 東京 

 11) 田中茂穂: 日本人の食事摂取基準（2010年版）

の活用 ②エネルギー. 食事摂取基準講演会

「日本人の食事摂取基準の活用と今後の展望」. 

2010.09.20, すみだリバーサイドホール（墨田

区） 

 12) 江崎治: 脂質/炭水化物の代謝と最適な摂取比率. 

平成22年度 栄養情報者(NR)研修会. 2010.11.20, 

名古屋国際会議場1号館4階 レセプションホール 

(愛知） 

 13) 江崎治: 脂質/炭水化物の代謝と最適な摂取比率. 
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平成22年度 栄養情報者(NR)研修会. 2010.12.04, 

岡山コンベンションセンター2階 レセプション

ホール （岡山） 

 

【その他の講演会等】 

  1) Tokudome S. Japan colorectal tumor 

prevention (J-CAPP) study: randomized 

controlled trial by low-dose aspirin. 

Aspirin in the Chemoprevention of 

Colorectal Cancer. 2010.10.02, Berlin, 

Germany 

  2) 森田明美: 2010日本人の食事摂取基準について. 

社団法人日本メディカル給食協会 平成22年度

第1回近畿ブロック栄養士研修会. 2010.07.06 

  3) 森田明美: 新しい食事摂取基準について. 社団

法人日本フィットネス協会 ACSM CECセミナー

2010. 2010.10.29, 東京都渋谷区 

  4) 村上晴香: 自分の食行動を振り返ってみよう. 

本庄早稲田の杜ヘルスアカデミー、NPO法人健康

早稲田の杜. 2010.07.20 

  5) 村上晴香: 自分の食事バランスを知りましょう. 

本庄早稲田の杜ヘルスアカデミー、NPO法人健康

早稲田の杜. 2010.12.07 

  6) 田中茂穂: 「日本人の食事摂取基準（2010年

版）」における推定エネルギー必要量と身体活

動. スポーツサイエンス･テクノロジー2010. 

2010.12.17, 東京ビッグサイト 

  7) 門脇孝: 「これからの2型糖尿病治療の選択～優

れた血糖降下作用と低血糖の発現抑制を併せ持

つDPP-4阻害薬「エクア」～. 「エクア」記者説

明会. 2010.04.13, 東京 

  8) 門脇孝: 「インクレチンをターゲットとした2型

糖尿病治療の新しいStrategy」. ジャヌビア錠

発売記念講演会. 2010.04.20, 大分 

  9) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト」. アクトス錠発売10周年記念講演会. 

2010.04.22, 富山 

 10) 門脇孝: 「糖尿病・メタボリックシンドローム

と残された血管リスク」. 第6回肥満リスクを考

える会. 2010.04.24, 名古屋 

 11) 門脇孝: 「糖尿病治療のパラダイムシフト～

DPP-4阻害薬エクア錠への期待～」. 学術講演会

「糖尿病治療の新展開」. 2010.04.27, 福岡 

 12) 門脇孝: 「DPP-+阻害薬を含めた日本人2型糖尿

病治療の新たな治療戦略」. 武田薬品テレビ講

演会. 2010.05.11, 東京 

 13) 門脇孝: 「糖尿病治療のパラダイムシフト～

DPP-4阻害薬エクア錠への期待～」. エクア発売

記念講演会. 2010.05.14, 山口 

 14) 門脇孝: 「糖尿病治療のパラダイムシフト～

DPP-4阻害薬エクア錠への期待～」. エクア発売

記念講演会. 2010.05.20, 大阪 

 15) 門脇孝: 「糖尿病治療のパラダイムシフト～

DPP-4阻害薬エクア錠への期待～」. エクア発売

記念講演会. 2010.05.21, 横浜 

 16) 門脇孝: 「インスリン抵抗性改善を見据えた糖

尿病治療」. 第53回日本糖尿病学会年次学術集

会. 2010.05.27, 岡山 

 17) 門脇孝: 「合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦

略」. インスリンセミナー2010. 2010.06.02, 

福岡 

 18) 門脇孝: 「2型糖尿病の新しい治療戦略―インク

レチンへの期待」. 第1回明日の糖尿病治療を考

える会in Kumamoto. 2010.06.04, 熊本 

 19) 門脇孝: 「日本人2型糖尿病における治療のパラ

ダイムシフト」. ネシーナ新発売記念講演会―

糖尿病治療の新たなる幕開け. 2010.06.09, 東

京 

 20) 門脇孝: 「大規模臨床試験がもたらした教訓を

どういかすべきか」. グルコバイWEBカンファラ

ンス. 2010.06.16, 東京 

 21) 門脇孝: 「合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦

略」. アピドラ発売1周年記念講演会. 

2010.06.18, 高松 

 22) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト」. ネシーナ新発売記念講演. 

2010.06.23, 宇都宮 

 23) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト」. 第3回CMS研究会. 2010.07.01, 名古

屋 

 24) 門脇孝: 「インクレチンをターゲットとした2型

糖尿病治療の新しいStrategy」. 第1回Incretin 

Forrum in Tokyo. 2010.07.02, 東京 

 25) 門脇孝: 「2型糖尿病の統合的治療戦略」. 第22

回倉敷アンジオテンシンⅡ研究会. 2010.07.07, 

岡山 

 26) 門脇孝: 「糖尿病の病態と治療―最新の話題. 

第1回糖尿病眼合併症研究会. 2010.07.08, 幕張 

 27) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト～病態を考慮した経口糖尿病薬の使い分

け～」. 秋田県ネシーナ発売記念講演会. 

2010.07.09, 秋田 

 28) 門脇孝: 「合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦

略」. アピドラ発売1周年インスリン講演会. 

2010.07.10, 東京 

 29) 門脇孝: 「合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦

略」. アビドラ発売1周年記念講演会 特別講演. 

2010.07.17, 埼玉 

 30) 門脇孝: 「2型糖尿病の病態と治療のパラダイム

シフト～病態を考慮した経口糖尿病薬の使い分

け～」. 横浜ネシーナ発売記念講演会. 

2010.07.22, 横浜 

 31) 門脇孝: 糖尿病治療のパラダイムシフト～DPP-4

阻害薬エクア錠への期待. 富山糖尿病学術講演

会『糖尿病治療の新展開』. 2010.07.29, 富山 

 32) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. 静岡ネシーナ発売記念講演会. 

2010.07.30, 静岡 

 33) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. ネシーナ発売記念講演会. 2010.08.07, 

大阪 

 34) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ
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フト. 第12回東神戸糖尿病懇話会. 2010.08.07, 

神戸 

 35) 門脇孝: 2型糖尿病の統合的治療戦略. 第7回糖

尿病関連疾患研究会. 2010.09.15, 大宮 

 36) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療戦略‐インクレ

チン標的薬への期待. OPC‐262の2型糖尿病に対

する第Ⅲ相投与試験 研究会. 2010.09.19, 東

京 

 37) 門脇孝: 糖尿病治療のパラダイムシフト～DPP-4

阻害薬への期待～. 学術講演会：生活習慣病へ

の新たなる治療戦略. 2010.10.02, 東京 

 38) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略―インクレ

チンの有用性―. 第6回城北糖尿病セミナー. 

2010.10.14, 東京 

 39) 門脇孝: 合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦略. 

日立市学術講演会. 2010.10.26, 茨城 

 40) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. 糖尿病ネットワークフォーラム. 

2010.11.02, 東京 

 41) 門脇孝: 合併症抑制をめざす糖尿病の治療戦略. 

Medtronic Diabetes Advisory Board Meeting 

for Devise Technology. 2010.11.03, 東京 

 42) 門脇孝: 新しい糖尿病診断基準の重要性―糖尿

病の自然史を見据えた早期介入の戦略. 第9回イ

ンスリン治療フォーラム. 2010.11.04, 東京 

 43) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの

病態と治療戦略. Meet The Expert Conference. 

2010.11.05, 大阪 

 44) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの

分子機構. 協和発酵キリン腎臓シンポジウム. 

2010.11.06, 東大 鉄門記念講堂 

 45) 門脇孝: 日本人2型糖尿病における多様な病態と

治療の考え方. NESIMA Symposium 2010. 

2010.11.06, 東京 

 46) 門脇孝: 糖尿病治療のパラダイムシフト～DPP-4

阻害薬エクア錠への期待～. E-quality Meeting. 

2010.11.16, 山梨 

 47) 門脇孝: 2型糖尿病の新しい治療戦略―インクレ

チンの有用性―. 船橋市内科医科学術講演会. 

2010.11.17, 千葉 

 48) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. 小倉エリア ネシーナ発売記念講演会. 

2010.11.18, 福岡 

 49) 門脇孝: 循環器疾患を考慮した糖尿病治療. 第7

回城西循環器症例研究会. 2010.11.19, 東京 

 50) 門脇孝: PPAR標的薬と心血管代謝病. 第5回埼玉

PPAR研究会学術講演会. 2011.01.18, 埼玉 

 51) 門脇孝: 糖尿病治療のパラダイムシフト～DPP-4

阻害薬エクア錠への期待～. Diabetes Clinical 

Lecture. 2011.01.19, 東京 

 52) 門脇孝: 2型糖尿病の統合的治療戦略. 

Sitagliptin Forum in GIFU2011. 2011.01.25, 

岐阜 

 53) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. Expert Conference in Cardiology. 

2011.01.26, 東京 

 54) 門脇孝: 2型糖尿病の病態と治療のパラダイムシ

フト. ネシーナ錠併用効能追加記念講演会. 

2011.03.02, 徳島 

 55) 門脇孝: 糖尿病治療のパラダイムシフト～DPP-4

阻害薬エクア錠への期待～. 学術講演会―エク

ア錠発売1周年記念―. 2011.03.03, 福島 

 56) 門脇孝: あなたもできるメタボ対策. 動脈硬化

予防フォーラム. 2011.03.06, 東京 

 57) 江崎治: エネルギー代謝の性差(肥満予防を中心

に). 第4回 性差医療を考える会. 2010.09.02, 

山の上ホテル(東京） 

 58) 江崎治: 食品安全委員会新開発食品専門調査会

（第71回）. 内閣府食品安全委員会. 

2011.01.11, 食品安全委員会 中会議室 （東

京） 

 59) 石見佳子: 特定保健用食品の安全性評価につい

て. 特定保健用食品講習会、日本健康・栄養食

品協会. 2010.07.27, 東京 長井記念ホール 

 60) 竹林純: 上手に使おう「健康食品」. 松本法人

会女性部8月例会. 2010.08.27, (長野) 

 61) 竹林純: “食事からの抗酸化物質摂取の現状”

と抗酸化サプリのあり方. 食品開発展2010記念

セミナー. 2010.10.13, 東京 

 62) 竹林純: 特定保健用食品申請時の分析方法につ

いて. 平成22年度 第3回『特定保健用食品講習

会』. 日本健康・栄養食品協会, 2011.02.25, 

東京 

 63) 竹林純: 特定保健用食品申請時の分析方法につ

いて. 平成22年度 第3回『特定保健用食品講習

会』. 日本健康・栄養食品協会, 2011.03.04, 

大阪 

 64) 梅垣敬三: 健康食品を考える.. 講演会・シンポ

ジウム.食の安全・監視市民委員会.. 

2010.04.17, 千代田区 

 65) 梅垣敬三: 健康食品について.. 特定保健用食品

についての学習会.とちぎ食の安全ネットワー

ク.. 2010.05.11, 宇都宮市 

 66) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの基礎知識.. 

心臓手術後の生活を考える会.平成22年度総会.. 

2010.05.16, 藤沢市 

 67) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの実態と対

応.. 協会アーベント.福岡労災保険指定病院協

会.. 2010.06.22, 福岡市 

 68) 梅垣敬三: 健康食品の安全性と有効性.. にいが

た食の安全・安心に関する講演会.新潟県生活協

同組合連合会.. 2010.07.13, 新潟市 

 69) 梅垣敬三: 健康食品の現状と課題、未来への提

言.. 健康ジャーナル.. 2010.07.21, 文京区 

 70) 梅垣敬三: 食に関する知識.. 消費生活相談員養

成講座.福岡県消費者協会.. 2010.09.02, 福岡

市 

 71) 梅垣敬三: 食品表示と「健康増進法」について.. 

平成22年度消費生活セミナー.札幌消費者協会.. 

2010.09.03, 札幌市 

 72) 梅垣敬三: 特定保健用食品とは？. 第9回保健指

導士プラスワンセミナー.日本家族計画協会.. 
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2010.09.03, 墨田区 

 73) 梅垣敬三: フィトケミカルについて.. ブラッシ

ュアップセミナー in 東京.日本メディカルハー

ブ協会.. 2010.09.26, 千代田区 

 74) 梅垣敬三: 食品の安全性と有効性～機能性食品

を中心に～.. 第3回協議会検討会.国産青果物需

給拡大推進協議.. 2010.10.22, 足立区 

 75) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントに関する効

果的な情報提供．. 慶應義塾大学薬学部生涯学

習センター. 2010.11.07, 港区 

 76) 梅垣敬三: 特定保健用食品の許可取得後の情報

収集に関する調査．. 財団法人 日本健康・栄

養食品協会. 2010.11.09, 渋谷区 

 77) 梅垣敬三: サプリメントと微量栄養素．. 財団

法人 東京都福祉保健財団. 2010.11.19, 文京

区 

 78) 梅垣敬三: 健康・栄養情報や健康食品との付き

合い方．. 財団法人 東京顕微鏡院. 

2010.12.11, 新宿区 

 79) 卓興鋼: 大豆の健康効果に関するメタアナリシ

ス. 第5回 SNIJ 学術講演会. 2011.02.17, 学士

会館（東京都） 

  

 5.政府関係機関審議会、委員会等 
【厚生労働省等政府関連】 

  1) 徳留信寛: 平成22年国民健康・栄養調査企画解

析検討会構成員. 厚生労働省健康局. 2010. 

  2) 徳留信寛: 平成22年度薬事・食品衛生審議会臨

時委員. 厚生労働省医薬食品局. 2010. 

  3) 徳留信寛: 地域保健健康増進栄養部会委員. 厚

生労働省. 2010. 

  4) 徳留信寛: 薬事分科会審議会委員. 厚生労働省

医薬食品局. 2010. 

  5) 徳留信寛: 厚生科学審議会委員. 厚生労働省. 

2010. 

  6) 徳留信寛: 平成22年度ジフェニルアルシン酸に

係わる健康影響等についての臨床検討員会委員. 

環境省総合環境政策局. 2010. 

  7) 森田明美: 平成22年度国民健康・栄養調査企画

解析検討会構成員. 厚生労働省健康局. 2010. 

  8) 森田明美: 食品安全委員会添加物専門調査会専

門委員会. 内閣府食品安全委員会. 2010. 

  9) 西信雄: 健康日本２１評価作業チーム. 厚生労

働省健康局総務課生活習慣病対策室長（2011年1

月27日）. 2011. 

 10) 宮地元彦: 健康日本２１評価作業チーム. 厚生

労働省健康局総務課生活習慣病対策室長. 2011. 

 11) 宮地元彦: すこやか生活習慣国民運動推進業務

一式にかかる企画評価委員会. 厚生労働省健康

局総務課生活習慣病対策室長. 2011. 

 12) 田中茂穂: 幼児期運動指針策定委員会委員. 文

部科学省. 2010 

 13) 門脇孝: 食品の安心・安全確保推進研究事前評

価委員会委員. 厚生労働省. 2010. 

 14) 門脇孝: 科学研究費委員会専門委員. 日本学術

振興会. 2010. 

 15) 門脇孝: ターゲットタンパク研究プログラム 

プログラム連絡委員. 文部科学省. 2010. 

 16) 門脇孝: 科学技術・学術審議会専門委員. 文部

科学省. 2010. 

 17) 門脇孝: 保険医療専門審査員. 厚生労働省. 

2010.  

 18) 門脇孝: オーダーメイド医療実現化プロジェク

ト第2期推進委員会委員. 文部科学省. 2010. 

 19) 門脇孝: 内閣官房医療イノベーション推進室次

長. 2011年1月～. 2011. 

 20) 江崎治: 食品に含まれるトランス脂肪酸に係る

食品健康影響評価情報に関する調査（内閣府）

検討会 座長. . 2010. 

 21) 石見佳子: 薬事・食品衛生審議会臨時委員新開

発食品調査部会員. 厚生労働省 平成23年1月25

日. 2010. 

 22) 梅垣敬三：薬事・食品衛生審議会臨時委員新開

発食品調査部会員. 厚生労働省 平成23年1月25

日. 2010. 

 23) 梅垣敬三：医薬品の成分本質に関するワーキン

ググループ構成員. 厚生労働省医薬食品局監視

指導・麻薬対策課. 平成22年9月1日. 2010. 

 24) 西信雄: 薬事・食品衛生審議会専門委員. 厚生

労働大臣（平成23年1月25日）. 2011. 

 

【地方自治体等】 

  1) 宮地元彦: 神奈川県教育委員会 3033生涯スポ

ーツ推進委員会 委員、幹事、副委員長. 2011

年4月1日. 2011. 

  2) 田中茂穂:「子供の体力向上調査分析部会」委員. 

東京都. 2010. 

  3) 門脇孝: 東京都糖尿病医療連携協議会 会長.  

2010. 

  4) 梅垣敬三：東京都食品安全情報評価委員会委員.

平成22年5月1日. 2010. 

 

【その他】 

  1) 宮地元彦: 国民健康保険中央会 特定健診・保

健指導の実施に関するワーキンググループ委員. 

2010年4月1日. 2011. 

  2) 江崎治: 独立行政法人農業・食品産業技術総合

研究機構食品総合研究所における人間を対象と

する生物医学的研究倫理委員会 倫理委員会委

員 . 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構食品総合研究所(平成18年4月1日～平成23年

3月31日) . 2010. 

  3) 石見佳子: 食品安全委員会新開発食品専門調査

会専門委員. 内閣府食品安全委員会 平成19年

10月1日. 2010. 

  4) 石見佳子: 食品安全委員会遺伝子組換え食品等

専門調査会専門委員. 内閣府食品安全委員会 

平成19年10月1日. 2010. 

  5) 石見佳子: 科学技術・学術審議会資源調査分科

会専門委員. 文部科学省 平成21年2月. 2010. 

  6) 梅垣敬三: 食品安全委員会新開発食品専門調査

会専門委員. 内閣府食品安全委員会.平成21年10
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月1日. 2010. 

  7) 梅垣敬三: 消費者委員会専門委員（新開発食品

評価第一調査会）. 平成22年1月26日. 2010. 

  8) 梅垣敬三: 特定保健用食品の表示許可制度専門

調査会委員. 消費者委員会. 2010. 

  9) 梅垣敬三: 独立行政法人医薬品医療機器総合機

構専門委員. 平成22年4月1日. 2010. 

 10) 梅垣敬三: 独立行政法人国民生活センター商品

テスト分析・評価委員会委員. 平成21年4月1日. 

2010. 

 
 6.関連学術団体等への貢献 
【理事等の役員】 

  1) 徳留信寛: 独立行政法人農業・食品産業技術総

合研究機構食品総合研究所. アドバイザリー・

ボード委員. 2010. 

  2) 徳留信寛: 特定非営利活動法人日本栄養改善学

会. 評議員. 2010. 

  3) 徳留信寛: 健康・体力づくり事業財団評議員. 

2010. 

  4) 徳留信寛: ヒューマンサイエンス振興財団評議

委員. 2010. 

  5) 熊江隆: 体力・栄養・免疫学会 理事. 平成２

２年８月２９日. 2010. 

  6) 門脇孝: 日本肥満学会（理事）. . 2010. 

  7) 門脇孝: 日本病態栄養学会（理事）. . 2010. 

  8) 門脇孝: 日本糖尿病合併症学会（幹事）. . 

2010. 

  9) 門脇孝: 日本内分泌学会（理事）. . 2010. 

 10) 門脇孝: 日本糖尿病協会（理事）. . 2010. 

 11) 門脇孝: 日本糖尿病学会（理事長）．．2010. 

 12) 門脇孝: 日本糖尿病・肥満動物学会（理事

長）. . 2010. 

 13) 門脇孝: 日本体質医学会（常任理事）. . 2010. 

 14) 門脇孝: 日本適応医学会（評議員）. . 2010. 

 15) 門脇孝: 日本臨床分子医学会（評議員）. . 

2010. 

 16) 門脇孝: 日本再生医学会（評議員）. . 2010. 

 17) 門脇孝: 日本内科学会. . 2010. 

 18) 門脇孝: 日本生化学会. . 2010. 

 19) 門脇孝: 日本分子生物学会. . 2010. 

 20) 門脇孝: American Diabetes Association 

American Endocrine Society. . 2010. 

 21) 梅垣敬三: 日本栄養食糧学会理事. 2010. 

 22) 西信雄: 日本疫学会監事. 2010年1月. 2010. 

 23) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究運営部会 

部会長. （平成21年６月～現在）. 2010.  

 

【学会誌等の雑誌編集委員】 

  1) 森田明美: 臨床栄養編集委員. 医歯薬出版株式

会社. 2010. 

  2) T.Utsugi M :Public Health Nutrition 雑誌編集

委員.2010. 

  3) 熊江隆：体力・栄養・免疫学雑誌. 編集委員 

  4) 門脇孝: J. Clin. Invest., Editorial Board. 

平成14年4月&#12316;. 2010. 

  5) 門脇孝: Metabolic Syndrome and Related 

Disorders, Editorial Board. 平成14年4月

&#12316;. 2010. 

  6) 門脇孝: The Journal of Endocrine Genetics, 

Editorial Board. 平成15年1月&#12316;. 2010. 

  7) 門脇孝: Diabetes, Obesity and Metabolism, 

Editorial Board. 平成16年1月&#12316;. 2010. 

  8) 門脇孝: Current Diabetes Reviews, Editorial 

Board. 平成16年6月&#12316;. 2010. 

  9) 門脇孝: Diabetes Care, Editorial Board. 平

成19年1月&#12316;. 2010. 

 10) 門脇孝: The Journal of Clinical 

Endocrinology & Metabolism, Editorial Board. 

平成19年10月&#12316;. 2010. 

 11) 門脇孝: Best Practice & Research Clinical 

Endocrinology & Metabolism, Editorial Board. 

平成19年10月&#12316;. 2010. 

 12) 門脇孝: Journal of Diabetes, Editorial 

Board. 平成21年1月&#12316;. 2010. 

 13) 門脇孝: Journal of Diabetes Investigation, 

Executive Editor. 平成22年1月&#12316;. 2010. 

 14) 門脇孝: Diabetology International, 

Editorial Board Member. 平成22年3月4日

&#12316;. 2010. 

 15) 石見佳子: Editrial Board: J. Bone Miner. 

Metab.. . 2010. 

 16) 西信雄: 日本疫学会Journal of Epidemiology編

集委員. 2007年1月. 2010. 

 17) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会雑誌 論文委員. 

（平成22年～現在）. 2010. 

 

【その他】 

1) 森田明美: 科学研究課題及び学術研究助成対象

者の選考審査における専門委員. 財団法人すか

いらーくフードサイエンス研究所. 2010. 

  2) 石見佳子: 日本栄養・食糧学会関東支部常任幹

事. . 2010. 

  3) 石見佳子:（社）農林水産先端技術産業振興セン

ター 食品産業技術ロードマップ策定専門部会

委員（2010年10月～2011年3月） 

  4) 西信雄: 社団法人日本循環器管理研究協議会主

催第23回日本循環器病予防セミナーチューター

（2010年8月2日から8月5日）. . 2010. 

  5) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究教育協議

会 副協議会長. （平成22年～現在）. 2010. 

  6) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 国際交流委員. 

（平成22年～現在）. 2010. 

  7) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 栄養士制度検

討会臨地実習500時間カリキュラムワーキング委

員. （平成22年～現在）. 2010.   

 
 7.併任、非常勤講師等 
【厚生労働省等との併任】 

    該当無し 
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【大学の客員教授・非常勤講師等】 

  1) 徳留信寛: 名古屋市立大学大学院医学研究科連

携大学院教授（健康栄養政策学） 

  2) 坪田恵:日本ウェルネス歯科専門学校.非常勤講

師.2010 

  3) 河嶋伸久: 日本ウェルネス歯科専門学校.非常勤

講師.2010 

  4) 野末みほ：女子栄養大学,非常勤講師．2010. 

  5) 熊江隆: 東京農業大学 客員教授. 2010. 

  6) 熊江隆: 関東学院大学人間環境学部 非常勤講

師. 2010. 

  7) 宮地元彦: 早稲田大学生命医療工学研究所 招

聘研究員. 2010. 

  8) 宮地元彦: 静岡県立大学 食品栄養学部 運動

生理学 非常勤講師. 2010. 

  9) 宮地元彦：鹿屋体育大学 体育学部 客員教授.  

2010. 

 10) 田中茂穂: 早稲田大学スポーツ科学学術院 客員

教授・グローバルCOEプログラム事業推進担当

者. 2010. 

 11) 田中茂穂: お茶の水女子大学大学院人間文化創

成科学研究科 客員准教授. 2010. 

 12) 田中茂穂: お茶の水女子大学文教育学部 非常勤

講師. 2010. 

 13) 田中茂穂: 首都大学東京 非常勤講師. 2010. 

 14) 石見佳子：東京農工大学客員教授.2010. 

 15) 石見佳子：早稲田大学客員教授.2010. 

 16) 山内淳：日本女子大学非常勤講師.2010. 

 17) 梅垣敬三: 京都女子大学非常勤講師.2010. 

 18) 梅垣敬三: 慶応大学薬学部非常勤講師.2010. 

 19) 梅垣敬三: 十文字学園女子大学非常勤講師.2010. 

 20) 西信雄: 国立大学法人愛媛大学 統計学 非常

勤講師. (平成22年9月24日～平成23年2月28日) 

 21) 笠岡（坪山）宜代：人間総合科学大学大学院 

分子栄養学特講 非常勤講師（平成22年4月1日

～平成23年3月31日） 

 22) 三好美紀：聖母大学、非常勤講師．2010.4.1-

2010.9.30 

 23) 三好美紀：県立広島大学大学院．非常勤講師．

2010.4.1-2010.9.30 

 

【その他】 

  1) 熊江隆: 財団法人 日本産業廃棄物処理振興セ

ンター 産業廃棄物に関する講習会の講師. 平

成２２年４月１日. 2010. 

  2) 門脇孝: 独立行政法人 国立国際医療研究セン

ター理事. . 2010.   

 
 8.国際貢献 
【海外への派遣による科学・技術協力】 

  1) 西信雄, 笠岡(坪山)宜代: ＷＨＯ 西太平洋事

務局（ＷＰＲＯ）における国際協力体制構築に

関するミーティング. 2011. 

 

【海外からの研究者の受け入れ・指導】 

  1) 門脇孝, 窪田哲也: 中国の長春における糖尿病

患者の罹患率、及びKCNQ1遺伝子多型とQT延長に

ついて. 若手外国人研究者招へい事業. 2010 . 

  2) 西信雄: 日本人集団における血清フェリチンと

インスリン抵抗性の関連. 若手外国人研究者招

へい事業. 2010 . 

  3) 宮地元彦, 田中茂穂, 野末みほ, 三好美紀: 

JICAエチオピア「母子保健栄養改善事業」カウ

ンターパート研修受入. 女子栄養大学. 2011.  

 

【国際会議への対応】 

  1) 門脇孝: AMPK: CENTRAL REGULATORY SYSTEM IN 

METABOLISM & GROWTH . Organizer of 2010 

FASEB Research Conference. 2010. 

  2) 石見佳子: 栄養・特殊用途食品部会及び物理的

作業部会に出席. FAO/WHO合同食品規格委員会

（コーデックス委員会）. 2010. 

  3) Nishi N: Pacific Food Summit. WHO. 2010, 

Port Vila, Vanuatu. 

  4) 清水誠, 山本茂, 徳留信寛, 吉池信男, 西信雄, 

笠岡(坪山)宜代, 三好美紀, 他: IUNS 栄養学の

リーダーシップ育成国際ワークショップ 開催. 

2010. 

  5) Nishi N: Nutrition, Diet & Lifestyle: 

Scaling Up Action in the Pacific. WHO. 2010, 

Guam. 

 

【その他】 

 1) 西信雄, 笠岡(坪山)宜代: ＷＨＯ ＧＥＭＳ／

Ｆｏｏｄプログラム GEMS/Food Collaborating 

Institutions としてＷＨＯより認定. 2011. 

 

 9.知的財産権等 
     該当無し 
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Ⅳ 資  料 

1. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、独立行政法人国立健康・栄養研

究所が達成すべき業務運営に関する目標(以下「中期目標」という。)を次のとおり定める。 
 
 平成 18 年 3 月 1 日 

厚生労働大臣 川崎二郎 
 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の栄養・食生活、運動と健康との関

わりについて、基礎から応用に至るまでの調査及び研

究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験研究機関

であることから、国民の健康・栄養状態及び QOL(生
活の質)の向上に直接あるいは間接的に寄与すること

のできる調査及び研究を効率的に行い、国民の健康と

福祉のために貢献することが重要である。 
 そのため、特にヒトを対象とした研究に関して、わ

が国の大学・研究機関の中心的存在として、総合的・

統合的な研究を推進するとともに、研究者を育成する

役割を果たすことを求める。 
 また、厚生労働行政上の重要な健康・栄養施策を推

進する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によっ

て示し、それらを専門的立場から要約して発信すると

ともに、健康科学・栄養学領域において、アジア地域

への貢献を含め、国際的なリーダーシップを担うこと

を期待する。 
 

第１ 中期目標の期間 
 独立行政法人通則法(以下「通則法」という。)第 29
条第 2 項第 1 号の中期目標の期間は、平成 18 年 4 月 1
日から平成 23 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 
 

第２ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項 

 通則法第 29条第 2項第 3号の国民に対して提供する

サービスその他の業務の質の向上に関する事項は、次

のとおりとする。 
1. 研究に関する事項 
(1) 重点調査研究に関する事項 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特化・

重点化して研究を行うこと。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項 
ア 科学技術基本計画(仮称)に沿って、研究機関とし

て独自性の高い基礎的・応用的研究を行うこと。 
イ 研究の成果をより広く社会に還元するために、食

育推進基本計画(仮称)に資する調査研究を推進し、

専門家(管理栄養士等)への情報提供を行うこと。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項 
ア 健康・栄養に関する施策、ガイドライン等の科学

的根拠につながる質の高い研究を行い、研究成果を

論文等を通じて社会に発信・還元を行うこと。 
イ 調査・研究の成果を社会に還元するために、知的

財産権の取得・開示を行うこと。 
ウ 健康・栄養関連の専門家を対象としたセミナー、

一般向けの講演会等を開催すること。 
エ 研究所の一般公開を実施するとともに、中学校・

高等学校等からの見学にも積極的に応じること。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項 
ア 独立行政法人という組織形態の利点を最大限活か

した研究資金等の運用及び人的資源の配置により、

研究・業務の効率化を図ること。 
イ 国内外の産業界を含む健康・栄養・食品関係の機

関との共同研究の拡充等を目的として、研究所研究

員の派遣及び他機関等の研究員の受入れをより積極

的に行うこと。 
ウ 大学及び民間企業等との連携・協力により、研究

者の交流を進め、人材の養成と資質の向上を図るこ

と。 
エ 調査及び研究の円滑な実施が図られるよう、適切

な措置を講ずるとともに、他機関との共同研究及び

受託研究において、双方の研究施設及び研究設備の

稼働状況に応じた共同利用を図ること。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項 
ア 国民健康・栄養調査の実施に関する事務のうち、

集計事務については、「健康日本 21」、都道府県健康

増進計画等の政策ニーズに適時対応して、迅速かつ

効率的に集計を行うこと。 
 また、外部委託のより積極的な活用、高度集計・

解析システムの活用等により効率化を図る。 
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イ 厚生労働省が収去した特別用途表示及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確に実施する。また、

特定保健用食品の関与成分等、新たな食品成分の分

析技術及びそれらの分析に用いる食品成分の標準品

等を規格化すること。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項 
ア 関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社会

的・行政ニーズを把握すること。 
イ ホームページ等を通じて国民からのニーズを把握

すること。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項 
ア 国際栄養協力体制を充実強化し、特にアジア地域

における国際貢献と学術的ネットワークの構築を行

うことにより、国際社会における役割を果たすこと。 
イ 産学連携推進機能の強化、寄附研究部門の充実等

により、産学連携をより一層進め、研究成果の社会

への還元と知的財産の獲得を目指すこと。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)が社会的役割

を果たすことができるよう、研修や情報提供等を通じ

てその質的向上を図るとともに、実際の業務内容のモ

ニタリング等を行い、制度や研究所の関与のあり方に

ついて検討すること。 
3. 情報発信の推進に関する事項 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うための体制

を強化し、対外的な業務の推進を図ること。 
(2) 研究所の活動状況に関する情報をホームページを

介して広く公開すること。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、研究所

報告やニュースレターの刊行及び電子メディアで

の配信により公開すること。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行うこと。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項 

 通則法第 29条第 2項第 2号の業務運営の効率化に関

する事項は次のとおりとする。 
1. 運営体制の改善に関する事項 
(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡を密にし、執行体制を強化す

ること。 
(2) 研究企画及び評価に関わる機能及び体制の強化を

図り、研究業務の包括的、計画的な実施を進める

こと。 
(3) 業務の確実な実施のため、各研究・業務に関する

内部進行管理及び評価を行うこと。 
(4) 法人運営に関して透明性を確保するとともに、国

民に向けての説明責任を全うするため、広報体制

を強化し、迅速な情報公開に努めること。 
(5) 外部資金の獲得に積極的に取り組むとともに、経

費節減や現況資源の有効利用を進めること。 

2. 研究・業務組織の最適化に関する事項 
(1) 業務効率化の観点から、研究部組織体制の見直し

を行い、その最適化を図ること。 
(2) 他機関との連携・交流を強化し、組織の活性化を

目指すこと。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づく業務に対して

適切に職員を配置し、効率的に研究業務を行うこ

と。 
(2) 研究職員の個人評価の結果を昇級・昇任等、給与

面に反映させること。 
(3) 研究職員の流動化計画に沿って原則公募制・任期

制により採用を行い、研究者層の向上を図ること。 
(4) 事務職員についても適切に評価を行い、資質の向

上と業務の効率化を図ること。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項 
(1) 業務の効率化を図るため、事務書類の簡素化、電

子化、事務作業の迅速化を進めるとともに、定型

的な業務でアウトソーシング可能なものについて

は外部委託を行うこと。 
(2) 事務職員については、研修会やマネジメントセミ

ナー等を通じ、研究所経営への参加意識を高める

とともに、業務意識の高揚を図ること。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図ること。 
5. 評価の充実に関する事項 
(1) 毎年度内部評価委員会において、主要な研究業務

に関して内部評価を実施すること。 
(2) 第三者による外部評価委員会により、年度計画の

事前及び事後評価を行うこと。 
(3) 評価に関する結果は、ホームページで公開するこ

と。 
(4) 研究職員について自己点検・評価を行うとともに、

できるだけ客観的な指標に基づく評価を毎年実施

すること。 
6. 業務運営全体での効率化 
 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費は除く。)については、中期目標期間の

最終年度までに、平成 17 年度を基準として 10％以上

の削減を達成すること。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」(平成 17
年 12 月 24 日閣議決定)を踏まえ、平成 18 年度以降の

5 年間において、国家公務員に準じた人件費削減の取

組を行うこと。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを進めること。 
 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。)については、中期目標期間の最終年度までに、

平成 17年度を基準として 5％以上の削減を達成するこ

と。 
 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
 通則法第 29条第 2項第 4号の財務内容の改善に関す

る事項は、次のとおりとする。 
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1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的獲得

を図ること。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用及び研究成果の社会への還元を目的とした出版

等を行うことにより、自己収入の増加を図ること。 
2. 経費の抑制に関する事項 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費も含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図ること。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の節減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図ること。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項 
 通則法第 29条第 2項第 5号のその他の業務運営に関

する重要事項は、次のとおりとする。 
(1) セキュリティの確保 
 情報セキュリティの強化と利用者への情報提供等の

利便性の向上を図ること。 
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2. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、平成 18 年 3 月 1 日付けをもって

厚生労働大臣から指示のあった独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標を達成するため、同法第 30 条の規定

に基づき、次のとおり、独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画を作成する。 
 
 平成 18 年 4 月 1 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の健康・栄養状態及び QOL(生活の

質)の向上への貢献という目的を踏まえ、短期的・中期

的・長期的な視点から重点的に行う研究課題を選択す

るとともに、研究所の社会的役割を踏まえつつ、独自

性の高い研究や将来に向けて発展が期待される萌芽

的・創造的な研究の推進に努める。 
 

第１ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 重点調査研究に関する事項を達成するための措置 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特化・

重点化して研究を行う。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
 運動・身体活動による生活習慣病の一次予防、食

事と遺伝的因子の相互作用の解明並びに運動と食事

とによるテーラーメード予防法に関して、ヒトを対

象とした試験、動物や細胞等を用いた実験を行う。

特に糖尿病及びメタボリックシンドロームの一次予

防に資する調査及び研究に特化・重点化する。 
a  運動・身体活動による生活習慣病予防、運動と

食事指導の併用を行った場合の効果等について、

実験的、疫学的な調査及び研究を行う。これによ

り食事摂取基準、運動基準等を作成するための科

学的根拠の提示を行う。 
b  遺伝子改変動物を用いて、運動や食事指導によ

ってメタボリックシンドローム及び生活習慣病が

いかに予防されるのかを、遺伝子解析等による分

子レベルでの機序解明を試み、運動と食事指導に

よる生活習慣病のテーラーメード予防法の開発に

資する科学的根拠を提示する。 
c  ヒトを対象として、基礎代謝量と遺伝素因の相

互作用や遺伝子多型と各栄養素摂取量、身体活動

量等との関係を明らかにし、生活習慣病発症の遺

伝、環境リスクの相互関係を解明する。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 

 日本人の食生活の多様性を科学的に評価するため

の指標及び調査手法を開発し、それが健康に及ぼす

影響について疫学的な調査及び研究を行う。特に日

本人の食事摂取基準等の科学的根拠となるデータの

蓄積と｢健康日本 21｣の評価への応用という点を重

点目標とする。 
a  栄養に関する実践において最も基本的かつ重要

な指針である「食事摂取基準」について、平成 20
年度に予定される改定作業に向け、系統的レビュ

ーを平成 19 年度まで重点的に行う。また、今後の

改定に向けて、ヒトを対象とした疫学的研究及び

基本的情報の収集等を継続的に行う。 
b  「健康日本 21」推進のためには、効果的な運動・

食事指導プログラムの開発と普及や、国及び地方

自治体での適切な指導効果の評価の実施等が重要

であることから、これらの手法の開発、国民健康・

栄養調査の機能強化及びデータ活用に資する検討

を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
 「健康食品」に含まれる食品成分の有効性及び健

康影響に関して、実社会における使用実態等を把握

するとともに、ヒトに対する影響を評価する手法を

開発する。その結果を幅広く公開し、「健康食品」に

関わるリスクコミュニケーションに資するデータベ

ースの更新及び充実を継続して行う。 
a  保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用

実態等の情報を収集・把握し、栄養表示及び健康

表示の側面から、健康影響について調査検討する。 
 また、栄養素以外の食品成分から広く健康影響

を持つ食品素材をスクリーニングして、そのヒト

における有効性評価について細胞モデル及び動物

モデルを用いて検討する。 
b  「健康食品」に関する正しい知識の普及と健康

被害の未然防止並びに拡大防止を目的に、公正で

科学的な健康食品の情報を継続的に収集・蓄積し、

幅広く公開する。 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 
ア 研究所の研究能力を向上させ、将来、その応用・

発展的な展開を可能とするために、関連研究領域に

おける基礎的・独創的・萌芽的研究を行う。 
イ コホートを設定し、介入研究による栄養教育の成

果を研究する。食育及び栄養ケアマネジメントに関
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して、行政、他機関と協力してエビデンス作りを図

る。また、管理栄養士等保健従事者の教育及び情報

の提供方法を研究する。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 

 調査及び研究の成果の普及を図るため、学術誌へ

の学術論文の投稿、シンポジウム、学会等での口頭

発表を行う。 
 これらについては、中期目標期間内に、学術論文

の掲載を 250 報以上、口頭発表を 750 回以上行う。 
 なお、口頭発表は、海外においても積極的に行う。 

イ 知的財産権の活用 
 調査及び研究の成果については、それらが知的財

産につながるかどうかのスクリーニングを行い、中

期目標期間内に 20 件以上の特許出願を行う。 
 取得した特許権の実施を図るため、特許権情報の

データベースをホームページ上に公開する。 
 また、非公務員化の利点を活用し、研究所が所有

する知的財産の活用、又は所有する情報等を用いた

共同研究を民間企業及び大学等と積極的に行うこと

とし、毎年 2 件以上の増加を目標とする。 
ウ 講演会等の開催 
 健康・栄養関連の専門家向けのセミナー、幅広い

人々を対象とした講演会等をそれぞれ年 1 回以上開

催し、調査及び研究の成果を社会に還元する。 
 また、関係団体が実施する教育・研修プログラム

への職員の派遣を積極的に推進する。 
 一般及び専門家からの電話、メール等による相談

を受けるとともに、それらの相談に適切に対応する。 
エ 開かれた研究所への対応 
 幅広い人々に研究所の業務について理解を深めて

もらうことを目的に、年 1 回オープンハウスとして

研究所を公開する。 
 また、健康と栄養に興味を抱かせ、将来、栄養学

研究を担う人材の育成に資するよう、「総合的な学習

の時間」による中学・高校生等の見学を積極的に受

け入れる。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた 

めの措置 
ア 研究・業務の効率的な実施という観点から、研究

員、研究補助員の配置を戦略的に行う。 
 研究所として重点的に実施すべき調査及び研究並

び法律に基づく業務については、研究業務費を適切

に配分し、確実な業務の執行に努める。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で従前か

ら実施している共同研究に加え、新たな共同研究等

を積極的に推進するため、民間企業、大学等へ研究

所研究員を派遣するとともに、資質の高い研究員を

受け入れる。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 20 名程度受け入れ、研究所が所有する情

報・技術等を提供するとともに、研究員を広く大学

院や関係機関等に年間 5 名程度派遣し、研究所の持

つ情報・技術等を社会に還元する。 

 また、国内外の若手研究員等の育成に貢献するた

め、博士課程修了者、大学院生、他機関に属する研

究員等を継続的に受け入れるための体制の充実を図

る。また、連携大学を増やし、兼任教授の派遣を行

うとともに、若手研究員の指導・育成を行うため、

求めに応じ、研究所研究員を他機関へ派遣する。 
エ 施設・設備について、自らが有効に活用するとと

もに、「独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利

用規程」に基づき、大学、他研究機関による共同研

究等での外部研究者等の利用に供する。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 国民健康・栄養調査の集計事務については、政策

ニーズに対応した迅速かつ効率的な集計を行う。具

体的には、当該年度の集計事務を調査票のすべてを

受理してから 7 ヶ月を目途(ただし、調査項目に大幅

な変更が生じない場合に限る。)に行う。 
 また、外部委託、高度集計・解析システムの活用

等により、効率的な集計を行うことにより、経費の

削減を図る。 
 さらに、都道府県等が行う健康・栄養調査に対す

る支援を含めて関連する技術的な事項について、研

究所がより積極的に対応する。 
 特に、平成 22 年度に行われる都道府県等健康増進

計画の最終評価に向けて、調査結果の活用、評価手

法等について、平成 20 年度までに重点的に技術支援

を行う。 
イ 厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確かつ迅速に実施す

る。 
 特別用途食品の許可に係る試験業務について、分

析技術が確立している食品成分の試験業務は、検体

の受理から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うこと

を目指す。 
 また、分析技術の確立していない特定保健用食品

の関与成分等の新たな食品成分への技術的対応につ

いては、他登録試験機関での応用も可能な分析技術

の規格化及び当該食品成分の標準品の開発の実現を

図る。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等か

ら直接的に研究所に対する要望等を伺う機会を年 6
回程度設け、社会的ニーズを把握する。さらに、業

務関連行政部局との間で、定期的な情報及び意見等

を交換する場を設け、行政ニーズを把握する。 
 また、国、地方自治体、国際機関等より、専門的

な立場からの技術的な協力、指導等の求めには積極

的に応じて研究員を派遣し、研究所における調査及

び研究の成果が適切に施策等に反映できるよう努め

る。 
イ 研究所に対する意見、要望等をホームページやセ

ミナー等の参加者を通じて把握し、その内容を検討
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し、可能な限り業務に反映させる。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 
ア アジア諸国との間で、栄養調査、栄養改善及び健

康づくり等に関する共同研究において中心的な役割

を果たすとともに、WHO 西太平洋地域における協

力センターの設置(平成 19 年度を目途)に向けての

準備を行う。 
 また、研究者養成及び共同研究の促進を図るため、

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」により、

年間 2 名程度の若手研究者に研究所での研修機会を

提供するとともに、アジア地域の研究者を交えたシ

ンポジウムの開催等を行い、アジア地域における栄

養学研究基盤の強化に寄与する。 
イ 民間企業、大学等の複合的な連携を強化するとと

もに、寄附研究部門の充実を図る。 
 これにより、研究所の研究成果と社会ニーズの橋

渡し、新たな展開・応用を図るとともに、知的財産

の獲得を積極的に行う。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項を達成す

るための措置 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)が、保健機能

食品等の利用に関して、消費者に適切に情報を提供し、

消費者が気軽に相談できる者となれるよう、研修や情

報提供等を通じてその質的向上を図る。 
 また、中期目標期間開始より 3 年以内に、NR の実

際の業務内容、社会でのあり方についてモニタリング

を行う。この結果に基づき、制度のあり方や研究所の

係わりについて検討を行い、中期目標期間終了までに

結論を得る。 
 NR 事務業務について、効率的かつ的確な業務が実

施できるよう見直しを行う。また、外部委託が可能な

業務については、アウトソーシングを行う。 
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うとともに、

対外的な業務の推進を図るための組織整備を行う。 
(2) ホームページに研究所の活動状況を積極的に配信

し、ホームページの掲載内容をより充実させる。

ホームページアクセス件数は、中期目標期間中、

毎年 50 万件程度を維持させる。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、毎年度

1 回研究報告としてとりまとめるとともに、最新

の研究成果やトピックス等を紹介したニュースレ

ターを年 4 回刊行する。 
 また、これらについては、ホームページ上で公

開するとともに、電子メディアでの配信も行う。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行う。 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措  
置 

(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡調整を密にし、執行体制を強

化する。 
また、研究所運営に対する研究所職員の意識を高

めるため、研究所運営に関する必要な情報の共有

化を図る。 
(2) 研究部門間での連携を強め、異なる研究分野から

の情報や研究手法を積極的に利用して戦略的な事

業の立案・実施を図る。 
(3) 調査及び研究業務の効率的かつ確実な推進を図る

ため、所内報告会等により各業務の進捗状況を把

握し、適切な評価を行い、その結果を計画的・効

率的な業務の遂行に反映させる。 
また、所内イントラネットを活用し、業務の進捗

状況管理等の効率化を図る。 
(4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律(平成 13 年法律第 140 号)に則り、積極的な情報

公開を行う。 
(5) 研究所の経営基盤の安定化のため、外部資金の獲

得に積極的に取り組むとともに、経費の節減や研

究所の所有する設備等の有効利用を進める。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究所が中期計画の中で重点的に行う調査及び研

究並びに法律に基づく業務に関して、業務量や集

中的に遂行すべき時期等を勘案しながら研究及び

業務チームを組織する。 
非公務員型の利点を生かして柔軟に組織の見直

し・改編を行うこととし、従来の部体制から中期

目標に掲げる業務を行うためのプログラム等を設

け、各々が独立した形での業務運営を行う。 
また、組織の見直し・改編後、毎年、その効果を

検証する。 
(2) 民間企業、大学等との連携・交流を積極的に行い、

研究員の交流を進め、人材の養成と資質の向上に

努めることにより、組織の活性化を図る。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づき実施すべき業

務については、業務運営の効率性を勘案しながら

も、必要な人員を十分に担保した上で組織体制を

構築する。 
(2) 非公務員型への移行のメリットを最大限に活かし

た柔軟な人事システムを構築し、研究職員の個人

評価の結果を昇級・昇任等の処遇及び給与面に反

映させる。 
(3) 研究員の採用に当たっては、「独立行政法人国立健

康・栄養研究所における研究者の流動化計画」に

沿って、原則として公募制、任期付の採用を行う。 
研究所が重点的に推進する調査及び研究業務が着
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実に成果が挙げられるよう、資質の高い人材を広

く求める。また、資質の高い人材については、任

期中の実績評価に基づき、任期を付さない形での

採用を行う。 
さらに、外国人及び女性研究者が業務に従事しや

すい環境づくりを推進し、外国人及び女性職員の

採用も可能な限り行う。 
(4) 事務職員の質の向上を図るため、研究員と同様に

評価を行うこととし、その評価システムとして自

己評価による評価を行い、その結果を昇給・昇任

等に反映する。 
※人事に関する指標 
 期末の常勤職員数は、期初の 100％を上限とする。 
(参考 1 ) 期初の常勤職員数 47 名 
     期末の常勤職員数 47 名(以内) 
(参考 2 ) 中期目標期間中の人件費総額 
     2,335 百万円(見込) 
 ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、

職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際派遣

職員給与に相当する範囲の費用である。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究組織体制の見直しに併せて、業務の効率化を

図るため、事務部門の組織を見直す。この際、事

務部門に研究員の研究成果の積極的な活用や、対

外的な業務を担う業務課(仮称)を設け、研究員が

最大限の成果を得られるようにする。 
また、権限の明確化及び決裁プロセスの短縮化に

より、意志決定の迅速化を図るとともに、事務作

業の迅速化、事務書類の簡素化、電子化等を進め

る。さらに、定型的な業務でアウトソーシング可

能なものについては外部委託を進める。 
(2) 事務職員については、研究所で働く者として必要

な法令・知識を習得するための各種研修会やセミ

ナー等への参加を充実させ、職員が働きやすく自

己能力を最大限発揮できるような職場環境の整備

を推進する。 
これにより、研究所経営への参加意識を高め、業

務の質の向上及び効率化の一層の推進を図る。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図る。 
5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 毎年度内部評価委員会を開催し、主要な研究業務

に関して、内部評価を実施し、研究業務の確実な

実施及び効率化に資する。 
(2) 柔軟かつ競争的で開かれた調査及び研究環境の実

現や経営資源の重点的・効率的配分に資するため、

外部の専門家等の評価者による外部評価を毎年度

2 回程度実施する。 
(3) 内部及び外部評価結果は、ホームページ上で公表

するとともに、組織や施設・設備の改廃等を含め

た予算・人材等の資源配分に反映させる等、調査

及び研究活動の活性化・効率化に積極的に活用す

る。 
(4) 研究員については、自己点検・評価を行うととも

に、可能な限り客観的な指標に基づき評価を行う。 
また、理事長は自ら全研究員との面談を行い、適

切かつ公平な評価を行う。 
さらに、評価の結果は各職員にフィードバックす

るとともに、所内イントラネットを活用して、各

研究の研究業績を公開し、評価の透明性の確保に

努める。 
6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。)については、中期目標期間中、

毎年度、2％以上削減し、中期目標期間の最終年度まで

に、平成 17 年度を基準として 10％以上の削減を達成

する。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」(平成 17
年 12 月 24 日閣議決定)を踏まえ、中期目標期間の最終

年度までに平成 17年度を基準として 5％以上の削減を

達成する。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを行う。 
 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。)については、中期目標期間中、毎年度、1％以

上削減し、中期目標期間の最終年度までに、平成 17
年度を基準として 5％以上の削減を達成する。 
 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的な獲

得を図り、外部研究資金、その他の競争的資金の

募集等に積極的に参加し、その増加に努める。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用並びに研究成果の社会への還元を目的とした出

版等を行うことにより、自己収入の確保につなげ

る。 
また、「独立行政法人国立健康・栄養研究所施設・

設備等利用規程」に基づき、地域住民等への施設

開放を行い、研究所の設備等の効率的な利用に努

め、併せて自己収入の増加に寄与する。 
2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費を含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図る。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の削減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費についても、法令

集の追録購入中止等により削減を図る。 
 

第４ 予算(人件費の見積りを含む。)、収支
計画及び資金計画 

1. 予算 
   別紙 1 のとおり。 
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2. 収支計画 
   別紙 2 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 3 のとおり。 
 

第５ 短期借入金の限度額 
1. 限度額 
   100,000,000 円 
2. 想定される理由 
ア 運営費交付金等の受入れの遅延等による資金の不

足 
イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給 
ウ その他不測の事態により生じた資金の不足 
 

第６ 重要な資産を譲渡、又は担保に供する
ときは、その計画 

 該当なし。 
 

第７ 剰余金の使途 
ア 研究環境の整備に係る経費 
イ 職員の資質向上に係る経費 
ウ 知的財産管理、技術移転に係る経費 等 
 

第８ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に努

める。 
(2) 施設及び設備に関する計画 
 該当なし。 
(3) 積立金処分に関する事項 
 該当なし。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 Ⅳ 資      料 69

（別紙１）

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

収入

  運営費交付金 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業収入 189
　寄附金収入 160
　雑収入 21
　計 5,359
支出

　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109

受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160

　計 5,359
〔人件費の見積り〕期間中総額２，３３５百万円を支出する。

　　　　　　　　　ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過

　　　　　　　　　勤務手当、教職者給与及び国際派遣職員給与に相当する範囲の費用である。

〔運営費交付金の算定ルール〕：別紙１－１

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

中期計画（平成１８年度～平成２２年度）の予算
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（別紙 1－1) 
 

運営費交付金の算定ルール 
 
 1. 平成 18 年度 

 平成 18 年度は、平成 17 年度運営費交付金の額に各経費にかかる効率化係数に基づき算出し、非公務員化

に伴う新たな経費を加え、合理化額を減額し算出した。 
 2. 平成 19 年度以降 
   次の算定式による。 
 

運営費交付金＝人件費＋一般管理費＋業務経費＋特殊要因－自己収入 

 
○ 人件費＝当該年度基本給等（A）＋退職手当（S） 

   Ａ：基本給、諸手当、共済組合負担金等の人件費（退職手当を除く）をいい、次の式により算出する。 
 
    A＝〔｛（P1×α×β）＋（P2×β）＋P3｝×γ１〕＋（P4×γ2） 
     A ：当該年度基本給等 
     P1 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けるもの 
        （労働保険料を除く） 
     P2 ：前年度の基本給中給与改定の影響を受けるもの 
     P3 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けないもの 
     P4 ：労働保険料 
     α ：運営状況等を勘案した昇給原資率 
     β ：運営状況等を勘案した給与改定率 
     γ1 ：効率化係数（人件費（労働保険料を除く）） 
     γ2 ：効率化係数（労働保険料） 
 
  ○ 一般管理費＝（一般管理費（B）×γ3×δ） 
     B  ：前年度一般管理費 
     γ3 ：効率化係数（一般管理費） 
      δ ：消費者物価指数 
 
  ○ 業務経費 ＝（業務経費（C）×γ4×δ） 
     C  ：前年度業務経費 
     γ4 ：効率化係数（業務経費） 
     δ ：消費者物価指数 
 
  ○特殊要因＝法令等の改正等に伴い必要となる措置又は現時点で予測不可能な事由により発生する資金需要

であって、毎年度の予算編成過程において決定する。 
  ○自己収入＝知的財産権収入、印税収入等の直接事業を実施しない収入について、過去の実績を勘案し決定

する。 
 
〔注記〕 
 1． α、β、δについては、各年度の予算編成過程において、当該年度における計数値を決める。 
 2． 中期計画全般にわたる予算の見積に際しては、 
  ①人件費のうち、退職手当については、定年退職者見込みによる。 
  ②α、β、δについては、伸び率を 0 と仮定した。 
  ③γ1（人件費の効率化係数）については、節減額 5％分を▲1.02％と仮定した。但し、労働保険料について

は、節減額 5％分を平成 19 年度から 4 年で節減することから▲1.35％と仮定した。 
  ④γ2（一般管理費の効率化係数）については、節減額 10％分を▲2.1％と仮定した。 
  ⑤γ3（業務経費の効率化係数）については、節減額 5％を▲1.02％と仮定した。 
    ⑥自己収入額については、平成 18 年度については平成 16 年度実績と同額とし、平成 19 年度以降は平成 17

年度の実績見込を基準とし、毎年一定額を増額させ算出した。 
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（別紙２）

（単位：百万円）
区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

費用の部 5,444
 経常費用 5,444
　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109
 受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160
 減価償却費 85

収益の部 5,444
　運営費交付金収益 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業経費 189
　寄附研究事業費 160
　雑収入 21
　資産見返物品受贈額戻入 2
　資産見返運営費交付金戻入 83
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給基準及び国家公務員
退職手当法（昭和２８年法律第１８２号）に準じて支給することとなるが、その全額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。

　平成１８～２２年度収支計画
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（別紙３）

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

　資金支出 5,359
　　業務活動による支出 5,359
　　投資活動による支出 0

　資金収入 5,359
　　業務活動による収入 5,359
　　　運営費交付金による収入 4,170
　　　手数料収入 60
　　　受託収入 758
 　 　栄養情報担当者事業経費 189
 　 　寄附研究事業費 160
　　　雑収入 21
　　  前期中期目標の期間よりの繰越金 0

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

　平成１８～２２年度資金計画
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3. 独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画 
 

 平成 22年度の業務運営について、独立行政法人通則法(平成 11年法律第 103号)第 31条第 1項の規定に基づき、

独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画を次のとおり定める。 
 
 平成 22 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 徳留信寛 

 
 
第１ 国民に対して提供するサービスその

他の業務の質の向上に関する事項を
達成するための措置 

１．研究に関する事項を達成するための措置 

(1)重点調査研究に関する事項を達成するための措置 

ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
ａ 運動基準、食事摂取基準等の改定のための科学的

根拠の提示 
①運動基準やエクササイズガイドで示された運動･身

体活動量の妥当性を検討するための大規模前向き研究

を継続し、1,000 名以上の被験者割付・介入を開始する。 
②介護予防と動脈硬化予防を両立させる筋力トレーニ

ングとして筋張力維持法(スロートレーニング)の効果

を検討する。 
③新しい「健康づくりのための運動基準」及び「健康

づくりのための運動指針（エクササイズガイド）」改定

のための科学的エビデンスを収集し、身体活動･運動指

導を行うための研究論文データベースの一層の充実を

図る。 
④人間ドック受診者を対象とした大規模コホート研究

を継続し、3,000 名のコホート参加を目指す。食事・身

体活動・食行動意識、心理的要因等と生活習慣病発症

との関連性や、保健指導効果について引き続き検討す

る。 
⑤成人及び子どもにおいて、身体活動レベルや総エネ

ルギー消費量の変動要因（行動の種類や活動強度の分

布など）を特定する。それに基づき、質問紙や歩数を

用いた、1 日当たりの身体活動レベル及び総エネルギ

ー消費量の推定法を確立する。また、様々な対象特性

をもつ集団（職業、運動習慣、生活地域、年齢など）

において、既存の方法及び新たに開発した推定法の妥

当性を検討する。 
⑥子ども（特に、幼児および小学生）において、代表

的な活動の強度（メッツ値）の標準値を再検討すると

ともに、加速度計を用いて客観的に評価する方法を確

立する。 
⑦体重増加の予防に有効な身体活動レベルを、二重標

識水（DLW）法の結果に基づいた観察研究により検討

する。また、ヒューマンカロリメーターを用いて評価

した睡眠時代謝量や基礎代謝量と、その後の体重増加

との関係についても検討する。 
ｂ 生活習慣病予防のための科学的根拠の提示 
①高脂肪食が、糖尿病・メタボリックシンドロームを

発症する分子メカニズムを解明するために、既に作製

した遺伝子操作動物あるいは樹立した遺伝子操作動物

由来膵β細胞株を用いて当該遺伝子の発現調節メカニ

ズムや膵β細胞の増殖メカニズムを検討する。また、

脂質過剰摂取生活習慣病モデル動物の血管内皮細胞の

インスリンシグナルと骨格筋のインスリン抵抗性にお

けるさらなる分子メカニズムの解明とマクロファージ

のインスリン抵抗性における役割について検討する。 
②マクロニュートリエント（脂質、糖質、蛋白質）の

過剰摂取、過少摂取によって生じる生活習慣病の発症

機序を分子レベルで解明し、その機序から疾病の予防、

治療法を考案する。身体活動による肥満/糖尿病予防機

序の解明、脂肪肝の原因を考慮した脂肪肝の予防法、

エネルギー及び蛋白質摂取制限によって生じる生体適

応及び適応破綻の機序を脳卒中発症モデルラットを用

いて明らかにする。 
ｃ 生活習慣病と環境因子との関係解明 
①罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析で２型糖尿病感

受性領域としてマップされ、遺伝子の同定に至ってい

ない染色体領域を解析し、新たな２型糖尿病感受性遺

伝子を同定する。 
②これまでに明らかにしてきた日本人の２型糖尿病感

受性遺伝子について、遺伝因子と環境因子の相互作用

を検討する。 
③既に樹立した遺伝子操作動物を用いて、我々が同定

した日本人の２型糖尿病感受性遺伝子の機能について

解明する。 
④人間ドック受診者を対象とした大規模コホート研究

において、これまでに明らかになった肥満や糖尿病関

連遺伝子の生活習慣病発症への寄与や、栄養・運動や

食習慣との相互作用について明らかにする。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
ａ 栄養疫学的調査研究の実施 
①「日本人の食事摂取基準（２０１０年版）」の普及・

啓発事業に積極的に参画するとともに、普及啓発のた

めの、簡易な資料・パンフレット等を作成する。「２０

１０年版」策定時の関係基礎資料をすべて収集・分類・

整理し、データベースに追加する。今後の策定や普及・

啓発事業において、当該データベースが十分活用され

るよう、厚生労働省及び関係諸機関に必要十分な資料

や技術の提供を行う。 
②食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得るための、

ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 
③食事に関連する栄養成分の生体指標（バイオマーカ

ー）を確立し、健康影響について、以下の研究を行う。 
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・ビタミン A 結合タンパク質（RBP4）がインスリン

抵抗性の新たな生体指標として活用できるか評価する。 
・低用量ビタミンＫ２の長期摂取が、閉経後女性の骨

及び脂質代謝に及ぼす影響を評価する。 
④地域在住高齢者及び介護施設入所者の栄養摂取状況

やビタミン・ミネラル栄養状態の調査を継続する。 
ｂ 国民健康・栄養調査の実施強化とデータ利活用の

あり方に関する検討 
・国や地方自治体の要請や必要性に応じて、国民健康・

栄養調査並びに自治体が独自に実施する健康・栄養調

査の機能強化やデータ活用に関する技術支援を引き続

き行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
ａ 栄養素及び非栄養素成分の機能性評価及び健康影

響に関する調査研究 
①食品の抗酸化力の測定を他施設と共に実施し、デー

タベースの充実を図る。また、抗酸化物質の摂取が、

健康に及ぼす影響について調査研究を行う。 
②微生物定量法が主となっているビタミン類、特にナ

イアシンの測定に関して、食品形態に対応した機器分

析法の導入を検討する。               
③脂溶性ビタミンの新たな有用性を分子レベルで明ら

かにするために、生活習慣病に関与すると考えられる

シグナル分子や転写因子の機能解析を行い、脂溶性ビ

タミンの作用機構を明らかにする。 
④新規リン脂質の機能性及び新規機能性脂肪酸の有用

性と安全性に関する評価研究を行う。 
・低用量脂溶性ビタミンの長期摂取が、閉経後女性の

骨及び脂質代謝に及ぼす影響を評価する。 
・論文の系統的レビュー・メタ分析手法により、大豆

イソフラボン以外の機能性食品成分の健康影響を実施

し、より質の高い科学的根拠とする。 
・ダイエット関連の健康食品に添加されているハーブ

類の安全性を検討する。 
ｂ 「健康食品」に関する公正な情報の提供 
①科学的根拠に基づく最新の健康食品情報並びに国内

外で出されている安全性情報を継続的に蓄積し、健康

食品の安全性・有効性情報としてホームページ上で公

開する。データベース化した有害事例情報については、

その特徴を解析し、類似した健康被害の発生防止に資

する新たな情報として公開する。 
②栄養士会等の関連団体との連携を図ることにより、

特別用途食品・栄養療法エビデンス情報に新規情報を

追加してさらに充実させる。また、継続的かつ効率的

にデータベースが維持管理できる体制を整備する。 
③ＮＲなどのサプリメントアドバイザーを支援する情

報提供ツールを作成し、消費者に健康食品に関する正

しい知識を普及させる取り組みを行う。 
④ハイリスクグループによる健康食品の利用実態を調

査し、健康被害の未然防止のための情報の作成と提供

を行う。 
(2)重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 

ア 研究能力の向上のための創造的研究の実施  
・若手研究者による独創的で、次期中期計画において

発展的に展開し得る研究課題のシーズとなるような研

究を、所内公募による競争的な環境の下で行う。 そ

の際、事前・事後の評価を行い、研究の質を確保する。 
イ 効果的な栄養教育手法の開発  
①内閣府における第２期食育推進計画策定に資するた

めに、個人及び集団へのアプローチ・環境整備等を含

む多面的食育展開法確立のための調査・研究を行う。 
②人間ドック受診者を対象にしたコホート研究で、メ

タボリックシンドローム予防のための栄養教育法につ

いての調査・研究を行う。 
③高齢者の摂食・嚥下困難者に対する食介護法につい

て調査・研究を実施し、その結果をワークショップ等

で実務者への情報提供を行う。 
④食育や栄養教育を推進する職能団体や自治体の事業

に対し、効果的な食育や栄養教育に関する情報を提供

しその活動を支援する。 
(3)研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 

ア 論文、学会発表等の促進 
①研究成果については、できるだけ国際的な場での発

表を目指し、査読付き学術論文５０報以上、口頭発表

１５０回以上を行う。その際、原著論文については、

インパクトファクターが２．０以上の学術誌に、２５

報以上掲載されることを目指す。 
 なお、若手研究者による優れた研究成果の発表に対

しては、競争的な事前審査により課題を選定し、海外

渡航費の付与を行う。 
②研究成果に係る著書・総説・解説を年間２００報以

上行う。 
③国民の健康増進に寄与するため、調査研究の成果を

発表するための講演を２００回以上行うほか、マスメ

ディアによる報道が、５０件以上となるよう報道情報

の収集に努める。 
イ 知的財産権の活用 
①知的財産権取得に適した研究について、その成果の

学会及び論文発表の前に掘り起こしを行い、戦略性を

持って年間５件程度の特許出願を行う。また当研究所

の特許等に関する情報を、ホームページ上に公開し、

民間企業等へ積極的に技術の紹介を行う。 
②民間企業等との共同研究を年間１０件程度行う。 
ウ 講演会等の開催 
①「日本人の食事摂取基準（２０１０年版）」の普及・

啓発のための講習会等に講師を派遣するとともに、資

料提供・企画支援を行う。 
②一般向けの公開セミナー（第１2 回）を東京で開催

する。研究で得られた成果を社会に還元するため、専

門家向けのセミナーを他機関との連携による開催を含

め２回程度行う。 
③管理栄養士・栄養士等の研修や生涯教育のプログラ

ムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、連携も

含めそれらのプログラムの企画等への支援を 3 回程度

行う。 
④外部からの電話やメールを介した問い合わせに適切

に対応するとともに、問い合わせの多い事項について

はホームページ上の FAQ に反映させ、効率的な対応が

できる体制の整備をさらに進める。 
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エ 開かれた研究所への対応 
・オープンハウス（研究所公開）を実施し、運動実験

施設等における体験コーナーや食事・体力診断等を含

めて、当研究所の研究・業務内容をより多くの人々に

身近に知ってもらえるよう努める。なお、平成２１年

度のアンケートで得られた広報活動が不十分であると

いう意見を踏まえ、より効果的な広報活動を行う。ま

た、所内見学等に積極的に対応し、小学生や中高生が

健康や栄養に関して高い関心を持ち、正しい知識が普

及出来る取り組みを行う。 
(4)研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた

めの措置 

ア 研究業務を効率的に実施するための効果的な人

員・予算の調整・確保 
①法律に基づく業務及び重点調査研究の担当部門に対

して、効率的に特別研究員や研究補助員を配置すると

ともに的確な予算配賦を実施し、戦略的かつ効率的な

研究に取り組み、着実な研究成果を求める。 
②プログラム/センター内における調査研究業務に付

随する事務的作業の効率化を促進するために事務部内

の研究支援体制の充実を図る。 
③運営費交付金をはじめ競争的資金などの予算につい

て、各研究業務の進捗状況及び費用並びに新たな課題

を勘案しながら柔軟に配賦を行うなど効果的な取り組

みを行う。 
イ 産学連携の推進 
①民間企業、大学、他の研究機関等との間で、研究者

の相互交流を促進し、研究技術の交換、施設・設備の

共同利用をより積極的に推進する。 
ウ 将来の研究人材の育成 
①連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研究

員等を年間１００名程度受け入れるとともに、当研究

所の研究員を大学院や関係機関等に年間３０名程度派

遣し、研究所の持つ情報・技術等を社会に還元する。 
②連携大学院について、引き続き拡大を図るとともに

兼任教員を派遣し、互いの強みを活かした研究協力を

行う。 
③流動研究員制度や連携大学院制度を活用し、博士課

程修了者等の若手研究者や大学院生を積極的に受け入

れることにより、将来の研究人材の育成に資するとと

もに、研究所の研究機能の強化を図る。 
エ 施設・設備の有効活用 
①測定室、RI 室、動物飼育室、運動トレーニング室等

の各プログラムで共同で使用する施設・設備について

は、効果的に研究ができるような環境を確保する。 
②｢独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利用規

程｣に従い、当研究所の施設・設備を利用して、他研究

機関の研究者・運動指導者と共同して運動による健康

増進効果に関する共同研究を実施する。 
 
２．法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 

(1)健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 

ア 健康・栄養調査の効率的実施 
①国民健康・栄養調査の集計業務については、調査票

の受理後、７ヶ月以内に厚生労働省へ集計結果を提出

できるよう、正確かつ効率的に実施する。 
②データ収集に携わる行政の担当者等に対して、技術

講習、情報提供、研修教材等の提供、標準的な調査ツ

ールの提供などを通じて、積極的な技術支援を行う。

また、健康・栄養調査の効率化を目指した専用ソフト

（名称：食事しらべ）を更新して、希望する自治体へ配

布し、調査の全体の効率化も目指す。 
イ 特別用途食品及び収去食品等の分析 
①消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基

づく試験業務を期間内に実施するとともに、そのヒア

リングに適切に対応する。 
②消費者庁が収去した特別用途食品及び栄養表示がな

された食品の分析業務を期間内に実施する。 
③栄養表示基準における栄養成分の分析法について、

より適切な分析手法の検討を行う。また、試験検査機

器の有効利用及び整備の充実を図る。 
④登録試験機関間の精度管理に関する試験を引き続き

実施する。 
(2)社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成す

るための措置 

ア 社会的・行政ニーズの把握 
①社会的ニーズを把握するため、健康・栄養に関連す

る団体、大学、民間企業等との意見交換会を年６回程

度実施し、連携を強化する。とくに、当研究所は国民

生活に密着した分野を対象としており、国民に研究成

果を還元することが重要であることから、第一線で活

躍している管理栄養士等から、具体的なニーズ等の把

握に努める。 
②行政ニーズを適時把握するために、厚生労働省生活

習慣病対策室・食品安全部、消費者庁食品表示課、内

閣府食育推進担当等と情報・意見交換を行い、研究・

業務等に公正中立な立場で適正に反映させる。 
③国、地方自治体、国際機関等からの技術的な協力依

頼に応えるとともに、行政ニーズを把握するため、各

種審議会、検討会の専門委員等として職員を積極的に

派遣する。 
イ ホームページを活用した国民ニーズの把握 
・国民、栄養専門職等からの意見、要望等を広く効率

的に把握するため、「健康・栄養フォーラム」に加えて、

新たなインターネット上での取り組みを行う。 
(3)国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項を

達成するための措置 

ア アジア地域における学術的ネットワークの構築 
①アジア諸国との間で、栄養学研究の発展につながる

共同研究及び人材育成を積極的に行う。研究交流を推

進する観点から、国際栄養協力若手外国人研究者招へ

い事業を活用し、年間２名（中国１名、マレーシア１

名を予定）の若手研究者を受け入れる。また、フォロ

ーアップ共同研究助成事業により、これまで受け入れ

た研修生との共同研究や情報提供などを引き続き推進

する。 
②ＷＨＯ等との協力関係を強化し、関連する会議に研

究員を派遣する。 
③アジア諸国における栄養士制度・栄養士養成の現状
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について調査・検討を行う。 
④ＷＨＯ研究協力センターとしての申請手続きを行っ

たところであり、アジア西太平洋諸国へのニーズに沿

った協力活動の充実を図る。 
⑤当研究所の研究成果、わが国の栄養、運動施策上の

重要なガイドライン等について、英語版ホームページ

上での情報発信に努め、海外からのニーズに的確かつ

タイムリーに応える。 
イ 産学連携による研究成果等の社会還元  
①健康・栄養や食品開発等に関連する研究機関、民間

企業等との共同研究や受託研究、特許等の実用化等に

より、当研究所の研究成果やノウハウを具体的な商品

開発やサービスを通じて、社会に還元できるよう努め

る。 
②宇宙航空研究開発機構（JAXA）と連携して立ち上

げた「機能性宇宙食研究会」を基盤として産学連携の

強化を図るとともに、機能性宇宙食の開発に着手する。 
(4)栄養情報担当者（ＮＲ）制度に関する事項を達成す

るための措置 

①ＮＲは、平成 21 年度までに 4,093 名を輩出している。

ＮＲのスキルアップを図るとともに、ＮＲとして求め

られるニーズに応じた最新の情報提供等を行うため、

全国６カ所以上で研修会を実施する。 
②ＮＲ認定試験等は外部有識者の協力を得て、適正か

つ公正に実施する。また、管理栄養士養成施設等から

のＮＲ養成講座指定の要望に対して、適切な対応・認

定を行う。 
③関係団体と定期的な意見交換を行うなどＮＲ制度へ

の研究所の関与、認知度の向上及び職域の拡大のため

の具体的な取り組みを実施し、ＮＲへの支援強化を図

る。 
 
３．情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 

(1)総合的な情報発信及び対外的な業務の推進 

・情報センターにおいて、所内各プログラムにおける

研究成果及び研究所内外の関連情報を集約・精査し、

国民が適切な運動・食生活を実践するために必要な情

報提供を引き続き積極的に行う。 
(2)ホームページによる活動状況の配信 

・当研究所の活動内容・成果等をホームページやメー

ルニュースを介して引き続き積極的に配信する。また

ホームページの掲載内容を整理しつつ、最新情報の追

加更新に努める。 
(3)研究・業務実績の情報提供 

・当研究所の活動及び研究業績を年１回研究報告とし

て刊行する。また研究所のプロジェクト紹介や研究成

果を、『健康・栄養ニュース』を介して年４回(季刊)刊
行し、ホームページ上で公開するとともに、電子媒体

による配信を行う。 
(4)ホームページ等を活用した積極的な情報開示 

・ホームページ等を活用して、当研究所の研究成果や

関連情報、研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情

報開示を積極的に行う。 
 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する
事項を達成するための措置 

１．運営体制の改善に関する事項を達成するための措

置 

(1)効率的な組織運営のための執行体制の強化 

①効率的な組織運営を行うため、所内の各会議・委員

会の役割を明確にし、その円滑な運営を目指す。 
②以下の常設の会議及び委員会を、定期的にまたは必

要に応じて臨時に開催し、研究業務の円滑な推進を図

る。 
・幹部会議 
・運営会議 
・研究企画委員会 
・研究倫理審査委員会 
・利益相反（ＣＯＩ）委員会 
・所内セミナー 
③研究所内の情報共有機能の強化を目指して、上記会

議・委員会等の内容及び必要な情報等について、すみ

やかに所内 LAN により研究所内に周知を図る。 
 (2)研究の企画及び評価機能の強化 

①研究内容の相互理解と国内外の最新の研究成果等を

知る機会が持てるよう、研究所セミナーを毎月 1 回開

催する。 
②研究企画委員会（プログラムリーダー/センター長会

議）を定期的に開催する等により、研究部門内の相互

の意志疎通を図るとともに連携体制を強化し、戦略的

な取り組みを推進する。 
(3)円滑な組織運営のための業務の進捗管理及び評価 

①各プロジェクトにおける研究及び業務については、

それらを総括するプログラムリーダーが進捗状況等に

ついて、研究企画委員会や運営会議で報告を行う。 
なお、必要に応じて役員はプログラムリーダーに進捗

状況等の説明を求め円滑な組織運営や業務の進捗管理

に努める。 
②研究所セミナー等において、各プロジェクトにおけ

る研究の進捗、成果を報告するとともに評価を行う。

さらにプログラムリーダーからの報告会（年 2 回）及

びプロジェクトリーダーからの報告会（年 1 回）を所

内公開で行う。 
③所内 LAN を活用し、業務の進捗状況管理を行うと

ともに、各プログラム・センター間、事務部門との情

報の共有を促進する。 
(4)情報公開による透明性の確保 

・独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律

（平成１３年法律第１４０号）に則り、文書を適正に管

理するとともに、適正な情報公開を行う。 
(5)積極的な外部資金の獲得及び資源の有効活用 

・競争的研究資金や受託研究など外部資金の積極的獲

得に取り組むとともに、経費の節減や研究所が所有す

る設備等の有効利用を推進する。 
 
２．研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 

(1)効率的な調査研究業務を実施するための組織の最

適化 

①第２期中期計画を遂行するため、各部門における常
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勤職員の人件費を含めたコスト管理及び研究業務につ

いて経営的視点の導入による効率的な事業実施のため

に、組織のあり方の検討や必要に応じて見直しを実施

する。 
②健康食品の安全性・有効性情報データベース、特別

用途食品・栄養療法エビデンス情報の２つのデータベ

ースの維持管理と内容の充実を図るため、関連機関と

の連携をさらに強める取り組みを行う。 
(2)他機関との連携・交流による組織の活性化 

・国内外の民間企業、大学、他研究機関との研究協力

を推進し、研究員等を 100 名程度受け入れるとともに、

研究所研究員の派遣を 30 名程度行うことにより、人材

養成及び資質の向上、組織の活性化を図る。 
 
３．職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 

(1)重点調査研究・業務等を推進するための適正な人員

配置 

①重点的に行う調査研究及び法律に基づき着実に実施

すべき業務については、重点プロジェクトとして研究

補助員等を適切に配置するなど効果的な運用を行い、

研究・業務の推進を図る。 
②一部の職員への過重な負担とならないよう、研究・

業務等の適正配分に努めるとともに、必要に応じて見

直しを行い、健康の維持・増進につながる職場環境づ

くりを目指す。 
(2)研究員の業務の適正な評価 

①大学、民間企業等との多様な形態の連携が可能とな

るよう、起業を含め、民間企業、団体等との兼業につ

いても、当研究所の目的、理念に合致したものについ

ては積極的に行い、研究成果の社会還元を促進する。 
②各研究員の個人業績及び各プロジェクトの実績を適

正に評価し、昇給・昇任等に反映させる。 
(3)有能な研究員の登用 

①「独立行政法人国立健康・栄養研究所における研究

者の流動化計画」に沿って、研究員の採用にあたって

は、引き続き原則公募制、任期付の採用を行う。 
②任期付研究員については、任期中の実績評価を適正

に行い、任期を付さない職員としての採用を検討する。

任期付研究員の採用にあたっては、流動化計画に則る

一方、当研究所の長期的な展望との均衡を図りつつ、

研究や業務の性質、行政及び社会的ニーズに応じて、

柔軟な運用を行う。 
③女性研究員の採用を積極的に行うとともに、研究業

務に従事しやすい環境づくりとして、引き続きフレッ

クスタイム制の活用をはじめ、産休や育児休業等の各

種制度の活用を進める。 
(4)事務職員の適正な評価 

・事務職員についても、あらかじめ自己の達成目標を

設定させるとともに、達成目標を含む業務全般に対し

ての自己評価を行う人事評価制度に基づき、個人面接

を行い、直属上司及び総括上司の二段階評価を実施す

る。評価の結果は、昇給・昇任等に反映させる。 
 
４．事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 

(1)事務業務の効率化 

・業務の効率化を図るため、各種事務手続きの簡素化、

迅速化、電子化を図るとともに、業務内容を見直し、

外部委託が可能な業務については、費用対効果を勘案

しつつ業務委託を推進する。 
(2)事務職員の資質向上 

・事務職員の資質向上を図るため、業務上必要とされ

る知識（知的財産、安全管理、会計・契約等）の技術

取得ができるよう、自己啓発や能力開発のための研修

に積極的に参加させる。また、職員が働きやすく自己

能力が最大限発揮できるよう、職場環境の整備を図る。 
(3)業務システムの効率化 

・業務の効率化を推進するため情報総括責任者（ＣＩ

Ｏ）を中心に業務・システムの最適化・効率化を図る。 
 
５．評価の充実に関する事項を達成するための措置 

(1)内部評価の実施 

・各プログラム／センターの報告会を年２回、全プロ

ジェクトの報告会を年１回行い、それらを踏まえて中

間及び年度の内部評価を実施する。中間評価結果に基

づき、年度途中において研究業務を必要に応じて見直

し、効果的な実施につなげる。 
(2)外部評価の実施 

・外部有識者による評価委員会については、平成２２

年度における当研究所の主要な研究業務の進捗状況、

成果の社会への還元、将来の発展性という観点から、

また研究所の組織運営に関しては、とくにより良い研

究環境の構築という視点から、評価（事後評価）を受

ける。 
また、平成２３年度計画についても外部評価委員によ

る事前評価を受ける。 
(3)評価結果の公表 

①内部及び外部評価の結果はホームページ上で公表す

るほか、評価結果の内容についてはプログラム、プロ

ジェクトリーダーの範囲にとどまらず、非常勤職員を

含めた全員に結果を伝え、研究所に求められている方

向性や課題等の共通理解を促し、研究及び業務の内容

改善等につなげる。 
②理事長等役員及び管理職は、これらの評価結果を踏

まえ、予算や人材等の研究資源の配分等に反映させ、

調査・研究活動を効率・活性化させる。 
(4)研究業績等の自己点検及び評価 

①各研究員においては、社会及び当研究所で求められ

ている自らの役割を充分認識した上で、当該年度にお

ける自らの調査研究及び業務の成果について点検を行

う。その際、成果を客観的に整理・分析するために、

所内 LAN による「業績等登録システム」を活用する。 
②各研究員の評価は、人事評価マニュアルに基づき、

主にプログラム内での貢献及び十分な成果の達成とい

う視点から各プログラムリーダー／センター長、研究

企画評価主幹及び理事長が行う。なお、任期付研究員

については、任期中の実績評価を行い、その結果をそ

の後の採用等に反映させる。 
 
６．業務運営全体での効率化を達成するための措置 

①一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係
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るもの。人件費は除く。）については、高熱水料等の削

減に努め、平成 17 年度予算に比べ１０％（対 21 年度

比２％）の削減を図る。 
②人件費（退職手当及び法定福利費等を除く。）につい

ては、適正な人事配置に努め、平成 17 年度予算実績に

比べ５％以上の削減を図る。 
③業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。）については、業務の効率化、コストの削減に努

め平成 17 年度予算に比べ５％以上の削減を図る。 
 
第３ 財務内容の改善に関する事項を達成

するための措置 
１．外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 

(1)外部研究資金の獲得 

①厚生労働省、文部科学省等の各府省や科学技術振興

機構等の機関が実施する公募型研究への課題の応募を

積極的に行う。その際、当研究所の目的等を勘案して、

競争力の高い研究課題であるか、また、他の研究機関

等との共同研究の中核であるかを重視する。 
②健康・栄養に関する調査・研究及び国や民間企業等

からの受託研究や共同研究、その他の業務については、

当研究所の目的やその後の発展性及び交付金事業とし

て行う研究を勘案しながら、それらに合致するものに

ついては積極的に受け入れ、自己収入の増加を図る。 
なお、外部研究資金の獲得にあたっては、過去２カ年

平均の 80％以上の件数の確保を目標とする。 
(2)知的財産の活用等による自己収入の確保 

①知的財産については、その出願や維持に係る費用を

勘案しながら、実施につながる可能性の高いものにつ

いて必要な維持を行い、自己収入につなげる努力を行

う。 
②研究成果等の社会還元を目的に出版（研究所監修に

よる書籍、マニュアル、テキスト等）を行うことによ

り、自己収入の確保につなげる。 
③施設の開放にあたっては、自己収入の確保という点

ではなく、ヒトを対象とした研究への参加、地域住民

の健康づくりという視点を踏まえて研究所設備の効率

的利用を推進する。 
 
２．経費の抑制に関する事項を達成するための措置 

(1)効率的な資金の運用・管理 

・「無駄削減取組目標」のうち、特に無駄削減に向けた

職員の意識改革、行政コストの節減・効率化に掲げる

事項に係る取り組みを積極的に実施し、予算執行状況

の把握とともに、これら取り組み状況について、運営

会議で評価を行う。 
(2)研究業務の集約化 

・各プログラムにまたがる研究の実施や、施設整備、

スペース等の共同利用により、人的資源、コスト削減

につなげる。 
データ入力、検体の定期検査などの人的コスト削減に

つながるものについてはアウトソーシングを推進する。 
また契約にあたっては原則一般競争入札を行う。 

 
第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支

計画及び資金計画 
１．予算 

  別紙２のとおり 
 
２．収支計画 

  別紙３のとおり 
 
３．資金計画 

  別紙４のとおり 
 
第５ その他の業務運営に関する重要事項

を達成するための措置 
(1)セキュリティの確保 

・情報セキュリティの確保に努め、「セキュリティ対策

実施手順書」の見直しなど、現状に即したより適切な

対応に努める。 
 
第６ 平成２２年度独立行政法人国立健

康・栄養研究所行事等予定表 
別紙５のとおり 
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（別紙 1) 
 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学プログラム   ──── 国民健康・栄養調査プロジェクト 
                             ── 食事摂取基準プロジェクト 
  監事─                        ── 生体指標プロジェクト 
 
  監事─         ─ 健康増進プログラム   ──── 運動ガイドラインプロジェクト 
                             ── エネルギー代謝プロジェクト 
研究企画評価主幹 ─                    ── 休養プロジェクト 
 
              ─ 臨床栄養プログラム   ──── メタボリックシンドロームプロジェクト 
                             ── 栄養療法プロジェクト 
 
              ─ 栄養教育プログラム   ──── 栄養ケア・マネジメントプロジェクト 
                              ── 生活習慣病予防プロジェクト 
                              ── 食育プロジェクト 
 
              ─ 基礎栄養プログラム   ──── 脂質・糖代謝プロジェクト 
 
              ─ 食品保健機能プログラム ──── 食品分析プロジェクト 
                             ── 補完成分プロジェクト 
                             ── 食品機能プロジェクト 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報プロジェクト 
                              ── 健康・栄養情報プロジェクト 
                              ── IT 支援プロジェクト 
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養プロジェクト 
                              ── 生物統計プロジェクト 
 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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(別紙 2)  
  

年度計画（平成２２年度）の予算 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
収入  

  運営費交付金 739 
 手数料収入 6 
 受託収入 59
 栄養情報担当者事業収入 30
 雑収入 4
  

 計 838

支出   

 人件費 543
   うち  基本給等 510
         退職手当 33
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 85

 業務経費 115
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 10

  食品収去試験等業務 5

  栄養疫学プログラム 14

  健康増進プログラム 14

  臨床栄養プログラム 6

  基礎栄養プログラム 10

  食品保健機能プログラム 8

  国際栄養協力事業 8

  健康食品安全情報ネットワーク事業 21

  健康栄養情報事業 18

   

    

受託経費 95

  特別用途食品表示許可試験費 6 

  受託経費 59

  栄養情報担当者事業経費 30

    

               計 838

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 3)  
  

平成２２年度収支計画 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
費用の部   
 経常費用 838
 人件費 543
   うち  基本給等 510
         退職手当 33
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 85
 業務経費 115
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 10

  食品収去試験等業務 5
  栄養疫学プログラム 14
  健康増進プログラム 14
  臨床栄養プログラム 6
  基礎栄養プログラム 10
  食品保健機能プログラム 8
  国際栄養協力事業 8
  健康食品安全情報ネットワーク事業 21
  健康栄養情報事業 18
   
 受託経費 95
  特別用途食品表示許可試験費 6 
  受託経費 59
  栄養情報担当者事業経費 30
  
 減価償却費 0 
  
収益の部 838
 運営費交付金収益 739 
 手数料収入 6 
 受託収入 59
 栄養情報担当者事業経費 30

 雑収入 4

 資産見返物品受贈額戻入 0 
 資産見返運営費交付金戻入 0 
純利益 －

目的積立金取崩額 －

総利益 －
  
  〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給規程及び職員退職手当規程に基づ

き支給することとなるが、その全額について運営費交付金を財源とするものと想定している。 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 4)  
  

平成２２年度資金計画 
 

（単位：百万円）

区          別 金     額 

    

 資金支出 838

  業務活動による支出 838

  投資活動による支出 0 

    

    

 資金収入 838

  業務活動による収入 838

   運営費交付金による収入 739 

   手数料収入 6 

   受託収入 59

    栄養情報担当者事業経費 30

   雑収入 4

    前期中期目標の期間よりの繰越金 0 

    

    

  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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（別紙５） 
 

平成２２年度独立行政法人国立健康・栄養研究所行事等予定表 
 

平成 22 年 
 4 月 

 
 

 5 月  
6 月 
13 日（日） 

 
13 日（土）～14 日（日） 

   － 
    

 

○ 第７回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認
定実施試験 

○ 第５回食育推進全国会議（佐賀県） 

○ 「平成 21 年度業務実績報告」を厚生労働省独立行政法人評価
委員会に、「平成 21 年度財務諸表等」を厚生労働大臣にそれぞ
れ提出。 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 32 号）の発行 

 7 月 
   － 

 

○ 第７回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認
定試験合格者発表 

 8 月  

 9 月 
   － 

 

 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 33 号）の発行  

○ 研究所一般公開（オープンハウス）            

 10 月 ○ 栄養情報担当者研修会 

 11 月 
   － 

○ 栄養情報担当者研修会 

○ 第８回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験受験資格確認試験 

 12 月 
   － 
   － 
    

 

○  「健康・栄養ニュース」（第 34 号）の発行 

○ 第８回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験受験資格確認試験合格発表 

平成 23 年 
 1 月 

 

○ 第 12 回研究所主催一般公開セミナー・研究所公開業務報告会
（東京） 

 2 月 
 

 
   － 
   － 

 

○ 独立行政法人国立健康・栄養研究所指定栄養情報担当者養成
講座の指定 

○ 第８回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験実施要綱の公表 

 3 月 
   － 
   － 
   － 

 

○  外部評価委員会 

○ 平成 23 年度計画を厚生労働大臣へ提出 

○  「健康・栄養ニュース」（第 35 号）の発行 

 
 
 ◎ 運営会議は 8 月を除く毎月第 2 木曜日に開催する。 
 ◎  健栄研セミナーは原則、毎月第 3 木曜日に開催する。 
 ◎ 専門家向け公開セミナーを東京及び地方にて開催する。 
 ※ 実施日については、諸般の都合により変動があり得る。 
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4. 平成２２年度予算額 
 

支出   （単位：千円）

事   項 平成 21 年度
予  算  額 

平成 22 年度 
予  算  額 増△減額 

人件費 550,901 542,861 ▲8,040
 基本給・諸手当 461,335 456,630 ▲4,705
 共済組合負担金 47,468 46,983 ▲485
 児童手当拠出金 506 501 ▲5
 労働保険料 5,674 5,597 ▲77
退職手当 35,918 33,150 ▲2,768

一般管理費 82,531 80,529 ▲2,002
業務経費 155,558 115,347 ▲40,211
 栄養疫学プログラム 27,409 21,232 ▲6,177
  国民健康・栄養調査プロジェクト 11,409 14,171 2,762
  食事摂取基準プロジェクト 9,500 3,061 ▲6,439
  生体指標プロジェクト 6,500 4,000 ▲2,500
 健康増進プログラム 25,202 19,171 ▲6,031
  運動ガイドラインプロジェクト 11,900 9,341 ▲2,559
  エネルギー代謝プロジェクト 12,192 9,330 ▲2,862
  休養プロジェクト 1,110 500 ▲610
 臨床栄養プログラム 8,632 10,355 1,723
  メタボリックシンドロームプロジェクト 8,132 5,905 ▲2,227
  栄養療法プロジェクト 500 4,450 3,950
 栄養教育プログラム 8,910 6,146 ▲2,764
  栄養ケア・マネジメントプロジェクト 2,000 1,380 ▲620
  生活習慣病予防プロジェクト 4,100 2,828 ▲1,272
  食育プロジェクト 2,810 1,938 ▲872
 基礎栄養プログラム 9,351 7,093 ▲2,258
  脂質・糖代謝プロジェクト 9,351 7,093 ▲2,258
 食品保健機能プログラム 16,000 13,700 ▲2,300
  食品分析プロジェクト 12,000 10,600 ▲1,400
  補完成分プロジェクト 2,000 1,300 ▲700
  食品機能プロジェクト 2,000 1,800 ▲200
 創造的研究費 12,500 3,643 ▲8,857
 情報センター 34,584 22,625 ▲11,959
  健康食品情報プロジェクト 17,634 12,370 ▲5,264
  健康・栄養情報プロジェクト 3,300 1,232 ▲2,068
  IT 支援プロジェクト 13,650 9,023 ▲4,627
 国際産学連携センター 12,970 11,382 ▲1,588
  国際栄養プロジェクト 10,054 9,370 ▲684
    生物統計プロジェクト 916 632 ▲284
  NR・セミナー業務 2,000 1,380 ▲620
受託経費 91,723 99,066 7,343
 特別用途食品表示許可試験費 6,364 6,037 ▲327
 受託経費 45,228 58,662 13,434
 栄養情報担当者事業経費 35,500 30,178 ▲5,322
 その他 4,631 4,189 ▲442
支出計 880,713 837,803 ▲42,910

 
収入   （単位：千円）

事   項 平成 21 年度 
予  算  額 

平成 22 年度 
予  算  額 増△減額 

運営費交付金 788,990 738,737 ▲50,253
手数料収入 6,364 6,037 ▲327
受託収入 45,228 58,662 13,434
栄養情報担当者事業収入 35,500 30,178 ▲5,322
その他の収入 4,631 4,189 ▲442
収入計 880,713 837,803 ▲42,910
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5. 平成 22 年度所内研究セミナー 
 

期日 演    題 所  属 

2010/4/15 

一日の身体活動量における歩行の寄与(研究報告) 田中 茂穂 

(健康増進プログラム) 

カラムスイッチング法を用いた食品中ビタミン D
の HPLC 分析(研究報告) 

竹林 純 

(食品保健機能プログラム)  

hfnetを活用した健康食品の安全性評価(研究報告) 梅垣 敬三 

(情報センター)  

5/20 

二重標識水と加速度計で評価した中学生の身体活
動量 

高田 和子 

(健康増進プログラム)  

閉経期女性における大豆イソフラボンサプリメン
トの骨代謝マーカーへの効果―無作為化比較試験
の系統的レビュー及びメタ分析 

卓 興鋼 

(情報センター)  

SCOP (SaKu Control Obesity Program) に於ける遺
伝子多型解析について 

山田 晃一 

(栄養教育プログラム) 

6/10 上手にとりたい休養、睡眠 
内山 真 

(日本大学医学部精神医学講

座) 

6/17 

脳卒中の原因としての炎症 千葉 剛 

(基礎栄養プログラム) 

青果物に対する大きさの主観的な認識について 野末 みほ 

(栄養疫学プログラム) 

高脂肪食により発症する脂肪肝の予防法 山崎 聖美 

(基礎栄養プログラム ) 

7/6 

Institution of Food, Nutrition and Human  

Health (IFNHH)の紹介と Human Nutrition  

and Physiology: An update on bone, gut and  

immune health research 

Marlena Kruger  

(Massey UniversityInstitute 

of Food, Nutrition and Human 

Health (IFNHH)) 

7/15 

メタボリックシンドロームを中心とした代謝疾患 

の疫学研究―現場の方に提供できるエビデンスを―

松下 由実 

(独立行政法人国立国際医療研

究センター 国際保健医療研

究部 国際疫学研究室長) 

在宅高齢者の家事能力追跡調査から 饗場 直美 

(栄養教育プログラム) 

インスリン抵抗性とビタミン A輸送タンパク質 山内 淳 

(栄養疫学プログラム) 

糖尿病の食事療法 江崎 治 

(基礎栄養プログラム) 
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10/21 

「日本食品標準成分表 2010」について 石見 佳子 

(食品保健機能プログラム) 

新規公開データベース 特別用途食品・栄養療法エ
ビデンス情報について 

笠岡(坪山) 宣代 

(国際栄養プロジェクト、（併）

情報センター) 

骨格筋のインスリン感受性調節における血管内皮
細胞のインスリンシグナルの役割の解明 

窪田 哲也 

(臨床栄養プログラム) 

男子学生短距離選手の生活環境等の違いが強化合 

宿による主観的疲労度及び血液検査値の変動に及 

ぼす影響 

熊江 隆 

(健康増進プログラム) 

WHO の身体活動ガイドライン 
Eddy Engelsman 

(WHO 本部運動・身体活動担当

官) 

11/25 

食と健康に関する多角的脳研究 
檀一平太 

(自治医科大学医学部先端医療

技術開発センター) 

LC/MS を用いたビタミンＢ１２分析法の開発 松本輝樹 

(食品保健機能プログラム) 

中枢の IRS-2 の糖代謝調節における役割の解明脳 

特異的 IRS-2 欠損マウスを用いて- 

井上真理子 

( 臨床栄養プログラム) 

サルコペニアの判定基準とその運動療法 宮地元彦 

(健康増進プログラム) 

12/16 

運動によるエネルギー代謝亢進のメカニズム 三浦 進司 

(基礎栄養プログラム) 

野菜・果物からの抗酸化物質摂取量の推算と抗酸化
サプリメントとの比較 

竹林 純 

(食品保健機能プログラム) 

日本語の食感覚表現 －官能評価・製品説明のため
の用語整理－ 

早川 文代 

(食品総合研究所 食品物性ユ

ニット) 

鮮度を見る －感性と物理をつなぐ実験心理学－ 
和田 有史 

(食品総合研究所 食認知科学

ユニット) 

2011/1/20 

ターミナリア・ベリリカのラットおよびマウス脂 

質濃度および血糖値に及ぼす影響 

永田 純一 

(食品保健機能プログラム) 

国民健康・栄養調査の業務内容及び平成 21 年国民

健康・栄養調査結果の概要 

中出 麻紀子 

(栄養疫学プログラム) 

パプアニューギニアにおける母子の栄養状態評価 三好美紀 

(国際産学連携センター) 
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2/17 

メタボリックシンドロームリスクを検出する内臓 

脂肪推定法の検討 

森田 明美 

(栄養疫学プログラム) 

地域在宅高齢者の食事 
坪田 恵 

(栄養疫学プログラム) 

日本が目指す人類未踏の超高齢社会 - 3 つの挑戦 

と新たな医療の創造- 

長谷川 敏彦 

(日本医科大学 医療管理学教

室) 
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6. 食品分析リスト（特別用途食品の分析） 
 
平成 21 年度において、特別用途食品の許可表示取得のために提出されたものについて分析した結果は次のとお

りである。分析方法等は健康増進法に記載されている。 
 

特別用途食品 申請者 商品名 

 
乳児用調製粉乳 

 
ビーンスターク・スノー株式会社

 
ビーンスターク ネオミルクすこやか 

低たんぱく質食品 
乳児用調製粉乳 
嚥下困難者用食品 
病者用食品 
乳児用調製粉乳 
乳児用調製粉乳 
 

キッセイ薬品工業株式会社 
アイクレオ株式会社 
株式会社大塚製薬工場 
ビーンスターク・スノー株式会社
アイクレオ株式会社 
ビーンスターク・スノー株式会社
 

げんたうどん 
アイクレオのバランスミルク 
エンゲリードアップルセリー 
ビーンスターク ペプディエット 
アイクレオのペプチドミルク 
ビーンスターク よる用ミルク ねがお 

  計  ７品目 

特定保健用食品 申請者 商品名 

   
特定保健用食品 株式会社東洋新薬 ゲンコレス 
特定保健用食品 株式会社東洋新薬 ダイズ＝ダイジ 
特定保健用食品 株式会社東洋新薬 シャットコレス 
特定保健用食品 株式会社東洋新薬 コレデュース 
特定保健用食品 株式会社東洋新薬 コレとるペプチド 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
特定保健用食品 
 
特定保健用食品 

株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
佐藤製薬株式会社 
佐藤製薬株式会社 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
キャドバリー・ジャパン株式会社
株式会社ブルックス 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
株式会社東洋新薬 
花王株式会社 
花王株式会社 
協和発酵バイオ株式会社 
トーラク株式会社 
 
株式会社ヤクルト本社 

ファイバーライン 
キャビベタ 
デキタマ 
ファインディ 
明日葉三昧 
明日葉畑の緑の青汁 
明日葉青汁葉っぱのしるし 
おなかのことを考えた青汁 
グリーンピュア 
プレスライフ 
グルコライフ 
プチキャベＣ 
毎日おいしく食物せんい 
うるりあ 
コフレ・ド・フィブレ 
明日のわたしに。 
シーファイバーゲン 
わたしにしみこむ 
リカルデント ミント with ライム 
リズムウォーター 
ソイココ 
大豆プログラム 
ほっと香る大豆ココア 
リズムライフコーヒーマイルドミルク 
リズムライフコーヒー無糖ブラック 
リメイク メナキノン 
大豆農場の豆乳で作ったヨーグルト ブルーベリ
ー 
ジョア 期間限定 マンゴー風味 

 
 計 ３３品目 

分析担当者：山田和彦、永田純一、松本輝樹、竹林 純、小林 香、二井千日、佐賀加奈子、中村 礼、 
矢野友啓、佐藤洋美、梅垣敬三、石見佳子、山内 淳 
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7. 海外出張 
 

出張者氏名 所 属 出張国 出張期間 渡 航 内 容 

徳留 信寛 理事長 トルコ・イスタンブ

ール 

H22.4.2-4.7 5th international 

conference of asia 

pasific cancer control 

in istanbul 

髙田 和子 健康増進プログラム 韓国・釜山 H22.4.11-4.22 小学生の肥満と身体

活動に関する共同研

究 

朴 鐘薫 健康増進プログラム 韓国・釜山 H22.4.11-4.22 小学生の肥満と身体活動

に関する共同研究 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

バヌアツ、パプアニ

ューギニア 

H22.4.19-4.28 pacific food summit 

2010 への参加、パプアニ

ューギニア保健省アドバ

イザー倉辻忠俊先生との

打ち合わせ 

猿倉 薫子 栄養疫学プログラム ベトナム・ホーチミ

ン、ハノイ 

H22.4.25-4.29 共同研究打ち合わせ 

村上 晴香 健康増進プログラム カナダ・トロント、

米国・ニューヨーク

州 

H22.4.28-5.6 トロントリハビリテーシ

ョンセンター研究所およ

びアメリカ高血圧学会

2010 にて情報収集 

宮地 元彦 健康増進プログラム 米国・ニューヨーク

州 

H22.5.2-5.6 アメリカ高血圧学会

2010 にて学会発表・情報

収集 

田中 茂穂 健康増進プログラム カナダ・トロント H22.5.4-5.10 身体活動と健康に関する

第３回国際会議への参

加・発表 

朴 鐘薫 健康増進プログラム 米国・メリーランド

州、コロラド州 

H22.5.31-6.8 学会発表および研究の打

ち合わせ 

卓 興鋼 情報センター 中国・北京 H22.5.27-5.30 情報収集・意見交換会 

中出麻紀子 栄養疫学プログラム 米国・ミネソタ州 H22.6.8-6.14 International Society 

for Behavioral 

Nutrition and Physical 

Activity での発表 
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三浦 進司 基礎栄養プログラム 米国・フロリダ州 H22.6.24-7.1 第７０回アメリカ糖尿病

学会にて発表 

森田 明美 栄養疫学プログラ

ム 

スウェーデン・スト

ックホルム、ノルウ

ェー・ベルゲン 

H22.7.9-7.18 International Congress 

on Obesity 2010 への出

席および研究発表、セン

ター見学 

河嶋 伸久 栄養疫学プログラム スウェーデン・スト

ックホルム、ノルウ

ェー・ベルゲン 

H22.7.9-7.18 International Congress 

on Obesity 2010 への出

席および研究発表、セン

ター見学 

田中 茂穂 健康増進プログラム スウェーデン・スト

ックホルム 

H22.7.10-7.17 International Congress 

on Obesity 2010 への参

加・発表 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

パプアニューギニ

ア・ポートモレスビ

ー、NUKU 郡 

H22.7.11-7.17 「パプアニューギニアの

都市と農村における母子

の体格と食事摂取状況の

関連」に係る打ち合わせ

および調査地視察 

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

パプアニューギニ

ア・ポートモレスビ

ー、NUKU 郡 

H22.7.11-7.17 「パプアニューギニアの

都市と農村における母子

の体格と食事摂取状況の

関連」に係る打ち合わせ

および調査地視察 

坪山 宣代 国際産学連携センタ

ー 

スウェーデン・スト

ックホルム 

H22.7.11-7.17 第１１回国際肥満学会で

の情報収集、研究打合せ、

研究発表 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

中国・北京 H22.8.13-8.15 China Heart Congress & 

International Heart 

Forum Beijing 2010 への

参加 

永田 純一 食品保健機能プログ

ラム 

米国・メリーランド

州 

H22.8.21-8.28 UJNR 2010 Annual 

Meeting 

坪田 恵 栄養疫学プログラム スウェーデン・スト

ックホルム 

H22.8.26-9.1 ESC congress 2010 への

出席および研究発表 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

グアム H22.9.32-9.25 Nutrition,Diet&Lifesty

le:Scaling Up Action in 

the Pacific 

千葉 剛 基礎栄養プログラム カナダ・モントリオ

ール 

H22.9.23-9.27 第14回国際SHRシンポジ

ウム 
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徳留 信寛 理事長 ドイツ・ベルリン H22.9.30-10.4 アスピリンと科学防衛に

関する円卓会議 

朴 鐘薫 健康増進プログラム 米国・カリフォルニ

ア州 

H22.10.7-10.13 学会発表 

田中 茂穂 健康増進プログラム 米国・カリフォルニ

ア州 

H22.10.7-10.14 Obesity 2010 28th 

Annual Scientific 

Meeting （第 28 回北米肥

満学会）への参加・発表

髙田 和子 健康増進プログラム 米国・カリフォルニ

ア州 

H22.10.7-10.16 Obesity 2010 への参加及

び研究打ち合わせ 

石見 佳子 食品保健機能プログ

ラム 

米国・イリノイ州 H22.10.8-10.12 米国更年期学会シンポジ

ウムに発表を伴うパネリ

ストとして参加 

卓 興鋼 情報センター カナダ・トロント H22.10.14-10.20 ASBMR 2010 Annual 

Meeting に参加 

東泉 裕子 食品保健機能プログ

ラム 

カナダ・トロント、

米国・ワシントン

D.C. 

H22.10.15-10.21 AEBMR2010 Annual 

Meeting,The 9th INSRS

に発表および参加 

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

パプアニューギニ

ア・ポートモレスビ

ー 

H22.10.23-11.3 「パプアニューギニアの

都市と農村における母子

の体格と食事摂取状況の

関連」に係る現地調査地

実施 

髙田 和子 健康増進プログラム 中国・南京 H22.10.28-10.31 2010 Nanjing 

International 

Symposium on Children 

and Youth Fitness and 

Health 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

韓国・ソウル H22.11.22-11.26 Conference on "2009 

Korea National Health 

and Nutririon 

Examination Survey"、

Joint International 

Symposium on "Women's 

Health and Nutrition" 

髙田 和子 健康増進プログラム オーストラリア・キ

ャンベラ 

H22.11.8-11.18 形態計測精度管理の研修

参加及び共同研究打ち合

わせ 
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三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

ベトナム・ハノイ H22.11.20-11.23 国際医療研究開発事業

「アジア開発途上国にお

ける糖尿病等の生活習慣

病のデータベース構築に

基づいた効果的対策とし

てのモデル構築に関する

研究」に係る打ち合わせ

卓 興鋼 情報センター 中国・上海 H22.11.21-11.24 上海地域における治験・

臨床研究の実態調査に関

する打合せ 

永田 純一 食品保健機能プログ

ラム 

米国・ハワイ州 H22.12.14-12.21 PacifiChem 2010 

conference 

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

ベトナム・ハノイ、

ホーチミン 

H22.12.19-12.23 国際医療研究委託事業に

係る打ち合わせ 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

フィリピン・マニラ H23.1.4-1.7 WHO 西太平洋事務局

（WPRO)との研究打ち合わ

せ 

坪山 宣代 国際産学連携センタ

ー 

フィリピン・マニラ H23.1.4-1.7 WHO 西太平洋事務局

（WPRO)との研究打ち合わ

せ 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

韓国・オソン H23.3.2-3.4 韓国健康・栄養調査に関

する視察 

猿倉 薫子 栄養疫学プログラム 韓国・オソン H23.3.2-3.4 韓国健康・栄養調査に関

する視察 
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8. 人事異動 
 
発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

    
H22.4.1 併任 

 
石見佳子 食品保健機能プログラム 補完成分プロジェクトリーダー

併任 
H22.4.1 併任 

 
西 信雄 栄養疫学プログラム 国民健康・栄養調査プロジェクトリー

ダー併任 
H22.4.1 併任 

 
田畑 泉 健康増進プログラムリーダー併任 

H22.4.1 採用 
 

猿倉薫子 栄養疫学プログラム 国民健康・栄養調査プロジェクト研究
員（任期付） 

H22.4.1 採用 
 

中出麻紀子 栄養疫学プログラム 国民健康・栄養調査プロジェクト研究
員（任期付） 

H22.4.1 採用 
（転入）

森 信二 事務部業務課長（事務部会計課長併任） 

H22.4.1 採用 
（転入）

伊藤健司 事務部会計課経理係長 

H22.4.1 採用 
（転入) 

藤野信明 事務部庶務課庶務係長 

H22.4.1 採用 
（転入）

吉越臣宏 事務部庶務課主事 

H22.5.13 退職 
（転出）

吉村由紀夫 事務部付 

H22.6.30 辞職 
（転出）

藤野信明 国立感染症研究所 

H22.7.1 併任 
 

望月文明 事務部庶務課庶務係長 

H22.10.1 採用 
（転入）

髙舘信行 事務部業務課調整係長 

H22.10.1 配置換 
 

橋本光彦 事務部庶務課庶務係長 

H22.10.1 併任解除 
 

望月文明 事務部庶務課庶務係長併任解除 

H23.2.1 併任解除 
 

森田明美 栄養疫学プログラム食事摂取基準プロジェクトリーダー併
任解除 

H23.2.1 併任・併任
解除 

配置換 

笠岡宜代 栄養疫学プログラム食事摂取基準プロジェクトリーダー・国
際産学連携センター国際栄養プロジェクトリーダー併任・情
報センター健康食品プロジェクト付併任解除 

H23.2.1 併任解除 石見佳子 食品保健機能プログラム食品分析プロジェクトリーダー併
任解除 

H23.2.1 配置換 松本輝樹 食品保健機能プログラム食品分析プロジェクトリーダー（任
期付） 

H23.2.1 併任解除 梅垣敬三 情報センター健康食品プロジェクトリーダー併任解除 

H23.2.1 配置換・
併任 

千葉 剛 情報センター健康食品プロジェクトリーダー（任期付）・基
礎栄養プログラム脂質・糖代謝プロジェクト併任 

H23.3.31 退職 饗場直美 栄養教育プログラムリーダー（神奈川工科大学） 

H23.3.31 退職 
 

水野正一 国際産学連携センター生物統計プロジェクトリーダー 
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発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

H 23.3.31 退職 
（転出） 

望月文明 事務部庶務課長（厚生労働省社会・援護局業務課長補佐） 

H 23.3.31 退職 
（転出） 

高橋康大 事務部業務課 NR 担当係長・事務部業務課産学担当係長併任
（国立保健医療科学院総務部教務課研修・業務課研修第三係
長） 

H 23.3.31 
 

退職 
（転出） 

澤栗 茂 事務部庶務課人事・厚生係長（小樽検疫所総務課庶務係長）

H 23.3.31 退職 
（転出） 

庄野誠二 事務部会計課契約管理係長（新潟検疫所小松空港出張所検疫
業務係長） 

H 23.3.31 退職 
（転出） 

三國良樹 事務部業務課主事・事務部庶務課併任（近畿厚生局年金総務
課係員） 
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9. 特別研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 
 

河嶋 伸久 

 

栄養疫学プログラム H 22. 4.1～23.3.30 

村上 晴香 健康増進プログラム H 22. 4.1～23.3.30 

朴  鍾薫 健康増進プログラム H 22. 4.1～23.3.30 

河合 智子 臨床栄養プログラム H 22. 4.1～22.12.4 

津田 治敏 食品保健機能プログラム H 22.11.1～23.3.30 
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10. 名誉所員 
 

氏  名 授与年月日 在職当時の職名 

印南  敏 H 10.4.1 食品科学部長 
宮崎 基嘉 H 10.4.1 基礎栄養部長 
宇津木良夫 H 10.4.1 病態栄養部長 
山口 迪夫 H 10.4.1 食品科学部長 
市川 富夫 H 10.4.1 応用食品部長 
伊東 蘆一 H 10.4.1 老人健康・栄養部長 
板倉 弘重 H 10.4.1 臨床栄養部長 
池上 幸江 H 11.4.1 食品科学部長 
小林 修平 H 11.7.1 所長 
江指 隆年 H 12.4.1 応用食品部長 
澤  宏紀 H 13.4.1 所長 
戸谷 誠之 H 13.4.1 母子健康・栄養部長 
樋口  満 H 15.4.1 健康増進研究部長 
岡   純 H 16.4.1 応用栄養学研究部長 
増田 和茂 H 16.8.1 理事 
田中 平三 H 17.4.1 理事長 
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11. 客員研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

佐々木 敏 栄養疫学プログラム H 22.4.1～23.3.31 栄養疫学研究 

山本 祐司 栄養疫学プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病におけるレチ

ノール結合タンパク質の

動態解析 
由田 克士 栄養疫学プログラム H 22.4.1～23.3.31 食事調査法の研究 

家光 素行 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量・体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
真田 樹義 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量･体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
田中 千晶 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 子どもおよび成人におけ

る身体活動量の変動要因 
寺田 新 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 運動と栄養による骨格筋

代謝機能向上のメカニズ

ム解明 
引原 有輝 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 身体活動量の評価法の検

討 
二見  順 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 ヒューマンカロリメータ

ーによるエネルギー消費

量測定に関する研究 
吉武  裕 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 健康寿命の維持に必要な

身体活動量および体力水

準について 
谷本 道哉 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力基

準値策定を目的とした大

規模介入研究 
福  典之 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力基

準値策定を目的とした大

規模介入研究 
緑川 泰史 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 エネルギー消費量の変動

要因に関する基礎的研究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

山元 健太 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力基

準値策定を目的とした大

規模介入研究 
大島 秀武 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 加速度計を用いた身体活

動量の評価に関する研究 
大森 豊緑 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 効果的な健康づくり手法

の研究開発 
田畑 泉 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 身体活動・運動と健康増進

について 
門脇 弘子 臨床栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 肥満・糖尿病予防と治療の

ために食後高血糖の改善

を得る食事内容の確立 
野田 光彦 臨床栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 メタボリックシンドロー

ムにおける栄養摂取と膵

島の代謝・インストリン分

泌の関連に関する研究 
原  一雄 臨床栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 各栄養素摂取量と遺伝子

多型の相互作用の検討・基

礎代謝に影響を与える遺

伝素因の研究 
石渡 尚子 栄養教育プログラム H 22.4.1～23.3.31 エクオール産生性と食習

慣は冷え性を感じている

日本人更年期女性の体温

調節機能に影響を与える

か 
金田 雅代 栄養教育プログラム H 22.4.1～23.3.31 食育における栄養教諭の

役割に関する研究 
渡邊 昌 栄養教育プログラム H 22.4.1～23.3.31 人間ドッグコホートを使

った生活習慣病発症にか

かる要因に関する研究 
亀井 康富 基礎栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 骨格筋の遺伝子発現調節

に焦点をおいた生活習慣

病の分子機構解明 
高橋真由美 基礎栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 日本人糖尿病患者に於け

る食事、運動量の評価のた

めの予備的研究 
渡辺 光博 基礎栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 分子制御によるメタボリ

ックシンドロームへのア

プローチ 
太田 篤胤 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 骨粗鬆症予防における栄

養学的研究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

呉   堅 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 食品機能性成分が骨代謝、

脂質代謝に与える影響に

関する研究 
藤井 康弘 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 中高年者の健康に関する

栄養学的研究 

王  新祥 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 骨粗鬆症の予防・治療を目

的とした天然素材の検索

に関する研究 
山田 和彦 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 食品の栄養表示・健康表示

に関する調査研究 
矢野 友啓 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 食品機能性成分の抗がん

作用の解析 
梅國 智子 情報センター H 22.4.1～23.3.31 Ｗｅｂ上の栄養情報教育

に関する研究 
江指 隆年 情報センター H 22.4.1～23.3.31 栄養素の栄養機能に関す

る研究 
久保 和宏 情報センター H 22.4.1～23.3.31 脂質の機能特性に関する

研究 
橋本 洋子 情報センター H 22.4.1～23.3.31 子供のサプリメント使用

に関する調査研究 
溝上 哲也 国際産学連携センター H 22.4.1～23.3.31 ビタミンDと慢性疾患に関

する疫学研究 



 

100 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 59 号（2010）

12. 協力研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

高市 麻貴 栄養疫学プログラム H 22.4.1～23.3.31 栄養全般が糖尿病、代謝に与

える影響につき、検討するこ

と 
荒井 裕介 栄養疫学プログラム H 22.4.1～23.3.31 健康・栄養調査の解析評価に

関する研究 

鈴木 望 栄養疫学プログラム H 22.4.5～23.3.31 運動と食事による生活習慣病

予防に関する大規模疫学研究

後藤 温 栄養疫学プログラム H 22.12.20～23.3.31 糖尿病・生活習慣病予防に関

する大規模疫学研究 
片山 利恵 健康増進プログラム 

 
H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

上野 優子 健康増進プログラム 
 

H 22.4.1～23.3.31 エネルギー消費量の評価につ

いて 
髙井 恵理 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 健康増進に対する運動効果に

関する研究 
安田 剛 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 フィットネスクラブにおける

サービス・プログラム開発に

おける指導･研究 
大森 由実 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
島田 美恵子 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
高山 光尚 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
荒尾 裕子 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病予防に対する保健

指導（特に運動・身体活動増

加）の効果に関する研究 
河野 寛 健康増進プログラム 

 
H 22.4.1～23.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

鈴木 洋子 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 視床下部性肥満マウスの病態

に関する研究 

別所 京子 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 エネルギー消費量に関する研

究 
曹 振波 健康増進プログラム 

 
H 22.4.1～23.3.31 健康づくりのための運動基

準・エクササイズガイド改定

呉 泰雄 健康増進プログラム H 22.4.1～23.3.31 身体活動および身体活動強度

が換気性作業閾値（VT）に及

ぼす影響の検討 
高崎 尚樹 健康増進プログラム H 22.4.20～23.3.31 生活習慣病改善のための保健

指導（特に運動に主眼を置く）

に関する、実施方法・事業推

進手法に関する調査・研究 
濱崎 秀祟 健康増進プログラム H 22.8.9～23.3.31 生活習慣病と運動療法の効果

について 
森本 友紀恵 健康増進プログラム H 22.10.1～23.3.31 特定健診・保健指導に関する

研究 
窪田 直人 臨床栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 メタボリックシンドロームプ

ロジェクト（各栄養素摂取量

と遺伝子多型の相互作用の検

討・基礎代謝に影響を与える

遺伝素因の研究） 
松下 由実 臨床栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 メタボリックシンドロームプ

ロジェクト（各栄養素摂取量

と遺伝子多型の相互作用の検

討・基礎代謝に影響を与える

遺伝素因の研究） 
眞鍋 一郎 臨床栄養プログラム H 22.4.1～23.3.31 エネルギー代謝の分子機構 

川上 純子 栄養教育プログラム H 22.4.1～23.3.31 高齢者の食介護に関する研究

山田 五月 栄養教育プログラム H 22.4.1～23.3.31 食育の効果的な展開法に関す

る研究 
上杉 宰世 栄養教育プログラム H 22.4.1～23.3.31 日本人の「食生活」、「食育」

に関する社会、文化的な認識

領域を把握し、食生活や健康

に対する認識が個人またはグ

ループによってどのように異

なるかの解明 
千葉 大成 食品保健機能プログラム H 22.4.1～23.3.31 柑橘系フラボノイドに着目し

た骨粗鬆症予防に関する研究
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

吉本 弥生 情報センター H 22.9.1～23.3.31 食品安全に関する情報の伝達

メカニズムの解明 
細川 裕子 国際産学連携センター H 22.4.1～23.3.31 メタボリックシンドロームを

対象として実食型フードモデ

ルの有効性の検討 
桑木 泰子 国際産学連携センター H 22.4.1～23.3.31 諸外国における栄養士制度に

関する研究 
南里 明子 国際産学連携センター H 22.4.1～23.3.31 ビタミン D と慢性疾患に関す

る疫学研究 
菊池 有利子 国際産学連携センター H 23.2.1～23.3.31 栄養士に関する日米比較研究

 
 


